
長崎県文化財調査報告書167集

玖 色
均 城跡

長崎県教育委員会

2002 



玖島城跡全景

一一1一一



金属製品

マヨリカ陶器

一一11一一



華南三彩

絵唐津

一一 111一一



長与三彩

長与三彩

一一lV一一



S81・2

垣

一一V一一



lJ| 

量圃歯菌ト 画宮司

『色

縄文土器①

一一V1-



縄文土器②

一一V11一一



縄文土器③一第H群土器(上) ・第皿群土器(下)

一一Vlll一一



長崎県文化財調査報告書167集

跡、城色均玖

島 !e
_.-、、
~ð 
0_. ¥ 0 
oi 
。、ど_........、ノ』、A、

¥ 、、

、らザ

'~ 

50給n



発刊にあたって

本書は，一般国道34号大村拡幅事業計画に伴う玖話誠跡の発掘調査報告書で

す。

すみただ よしあき

玖島城は，日本最初のキリシタン大名として知られる大村純忠の子，喜前に

よって慶長四年 (1599)に築城されたと伝えられています。築城当時は，秀吉

の死による朝鮮半島からの撤兵 関ヶ原の戦い前夜と まさに風雲を急を告げ

る時代でありました。

調査地点は，玖島城の外側にあたり，絵図や文献から城主の居館や役所など

があった場所にあたります。調査の結果 築城の頃の建物跡や石垣が確認され

るとともに，中国や李氏朝鮮産の瓦や焼物，当時交易を開始したばかりのオラ

ンダの焼物など，国際色豊かな当地の先進性をうかがわせる遺物が出土しまし

た。

また，江戸時代後期の建物跡からは 幻の焼き物とも称される「長与三彩j

が出土し，大きな注目を集めました。これらの資料は，近世大村藩の貴重な考

古資料としてばかりでなく 美術工芸資料としても貴重な資料であります。

最後に，御協力いただいた関係者の皆様にお礼を申し上げるとともに，今回

の発掘調査成果が学術資料ならびに歴史教材として活用され，文化財保護の一

助となることを祈念して発刊のあいさつといたします。

平成14年3月31日

長崎県教育委員会教育長

木村道夫



例目

1 .本書は，一般国道34号大村拡幅計画に伴う玖島城跡の発掘調査報告書である。

2.事業主体は国土交通省九州地方整備局長崎工事事務所で 調査は長崎県教育委員会が主体となっ

て実施した。調査期間・面積・調査担当は以下のとおりである。

-平成11年度 (1，800m') 平成11年7月1日~平成12年3月3日

長崎県教育庁文化課(現学芸文化課)埋蔵文化財班

文化財保護主事山口浩司

同 J 11口洋平

・平成12年度 (2，500m')平成12年7月17日~平成13年3月9日

文化財・保護主事福田一志 文化財調査員 佐藤(1日姓斉藤)いづみ

同 大浦雅宏(現梅ヶ崎中学校) 高瀬(旧姓高原)愛

同 川口洋平 中村幸(現長与町教育委員会)

東貴之

奥(旧姓松崎)由紀子

3.出土遺物についての自然科学分析は 以下のとおり委託した。

-平成11年度 ・平成12年度

瓦の胎土分析(パリノ・サーヴェイ株式会社) 放射性炭素年代測定(株式会社古環境研究所)

柱材の同定(株式会社古環境研究所) 花粉・珪藻分析(株式会社古環境研究所)究所)

貝類の同定(パリノ・サーヴェイ株式会社)

4.調査に際しては，以下の業務を下記のとおり委託した。

-排土処理ほか(株式会社鈴木建設)

-航空写真撮影(埋蔵文化財サポートシステム株式会社) ・池石垣実測(有限会社 1M設計)

※巻頭カラーにおける縄文土器①・②は渡遺康行氏(株式会社埋蔵文化財サポートシステム)に

撮影をしていただいた。心よりお礼を申し上げます。

5.本報告書の執筆にあたっては以下の方々から指導・助言をいただいた。

大橋康二・北野隆亮・坂井隆・4嬰庭美咲・下川達弼・鈴木祐子・績伸一郎・西国宏子

古門雄高・松尾信裕・水ノ江和同・ i度遁康行

6.本書の構成と執筆は以下のとおりである。

I章遺跡環境 E章調査経緯例旧)

血章 調査 1.近世(JII口・東・井立・上原) 2.その他の時代(福田・川口・東・竹中)

N章 自然科学分析

V章まとめ(JII口) ※各執筆者名は文末に記した

7.本書の編集はJlI口による。



I 遺跡環境と調査経緯

1.遺跡環境

大村市は大村湾の東側にあり，長崎県のほぼ中

央に位置している。玖島城は大村平野の南端に位

置し，浅瀬で陸地に近接する島を利用した平山城

で，海城の'性格を持っている。調査地は主郭部で

はなく，対岸の濠外東側から南側の区域に相当す

る。玖島城は慶長四年 (1599)に大村喜前によっ

て築城され，以後幕末まで大村藩の本拠地であっ

た。玖島城に関する文献としては『大村家記1.

I郷村記J，r見開集jなどの諸記録がある。 r期防す
記』によれば，慶長三年冬，朝鮮出兵から帰った

喜前によって，戦時の教訓を踏まえて築城が検討

され，翌四年冬にそれまでの居城であった三城か

ら移った由来が記される。さらに慶長十九年

(1614)には純頼によって改築され，角堀ができ

大手口が現在の位置に変更されたことが記されている。

2.調査経緯

第 1函遺跡位置図 (S=1/5，000) 

調査は，一般国道34号大村拡幅計画に伴って遺跡に係る区域について実施したものである。平成 9

年度に大村公園付近について予備調査を行い，調査が必要と判断された1，800ぱの区域について平成

11年7月1日~平成12年3月3日まで全面調査を実施した。また，平成11年に全面調査と並行して公

園南側の!日宅地と旧市民体育館跡地について予備調査を実施し， 2，500ぱについて平成12年 7月17日

~平成13年3丹98まで全面調査を実施した。調査総面積は4，300m'で、ある。

第2図調査区域図 (S=1/2，500) 
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E 調査

し調査方法

調査は，工事予定区域に東西A-B，南北1-31のグリッドを設定して行った。グリッドは東西が

工事幅15mを2等分する形で、7.5m，南北は各10mの大きさである。 17区については，現道路であり，

隣接グリッドの調査結果により扱いを判断した結果，本調査範囲から除外した。なお，調査の便宜上

南北 1-7区を I区(公園北側)， 8 -17区をH区(公園南側)， 18-23区を皿区(旧宅地)， 25-31 

区をN区([日体育館)と大別した。

掘り下げは表土を機械により除去し 以下を人力で、行った。遺物包含層および遺構については精査

を行った。

2.土層

( 1) 1涯の基本土層

第I層はアスフアルト，第H層は砂利層(第I層の基礎)，第困層は茶褐色土層で近代の埋土，第

百層は灰褐色土層で近代の撹乱層，第V層は赤褐色土層で近世の遺物包含層であり， 18世紀代の遺物

を含んでいる。第百層は暗茶褐色土層で炭化物を多く含む。全面ではないが 3区から 7区において

は焼土も含まれ火災層と考えられる。江戸初期の遺物包含層である。第四層は黄褐色風化蝶層で，築

城時の整地層と考えられる。

(2) n .皿区の基本土層

第I層はコンクリート，第E層は近代の撹乱層でコンクリートやレンガの基礎を含む。第E層は

A . bに分けられ，国 aは茶褐色土層で江戸後期の遺物包含層である。皿 bは黄褐色粘質土層で江戸

後期の整地層である。第百層は黄茶褐色土層で江戸初期から中期の遺物包含層。第V層は黄褐色風化

l喋層で江戸初期(慶長十四年か)の整地層である。第百層は a. bに分けられる。 VIaは暗茶褐色土

層で江戸初期の遺物包含層， VI bは黄褐色風化蝶層で築城時の整地層と考えられる。第四層はやや赤

昧を帯びた茶褐色粘質土層で築城以前の水性堆積と考えられる。土錘が出土している。

( 3 )町区の基本土層

第I層はコンクリート，第立層は基礎の砂利層，第困層は茶褐色土層で近代の埋土である。第N層

は茶褐色土層で近世の遺物包含層であり 一部に炭化物を含む。第V層は青灰色の粘質土あるいは場

所により砂層である。

3鋼遺構・漬物

( 1) 1区の遺構

'SBl-4-6症で確認された五軒×三軒の建物遺構である。掘立柱であるが柱基礎に平たい石や

礎板を用い，礎石建物との折衷的な技法を用いている。

'SB2-SB1と重複して検出された三軒×三軒の建物遺構で、ある。掘立に礎石，礎板を併用して

おり，柱穴内に面取りした柱根がのこる。主軸はSB1とほぼ同じ方向で，切り合いと柱痕にほぞ穴

があるものがあることから転用が考えられ小規模な火災などによる立て替えが推測される。材は分

析によりアカガシとの結果を得た。なお付近から朝鮮系瓦が出土しており，関連が推測される。

-2-



cコ
大村市役所

、。

ジ叩

第3図 グリッド配置図

-3-

わa 
官
、



. S D 2 (第 7図)一第 7層上面に掘り込まれた溝状遺構で， Illlii1.2m，深さ0.5mで東西方向に走る。

第 6層によって埋められているが下部には粘質土の堆積がみられ水がたまっていた可能性もある。

遺物は灯明皿として使われた土師皿がまとまって出土している。また，胎土目積みの唐津やペンシル

ドロウイング (1)の景徳鎮系青花などもあり， 17世紀初頭頃の遺物と考えられる。文献による築城の

年代が慶長四年 (1599)であることから，築城頃の遺構で短期間のうちに埋没したことが窺える。

・ピットーSB 1・2の周囲に按数検出されているが 配列が不明なものである。 SB 1・2に関連

している可能性が高い。掘立と礎石礎板を併用しており 柱根がのこるものもある。

. 1区の基本土層(第8図)

I区の基本的な土層は，第 1層がアスフアルト，第 2層は基礎の砂利層，第 3層が茶褐色の埋土，

第4層が灰褐色の客土，第 5層が赤褐色土で近世後期の遺物包含層，第6層が炭化物を含む暗茶褐色

土で近世初頭の遺物包含層，第7層が黄褐色の風化離による整地層，第8層が暗青灰色の粘質土層と

なっている。もともと付近は海岸線であり 築城にあたって埋め立て整地をしたと考えられる。第 7

層が，その際の整地層と考えられる。したがって，第7層を掘り込んだ遺構は築城時のものである可

能性が高い。第 6層は，築城後の生活堆穣及び小規模火災による堆積層と考えられる。出土遺物は，

ほぼ1610年代までに限られており，築城から間もない時期の堆積であると推測される。第5層は，そ

の後近世を通じての堆積層であると考えられる。

(1)森毅1995I十六・十七世紀における陶磁器の様相とその流通一大阪の資料を中心に-J rヒストリア』第
149号大阪歴史学会による。
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番号 種 目リ 地区・遺構 層位 口径cm 底径cm 器局cm 形成 調 整 技 法の 特 徴 ・文織 備 考 図版

l 土師質皿 A-5 piロ9 10.6 5.4 3.6 内底揖書杭，服部右回附:切1).口1111:-内面11111中位以付着 (5断).lt制白 邑罰:IOYR8/3 

2 土師質皿 A-5pi臼2 11.6 6.0 3.0 持陸自古田転車切り。1'1百から丹百1:かlJ"(utl昔l内服T約ヘヲ削り.1~暗仲良If. 邑爵 :IO\1li1/2

3 土師質皿 A-5pi也9 11.2 2.5 3.2 外・悶転ナデ，底部 ・糸切り， 口縁スス付着，焼成良好.色調 10YR8/2 

4 土師質問l A・5pit31 9.8 6.5 2.9 底部:右回転糸切り，焼成やや不良，色調 10YR8/2 

5 土師質凹 A-5 pit32 10.0 5.4 3.5 丹底面 古回転晶切り ，底部一部~1II . !i内面口Il-底部:u lt昔 .1生成良野 ， 色調: 10¥'R8/2 

6 土師質皿 A-5pit30 13.3 5.6 3.5 外底部布回転糸切り ，口縁スス付着，焼成やや良好，色制。 IOYR8/3

7 土師質皿 A-5pi凶2 10.6 5.0 2.9 外ナデ罰t!(不定).1111:古田Ji;¥，:明り，口IJutl昔(1箇所).3/Il'illx担，挽在不良.@割2.5¥'8/2

8 土師質皿 A-5 pit3! 8.0 5.7 2.6 外・ョコナデ剥盤.底部;右回転糸切り，焼成良好，色調 :2.5Y8/3 

9 土師質皿 A-5pit31 6.7 4.8 2.1 底部 :右回転糸切り ，焼成良好，色調 IOYR8/2 

10 施制陶器片口 A・5pit32 6.6 灰F由，底部r:ll治 唐津

11 飽和l陶器鉢片 A-5 pit32 灰取IJ.口縁部i上而露!的 唐津

12 青花皿片 A-5 pit32 口縁輪花，外 回線，内魚子文の地文の中に窓 小野皿F群粗製

13 土師質皿 A-5 pit40 10.0 5.0 3.5 月。本IH回転げ調整(定).底部。右回転品切り。日時 li1l:u付着.l~止良H. 色調 m百:/ 1 .完1)

14 土師質皿 A-6 pit44 11.6 6.2 2.4 月ナず罰監(不定方向). 1~1l1古田t!.i':切り. I'r 11<ナf調旦 内Ilffi酒量tt1~1世良野 l 世罰 7~n週月

15 土師質問l A-6 pit36 11.6 5.2 3.7 外丁寧在ヨコナT罰盟?底部古自fi'&.切1)，内面体部ヘ予防り謂t!，提出やや不良 世謂 10¥1祖/3

16 施粕陶器皿 8-5 pit28 15.0 6.2 3.3 丹高古911目 11. 高台内中央bf，'I : pj量11mり置し 11~ : ~t\のF.!I)ì\l;主軸透明~I t青医色 llA!'t<λる

17 l'r:t{;llIl A-5 pit42 8-5 W 21.6 12.8 3.9 外畳付露飴，砂It曽l内 掴立頭文と2本の国時内の見込に本'1'の草と血(鯉).直口口Il

18 施紬陶器皿 A-6 pit27 11.0 4.2 3.8 灰柚， 外 高台符胎，高台内 削り残し ー器肉厚い内 :1主になる，直口口縁 唐津

19 土師質皿 A-6SK2 12.0 7.2 3.6 底部 ・右回転糸切り ，焼成不良，色調 (外面体部)10)円R7/4

20 土師質小皿 A-6 SK2 10.8 5.2 2.9 丹T草加Jtf，底部 長田1)Itlf.方向不明)内ヘヲ闘 1)で1宰1: らせん((1:罰~， (~I噴nu. 世罰 10Y羽:/4

21 土師質1111 A-6 SK2 10.2 4.9 2.9 111 口Ilfl，下ー見込部分ヘラ~!I)によるらせんIf.詞皇官!底部 古回転，\\明 1) ， 1被不良 l 自罰 1O¥1li1jl 

22 土帥質小11Il A-6 SK2 7.6 4.2 1.7 底部i糸切り(回転方向不l珂)，焼成良好， 色悶 7.5YR7/6 

23 土師質阻 A-6SK2 10.4 5.2 3.2 底部右回転糸切り。 焼成良好，色調 10YR8/3

24 青花碗 A-6SK1 5.0 外高台内無車IJ，体部;1{;唐草 内 見込草花 森碗F2群

25 青花皿 A-6 pit24 12.6 7.0 2.6 底部 貸付鍔胎。砂付苛高台内カンナ目，内四方棒 見込み2本の間総雨飽文 小野皿E群

第 1表 S B 1・2出土遺物

( 2) 1区出土の遺物

. S B 1 ， 2出土遺物(第6図)

1 ~18は ， 建物遺構 S B 1， 2を構成する柱穴から出土した遺物である。ともに国産の土師器， 唐

津と中国産の青花が出土している。遺物の年代的には唐津が大橋康二編年 (1993)のI期に相当する

が築城が慶長四年であることから全体的は17世紀初頭頃のものと考えられる。遺構検出状況から SB

2が後のものである可能性が高いが，遺物からみる限りはほとんど時期差はないと判断される。短期

間の聞に建て替えられたのであろうか。

-各地区出土遺物(第6図)

19 ~25はA- 6区の遺構出土の遺物である。国産土師器と中国青花でSB 1， 2と同様の組成であ

る。青花には25のよ うな粗製の磁器質の森毅分類 (1995)F 2や景徳鎮系で小野正敏分類 (1982)皿

E群がみられる。年代的にはSB 1. 2とほぼ同じと考えられる。

-9-



写真 3 S B 1出土遺物

写真 4 S B 2出土遺物
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12m 6a 茶褐色土
6a 6a' 茶褐色土

ヰダ
6b 茶褐色粘質土
6c 灰茶褐色粘質土
6d 灰褐色粘質土

7 7 風化f像埋土

第 7図 SD2実測図 (S=1/50) 

基本層序

第I層 アスフアルト・コンクリート

第2層砂利層(第1層の基礎)

第3層茶褐色土層(埋土)

第4層灰褐色土層(客土 ・撹乱層)

第5層赤褐色土層 (18世紀代の遺物を含む)

第6層 暗茶褐色土層(炭化物を含む火災層で，慶長期の

遺物包含層)

第7層 貧褐色基傑層(風化I染による整地層で，築城l時の

生活面)

第8層暗青灰色粘質土層

写真6 1区土層断面

11-

写真5 S D 2検出状況
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第8図 I区基本土層図
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番号

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

'SD2出土遺物(第9・10図)

26-53は， S D 2の埋土から出土した遺物であ

る。

国産の土師質土器，唐津と中国産の青花からな

、yAt~1'
る。圧倒的に多いのは土師質土器で，そのほとん

どに口縁部に煤の付着がみられ灯明皿として使用

されていたこ とがわかる。唐津は胎土目積みのも

。

第10図 SD2出土遺物

種別 地区・遺構 層位 口径cm 底径cm

土師質1lI1 A-3 SD2 P-46 11.9 5.6 

土師質皿 A-3 SD2 P-35 12.0 6.4 

土師質皿 A-3 SD2P-26 11.2 6.4 

土師質皿 A-3 SD2 P-2 10.5 5.7 

土師質皿 A-3 SD2 P-29 10.5 4.7 

土師質皿 A-3SD2 P-58 10.7 4.6 

土師質皿 A-3SD2 P-28 10.9 5.8 

土師質皿 A-3SD2P.jj0 11.0 4.9 

土師質皿 A-3 SD2 P-17 11.2 5.6 

土師質阻 A-3SD2P-45 12.4 5.1 

土師質皿 A-3 SD2 P-53 10.8 6.0 

土面~質阻 A-3 SD2P-47 11.1 5.7 

土師質皿

土師質Illl A-3 SD2 P-38 11.7 5.3 

土師質皿 A-3 SD2 P-5 10.6 5.0 

土師質問l A-3 SD2 P-48 10.1 4.5 

土師質皿 ん3SD2 P-49 12.2 5.8 

土師質血

土師質皿 A-3Pi白5 明 10.6 5.4 

土師質山 A-3SD2P-42 11.9 6.0 

施柚陶器皿 A-2SD2 P-30 10.9 4.3 

施利陶器阻 A-3SD2P-50 11.2 5.1 

育花皿 A-3SD2 P-36 5.3 

背11;鴎片 A-3 SD2P-16 

背花小杯 A-3 SD2 P-7 2.2 

育1m A-3 SD2P-12 11.8 

背花皿片 A-3 SD2 P-8 13.6 

A-3 SD2 P.51 A.3 

背花碗 P-45 ¥1 12.0 

ので大橋編年(1993)のI期に相当する。青花は

碁笥底の森分類(1995)皿H2，同分類碗F2， 

小野分類 (1982)皿F群のほか樟州窯系の皿が

ある。

灯明皿が多い点については様々な推測が成り立

52 つが，隣接する SB 1， 2などで使用されたもの

が廃棄されたと考えるのが適当で、あろう。

遺構の埋没時期は，遺物の年代から17世紀初頭

頃であると考えられる。 肥前磁器(初期伊万里)

はみられないことから 下限は1610年代頃と推測

される。

10cm 

器品cm 形成 調整技法の特徴 文綴 {荷考 図版

3.6 外回転ヨコナデ，底部守古回転糸切り 口縁スス付着。焼成甘い，色調 7.5YR8/2

3.2 外 回転ヨコナデ，底部 :釘回転糸切り ，焼成ふつう，色剖 7.5¥喰8/2

3.3 外回転ヨコナデ，底部古回転糸切り.口縁;uf;t昔.焼成甘い，色調:7.5¥官8/3

3.2 外回転ヨコナデ，底部.糸切り，焼成ふつう，色調 IOYR8/3 

3.1 外 回転ヨコナデ.底部糸切り ，焼成甘い.色剥 2.5Y8/2

3.1 丹回転ヨコナデ，底部 古回転品切り.1'1ヘラ'r:;:リ， 日開uft昔，院制Iい，邑詞 7.5"刊8/3

2.9 外回転ヨコナデ。底部 古回転糸切り， 内 ヘラケズリ .焼成ふつう.色調:1OYR8/2 

4.3 外回転ヨコナデ，底部 古回転糸切り，内ヘラケズリ， 焼成甘い，色調 10Y官8/2

3.2 丹 回転ヨコナデ，底部 古回転品目1)，内 ヘラケズリ，口liuftll，挽喧甘い白 色調 7.51官/2

4.1 外:回転ヨコナデ， 底都 右回転糸切り ，口I~:^^付昔， 1.航跡 、，色調 7.5Y官7/4

3.1 外圃転ヨコナデ，底部 古圃転車切り，内ヘヲ'r:;:リ，口IlufHl，IÆ~ II \I ， 世詞 2.5Y8/2 ， ti転問元

3.3 外回転ヨコナデ，底部 古回転舟切り，1'1ヘラサズリ，口IlufHl，提成甘い，@詞 1O¥'R8/2

外回転ヨコナヂ，底部布団転糸切り，口縁スス付着，焼成甘い，也調 7.5Y官8/2

3.5 外白回転ヨコナデ.底部古回転糸切り，内ヘラケズリ。焼成良好，色調。7.5YR8/3

2.9 外圃転ヨコナデI底部 古自転車切り，内ヘラ'rJ(1)，口Iluft昔。地点11¥1，直司 101閣/3，fJ.転世元

2.9 外。回転ヨコナデ.底部右図転糸切り，内 ヘラケズリ， 焼成甘い，邑剥:1OYR8/3 

3.5 外回転ヨコナデ，底部右回転糸切り，内へフケズリ ，焼成良好，色調 2.5Y4/1

外・回転ヨコナデ， 底部 ・右回転糸切り，口縁スス付菅，焼成甘い，色調・7.5YR8/2

3.3 外回転ヨコナデ l 底部 古回転品目り.内 ヘラサズリ ， 口 I!~ ~ ft昔 ， 111成甘い ， 世詞1O\'R8/2

3.6 丹回転ヨコナデ，底部 ・古回転糸切り ， 内 ヘラケズリ f 口~u ft昔 ， 111成甘い ， 自罰 1O\'R8/2

2.2 灰紬， 外 :高台露!治目内胎土目 ，反転復JC 唐津

2.7 灰紬.外 :L底部露!胎，内 j治土目(4箇所) 唐津

底部笠付自iは露!治，高台内 「大明宣徳年製Jの銘
外:鳥・草花文.内・口縁直下図線2本 森碗H類

底部高台露胎，カンナ目が残る，内透明柚を薄めに施紬

底部:高古露飴ω1宇部内面 芙苦手，見込み 2本町固樟内にIJ.樹下鹿た 呉項の克色はやや鮮明 小野山F群

底部高台露!治，内見込み 重閏線の中に草文

外 草花1 館前駄目， mmt'厚11 ， 1'1 日|沼市t 魁二重~r.~中l 草花， ~m~t'厚(附 IMmRt'M 森碗F類

第2表 SD2出土遺物
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写真 7 S D 2出土遺物(土師皿)

写真 8 S D 2出土遺物(陶磁器)

14 



τ二:;Z~イ7
\斗~~イ5 丈ユギイ8

'SD4出土遺物(第11図)

54~61 は SD4 の埋土から出土した遺

物である。国産の土師皿と中国の青花か

らなる。土師皿には煤の付着がみられ，

灯明皿として用いられていたことがわか

る。てコJそ
も込ふ c_J=jJ 

青花はj彰州窯系の皿 (60)と景徳鎮

系の型押しの稜花鉢 (61)がある。

遺物の埋没年代は， 17世紀初頭頃と考

えられる。肥前磁器がみられないことか

ら，下限は1610年代頃であろう。 SB 1， 

2や SD2とほぼ同時期であると考えら

れる。

::ヌー

買主璽璽761。 10cIT、

第11図 S D 4出土遺物 (S=1/3) 

写真 9 S D 4出土遺物

番号 磁別 地区 ・遺構 層位 口径cm底i圭cm務局cm 形成 剥盤技法の特徴 ・文様 備考 図版

54 土師質皿 B-6SD4 羽 12.2 7.6 3.8 外 ヨコナデ割強，焼成不良，色調 IOYR8/1 

55 土師質問 B-6SD4 明 12.2 5.8 2.8 外・ヘラ削りの晶とヨコナデ調整，内.らせん状のヘラ削り痕。焼成良H，邑調。 IOYR8/2

56 土師質問l B-6SD4 明 11.6 5.0 3.7 丹・ョコナデを位岡行う調整，内 ヘラ削りの品と程いナデ調整，焼成良好，色調ー 1O¥'R8/2 

57 土師質皿 B-6SD4 明 10.4 4.8 3.1 t完成良好， 色剥 :IOYR8/2 

58 土師質皿 B-6SD4 明 10.0 3.6 3.3 底部右回転糸切り， 焼成良好， 色調 10Y守R8/2

59 土師質皿 B-6 SD4 明 7.6 5.2 2.3 底部右回転糸切り ，焼成良好， 色調 7.5YR8/2

60 青花皿片 B-6SD4 ¥1 外:回線 1 内 草花文

61 背花鉢 B-6 SD4 羽 14.6 9.2 2.9 片的革二錨目i:tsn:li自I'IRII針。内向 型IJちxl!円Ult1i佐官紋刺(問見sld置ItM，草 森血G2宮i

第3表 S D 4出土遺物
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写真10 127・129・128

写真12 112・114・116

写真14 121・124・123

写真16 132・131

-16 

園入j蕗シ
c 
-ーーー・・・・・・・・・・
写真11 同裏

写真13 同裏

写真15 同裏

写真17 同裏



.VI層出土遺物(第12~18図)

62~146は， 3~6 区の第百層出土の遺物である。国産では土師質土器，肥前陶磁，瀬戸，備前が，

中国産では青花，色絵，華南三彩，また李朝の白磁などがある。土師皿は器形としては杯であるが，

煤の付着があり灯明皿として使用されていたと考えられる。肥前陶磁は唐津が主体で鉄絵を描くもの

もあるが飴土目積みが主体で，砂巨積みのものと磁器(初期伊万里)も少数含まれる。青花は，小野

分類C群 (148)など古期の資料も含まれるが，芙蓉子様式の鉢 (146)など17世紀初頭のものが主体

を占める。

第VI層の遺物の時期を全体的にみると S B 121， 2やSD2などと同時期の遺物が含まれている。

炭化物が含まれており，堆積の原困はSB 1， 2の建て替えなどによるものであろう。

番号 種別 地区・遺構 層位 口径cm底径cm器局cm 形成・調整技法の特徴・文様 [藷考 図版

62 土師質郎 B-5 ¥1 6.7 4.7 2.0 外.本控き静止ナデ調整(不定方向).産部回転*'切り 1見込A草分断J痕1慌成良!f.色調:10¥1日/3

右:2.4 

63 土師質孤 B-6 ¥1 7.2 4.7 左:2.3 外:ヨコナデ，底部.右回転糸切り，焼成やや良好，色調・lOYR8/3

64 土師質血 A.5 ¥1 6.8 4.4 2.0 外.ヨコナデ調整，底部右回転糸切り

65 土師質服 B-6 Pit3 ¥1 7.6 5.0 1.8 外:回転ヨコナテ¥底部:右回転糸切り，板状圧痕，内:ヘラ削り v色調:7.5YR8/3 

66 士郎質血 B-5 Pit42 i1 8.4 5.3 1.8 外:@l転ヨコナデ，底部.右回転糸切り，内:ヘラ自IJI).色調・ 7.5Y官8/4

67 士郎質肌 B-5 i1 7.8 5.1 1.8 外:底部屈転*'日1).見込"':指頭押圧填 (2箇所).ロ露u付着!桂成やや良野，色調:1.日官7/6
右 2.0

68 土師質服 A-5 i1 8.0 4目9 左:1.9外:ヨコナデ，底部.右闘転糸切り，内:ナデ罷整，焼成やや良好 1 色調 lOY官8/3

右:1.85 

69 土師賓組 B-6 Pit41 百 7.8 4.8 左:2.0 外 ヨコナデ，底部:右回転糸切り，板状庄痕，内・回転ナデ，色調:lOYR8/3 

70 土師質nn A-4 Pit47 10.3 4.4 3.0 外.回転ヨコナデ，底部.右回転糸切り，内:へフ郎り，色謂・ 7.5Y守R8/1

71 士郎質皿 B.5 Pit2 i1 10.2 5.4 3.0 )1:回転ヨコナデ!底部:古屈転品切り，内.ヘフ鋭1).日韓畠uft着。邑謂 :1.5¥'1国/1.反転謹元

72 土師質血 B-5 ¥1 10.4 4.6 2.0 外:.j(胞による画転ナデ詞皇(一定)，1'1ヘラ附底部:右困倣明1)，燃やや良仕鎖。l伯'R8/3

73 土師質小皿 B-4 i1 7.6 5目4 1.9 内外面とも摩滅が乏しい，底部.右回転糸切り，焼成不良，色調・ 7.5YヨR8/3
74 土師質阻 B-6 Pit23 ¥1 10目4 4.6 2.7 外:回転ヨコナデ，底部.糸切り，内:へフ削り，色調:IOY官8/3

75 土富市費血 A-3 Pit5 百 10.0 5.2 2.8 外:回転ヨコナデ，内:ヘラ目。1)，底部:糸切り

76 土師賓腿 A.5 唱 10.3 5.3 3.3 外:回転ヨコナデ?底部右回転糸切り，内・ナデ調整，焼成不良，色議:7.5)官自/4

77 土例質血 B-5 i1 底部，右冒転者間Q ，体部:ナデ調整(不定)，内宣宮崎署抗告(右自転)，口~^^甘昔院ま良好1 自調 ι 10\1i8/2

78 土師質血 B.5 ¥1 10.0 4.8 2.7 仁l縁スス付着， ~完成良好，色調: IOY官8/3

79 土師質皿 B.5 i1 10.6 5目4 2.9 丹:自い自転ナデ(北方向?底部:右自転事例。ー揮はがれて悩押し上げ1日躍u付着1勝良好，舗。7且官13

80 土防質血 A-4 ¥1 10目6 4.2 3.2 外。ヘラ樹りのあとナデ詞整，底部右図転品切り 1内.ヘフ闘1)，桂成やや不員，邑謂 10Y羽β

81 土防質皿 B.5 i1 10.3 5.6 2.9 内外面.ナデ調整，外国蔵部右図転糸切り，焼成不良，色調・ 7.5YR8/1

82 土師質阻 B-6 Pit40 百 10.6 5.9 2目9 外:ヘラ告jり，底部.右劉転品開1)，内:ヘラ制り， IJ韓部u付着， h完成やや良野，自調:1日官8/3

83 土師質血 A-4 可1 10.6 4.0 3.1 内外面:丁寧なナデ調整，底部:右闘転糸切り，焼成良好，色調:lOYつR8/2

84 土師質血 B-4 百 11.0 4.6 3.0 介怖:ヘラ掛りのあtナデ葺il，il語:右自転品目り l内，ヘラ劇り!日開uH着1燃料不良?色車:10¥制
85 土師質血 B.5Pit32 11.1 5.6 3.0 外.回転ヨコナデ，底部，お図転糸切り，内・ヘラ削1)，焼成不良 7 色調:7.5Y官8/2

86 土師質llll B-5Pi包9 ¥1 11.2 6.2 3.4 外:回転ヨコナデ，底部:糸切り?内:ヘラ自lり，焼成良好?色調:IOY百8/3，変転復耳

87 士郎質皿 B今5 i1 10.6 6.4 3.0 外，回転ナデ調整1底部:[自転糸切り，口縁ススft昔，焼成やや不良，@謂:10Y官8/2

88 土師杯 B-5 Pitl3 i1 11.6 5.6 3.4 外・図転ヨコナデ，底部:糸切り，内:ヘラ削り，焼成不良，色調:7.5Y宜8/2，反転復元 二次働成を受ける

89 土師杯 B.5Pitl4 日 12.0 5.6 3.5 外.悶転ヨコナデ，底部:右回転*'切り，板lk在痕，内.ヘフ存jI)，焼成不良 l邑調:7.5YR8/1 

90 土師杯 A-5 百 11.8 5.6 3.6 外:回転ヨコナデ，底部:右lill転*'切り，内.ヘラ111り，続出不良，色調:IOY宜8/1，反転I~ft

91 土師杯 A品目白4 可1 11.4 6.2 2.6 外:回転ヨコナデ，底部.糸切り， 1苛:ヘラ的り，色調・2.5YR7/6，反転i草花

92 土師杯 B-5 Pit33 ¥1 11.8 5目。 3.1 外:回転ヨコナデ，底部:糸切り，内:へフ削り，焼成良好τ 色調:7.5Y官8/3，反転復耳

93 士郎質皿 B-5 ¥1 11.6 5.6 3.6 底部.右回転糸切り，焼成不良，色議:7.5Y安8/1

94 土師質肌 A-5 Pit38 ¥1 11.4 6.0 3.2 外 :1 事立ナデ語旦 iïill:籾9からげ!内，ヘラ闘りからげl 服部uft昔~虫干平良町1 領 :1出宮町2

95 土師質皿i A-3 i1 11.8 7.2 3.4 外.本民主国転ナデ?底部.品切り(摩措~"') ，内・口陸~体部下位悶転ナデ，桂成良!f，自謂:1.5Y弧/3

96 ニ土師質皿 B.3 w 11.6 6.4 2.5 外:ヘラ闘りの品とナデ語旦底部:右回転品切1)，内底面 らせんt¥のヘラ附)展。桂成員白色調:7fJ¥'IiI/6 
97 土師質nn A-3 百 11.8 6.4 3.4 外:回転ナデ(一定方向)，口縁部 やや強めに静止ヨコナデ，桂成やや不良，邑謂:10Y官8/2

98 土師質血 A-4 ¥1 12.2 5目8 3.0 丹:ナデ語皇(不定方向)，邸:右自転車自1)，拘脳，滋t¥乳日目苦u日昔(1菌剤 3峨件直任問:1自制

99 土師杯 B-5 Pit33 ¥1 12.2 6.1 3目1 外.回転ヨコナデ，底部.右回転*'切り，内・ヘラ削1)，口縁部J，J，付着，邑調 7.5Y官8/3

100 土師杯 A-4Pit47 12.6 6.4 3.5 丹白回転ヨコナデlヘラ限り，底畠.右図転車明り 1内.ヘラ闘り l自詞:1~\1祖11 ， 反転直元(上半分)

101 土師質皿 A-4 ¥1 12.0 6.4 2.9 丹。ヘフ闘1)，底部・古回転品切り，内・ヘラ闘り， IJIま部J，J，付着?桂成良!if，邑詞:7.5Y官8/3

102 土師質皿 A3 百 12.1 5.8 2.7 外:ヨコナデ，底部:回転糸切り，内 ヘラケズリ，焼成不良，色調:7.5Y曳8/2

103 土師杯 B石Pit33 ¥1 12.4 6.4 3.2 外:1百転ヨコナデ，底部.糸切り，内:ヘラ削1)，色調・ lOYつR8/2，反転ii!5t
104 土師杯 B-6 Pit39 ¥1 12.4 5目9 3.9 外:回転ヨコナデ，底部:右回転糸切り，内 ヘラ前り，色調 10Y官8/3，反転i!l元

105 土師質焼寝室蓋 B-5Pi包8 w 6.4 2.4 5目1 色調:7.5)守R8/2
106 瓦質火鉢 A-3Pi位。 ¥1 口縁部が内側へ折れる

107 土人形(局?) A-5 Pit37 ¥1 2目6 手捻り

第4表 VI層出土遺物①
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写真18 136・135

写真20 138 

! L一一一~Oon l

写真22 VI層出土青花 (1) 

写真24 VI層出土青花 (2)

E 
比一一一[=-~_!::_l

写真19 同裏

写真21 同裏

⑥ 除|
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写真23 同裏

写真25 同裏
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写真26 vl層出土青花 (3)

写真28 169・170

写真30 171 

写真32 vl層出土李朝白磁

写真27 同裏

写真29 同裏

写真31 同裏

写真33 同裏
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(3) 1区上層の遺構と遺物

・上層の遺構(第19図)

第四図は第百層上面掘り込みの遺構

である。第四層上面の柱穴と違い，溝

状の穴にほそe穴を切った柱を横に寝か

せている。第四層上面の柱穴同様，沈

下を防ぐためのものであろう。

-皿層出土の遺物 (第20図)

175-183は，3-7区の第皿層から

出土した遺物である。第皿層は近代の

撹乱層であるが，近世の遺物も混入し

ている。ここでは，比較的古期の特徴

のある資料を図化した。75は高台内に

~ 。
1.5m 

~仇空三

o 2m 

1.5m 

当鏑 F

第19図 上面の遺構

「天啓年製」銘のある色絵碗あるいは鉢である。呉須で圏線を描き赤，黄，緑で外面に唐草，内面見

込みにトンボを描く 。176は小野分類 (1982)皿E群 177は型押しの芙蓉子の鉢である。178a . b 

と179は華南三彩の皿で，緑紬を基調として内面の一部に薄紫と黄色の紬がかかる。外面には型押し

による蓮弁，内面には線刻で文様が施される。180は，いわゆるトラデスカント査 (1)で，上半を欠く 。

緑が基調で蓮弁と唐草は黄色で、ある。胎土は黄茶褐色で軟質であり ，内面にはやや厚く鉄がかけられ

ている。181は赤茶褐色の錫紬をかけた鍔状の陶器で 胎土は軟質で燈色を呈する。近世のものであ

れば西洋のものである可能性がある。182は，華南三彩の香合の蓋で緑を基調に黒と白で花びら状の

文様を描く 。183は唐津の皿で胎土目積みの痕がのこる。大橋編年 (1992)のI期に相当するもので

ある。

( 1 )アシュモレアン美術館所蔵の壷にちなむ同種の華南三彩壷で，貼り(>1けにより花と唐草を施す。また肩部

には丸い把手がつく。

番号 f品目IJ 地区・遺稿 層位 口径cm底径cm 器高cm 形成 調盤技法の特徴 文様 備考 図版

175 呉彩碗 B・5Pit6 羽 5.6 UH草伽猷XHIJ~.sUJJ郎前向:l)ti， 1籾E自由1:1頑ill背任J!，内矧字文 m~J ，>> ( ~JlhJ 

176 背花皿 B-6 目 11.0 6，2 2，3 外 高台畳付1111白休部a唐草，内 四方陣 1 見込み二重悶線内に草花 小野皿E群

177 育花碗 A・5 目| 13，0 外鳥岩草文，呉mの~é色やや節目 ， 体部下位~高台部~IJI ， I句芙蓉手，端反 森12m

178a 緑紬陶器IUl片 B-6 凹 外 型押し成形による述弁をl砧り付け，紬に光沢がある。 内 線刻部分に紫柚 華南

178b 緑袖陶器皿底部片 B-6 田 内 :線刻lによる草文部分的に黄軸 華南

179 緑車IJ陶器皿片 8-3 田 外・型jll1し成形による述41'.内 線刻による文様(草花か) 華南

180 ニ官貼m士登底部; B-6 田 17.4 |底司部円形認韮胎弁。 緑中央黄部不柚調。盟1宇都外中岡位部・型回転11再き問と粘土t中H央で唐にl草iiJ文地中，反l句りた鉄砧りf 腰色調部 型lomi肢8/の4 華南

181 陶i器片 B.7 IU 利l色燈色 産地不明

182 五彩合子蓋片 B.3 sJ 外:縁取IJ地に花文(柏朝l雄) f戸市

183 施紬陶器IUI B-6 UI 12.8 4.2 3.6 灰取11.外:底部i露j治.内 底而胎土目(4箇所) 唐津

第6表 皿層出土遺物
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写真36 175・176・177

写真38 182・178・180

第20図 皿層出土遺物 (S=1/3) 
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(4) II区の遺構

池

池は 8-11区にまたがっており 旧来の庭園の一部と考えられていた。調査は池内の土の掘り下げ

と石垣の断面トレンチおよび実測を行った。

池内の土からは近世から近代の遺物が出土した。とくに11-12区にかけては木簡などの木製品が出

土している。10-11区の島はもともと舌状に延びた岩盤を利用したものと考えられ，南側は岩盤が深

く傾斜しており，岩盤の上に堆積した砂層から縄文土器が多数出土し，貯蔵穴も確認されている。

この南側の傾斜は13-15区においても続いており， 14区で地表下3mでも岩盤が確認できず，深く潜

行していることが判明した。築城以前は付近に深い湾入があったことが推測される。

石垣は何カ所かの卜レンチ調査の結果 調査区のほとんどにおいて近代に積み直しが行われている

ことが判明した。とくに現国道の工事の|探に道路に合わせて池の形を改変した様子が看取され，裏込

めからビニールが出土することからも積み直しが確認された。それ以外の石垣についても裏込めから

近代の遺物が出土しており公園化の際に積み直しがなされた可能性が高い。

写真40 池近景(南から)

-30 
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-石垣(第23図)

12-13区で確認されたL字形の石垣で， 築城時の整地層に掘り込んでつくられている。上部は破却

されており推定される高さは約 1mで， 3段ほど石を積んでいる。埋土の土層から，構築後の自然堆

積の後に建築部材を含む水性堆積がみられることから 嵐などの事情で放置されたことがうかがえる。

その後，黄褐色風化礁の整地層により完全に埋められている。乙の整地層より下から，胎土目の唐津

が出土しており ，築城から1610年代まで機能していたことがわかる。

-石塀(第25図)

16-17区に現存する石塀である。上部は近年の復元である。 下部の石塀は通りに面した側は切り石

積みであるが，裏は雑な積み石である。後世の積み直しの可能性もある。

( 5 )石垣内出土遺物(第24図)

184-:-187および308は石垣内の下層から出土した遺物である。 184・185は胎土目積みの絵唐津皿で

蔭の本窯の製品に類例がみられる。 186は端反の鉢で高台が無紬となっている。187は樟州窯系の大

皿で見込みに鳳風のような鳥を描く。 308は金属製のくびれのある輪状製品で取り付け具がつく。w，、

写真41 石垣内出土遺物

番号 額別 地区・遺m 府位 口1圭cm底径cm器高cm 形成・調整技法の特徴 ・文総 l情考 図版

184 施車fi陶器皿 13・14 11.3 4.2 3.0 灰制，外底部;露胎，内 体部欽絵，底面胎土目(4箇所) 絵唐津

185 施勅陶器皿 1¥-13 孫込下 11.4 3.9 3.0 /'Ul.i1・底詩書届，ヘラ目|り自.I'j:hfか1:へ?自11)1i.底ffifi;土目 (3菌両1.1:被ふつうI色調白医草間色 絵唐津

186 純平出陶器鉢 1¥-14 I!~:/;T 10.8 灰取h.外底部Ir.ll治

187 青花皿 1¥-13 I!~:/;下 40.0 18.6 9.8 外高台畳付砂付着 l草花文と園線，内:f~部果樹文 1 見込み二重I~I I車内回国と草花 小野F群粗製

第7表石垣出土遺物
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写真42 石垣前面土層断面

写真43 石塀
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上の遺物は，大橋編年(1992)による唐津の年代から17世紀初頭ころと考えられる。石垣を埋めた年

代が文献に記す慶長十九年 (1614)とすれば，築城からの15年間の資料と考えられる。

(6) N区の遺構・遺物

18-23区においては，江戸時代初期の遺物包含層および江戸時代後期の遺構が確認された。江戸時

代初期の遺物は1-皿区の遺構に対応するものである。江戸時代後期の遺構は，建物跡で石基礎と考

えられる。

18-23区の遺物(第26図)

188-206は第百層から出土した遺物である。188-195は華南三彩である。皿，盤，壷などがある。

196は景徳鎮系の小杯。197は志野碗の小片である。198はベ トナムの長胴壷で，玖島城では珍しい東

南アジア系の遺物である。199・205・206は唐津で大橋編年 (1992)のI期に相当する。200-204は

土師皿である。200・201は糸切り痕がのこる。202-204は底部をヘラで丁寧にケズリ，見込み外周に

沈線が巡る。底部が黒灰色を呈し，体部から口縁部は黄白色で胎土は精良で、ある。諌早の沖城，島原

の森岳城に類例がある。第百層の遺物は他地区のVI層同様，唐津の年代などから17世紀初頭頃のもの

と考えられる。

写真44 21区遺構検出状況
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写真45 206・199 写真46 188~195 

写真47 202・203・204 写真48 同裏

番号 種別 地区・遺構 層位 口径CIll 底径CIl1 器品cm 形成 剥盤 技 法の特徴・文様 l肯考 図版

l邸abc華南三彩印16文盤 A-21 明 28.4 19.0 5.3 外。需t揖曲."lI!ilil:七宝1 見込1，1:本草を印花。陸部匝詰I高古置付黄曲.1'1丹の器表面に踊い買λ 華南
189 菊花形小皿 A-21 III 6.6 外.形抑成形による菊文鮮明立半透明柚鍔jf.の口折口I~. 内外而 i日か立貫入I

190 三彩盤片 III~ヒ 日 焼成やや不良!胎土の色調 2.5Y8/3 華南

191 ニ彩盤片 A. B-23 M 内印刻による水草，胎土の色調 7.5YR6/6 華南

192 三彩陶探査片 B-20 皿 貼花部分 華南

193 縁刺刻花皿 B-20 皿 13.6 外語闘が高〈売色，透明曲目先R品1)，内起防車いめI:ji色，内外百 日か在買人， 2本町田骨内見込みに蓮ldxti 'lji;.南

194 三彩輩耳片 A-20 瓦だまり 華南

195 三彩陶器登片 A-20 瓦だま1) 業と唐草と!凶り付けた部分が残り，緑 黄の二色利1.査の1本部下位部分 帯雨

196 青花小杯 A-21 目l 6.4 2.2 3.7 底部 ・露l治，反転復元白外・野菜文 華南

197 施利l陶i器片 111北 明 内外白濁前b

198 陶i器片 A-21 明 内 成形痕 ベ トナム

199 施利l陶器十鉢 }II北 M 16.8 13.6 11.1 口縁部露胎，色調:5Y4/4 (灰利，利色) . 5YR5/2 (胎土)

200 土師質皿 }II北 M 11.6 6.0 3.4 外回転ヨコナデ，底部;糸切り，内ヘラ削り，反転復元(上半分)

201 土師質血 }11~t M 6.0 6.0 3.3 外回転ヨコナデ，ヘラ削り，底部ー糸切り，内ヘラ削り，反転復元

202 土師質皿 III~ヒ 百 12.4 7.3 2.9 外・回転ヨコナデ

203 土師質皿 111北 ¥1 12.4 7.3 2.6 腕ヘj ~Jり雇L自 内~ffillnれlJtUI:l日副総が一主続抑制! 間川田/~\5/1>>邸 内m;'1

204 土師質皿 川!北石列1 11.0 7.6 1.6 sumilT斡tfl平副!肉体革。T約十fI不定l魁UEナf.俄aH，倒 lu¥l'!1l岬到.1耳山側ffiMI

205 施刺陶iliiilll A. B-23 SK9 12.0 9.3 4.0 灰利1，外底部露胎 唐津

206 施事h陶器血 111北 ¥1 13.4 5.2 4.6 灰粕 T 内鉄絵，反転復元(上半分) 絵唐津

第 8表 18~23区 VI層出土遺物
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. 20， 21区建物遺構

20区から21区にかけて建物の基礎と

考えられる石組が確認された。拳大か

ら50cm大の平たい石を使用しており，

L字形に折れる。上部が削平されてい

るので，何段程積まれていたのかは不

明であるまた調査区外に逃げているの

で，全体のプランは不明である。断面

からみると溝状遺構の中に石を積む構

造になっている。

遺構の年代であるが，この遺構を埋

める出土遺物に長与三彩を含む広東碗

がみられることから，大橋編年 (1)に

よるV期(1780年代-1860年代)に埋

没したことが推測される。

この時期に想定される建物として

は，普請役所などが考えられる (2 )。

また，それ以前には家臣の屋敷があっ

たと推測される。もし，屋敷から役所

への移行の際に取り壊しが行われたと

すれば，この石基礎は屋敷時代のもの

と考えることができょう。

( 1 )大橋康二1993r肥前陶磁jニュー・
サイエンス社による。

( 2 )大村市教育委員会編 I玖島城跡j大

村市文化財保護協会2000

番号 種目j 地区ー遺構 層位 l二l径cm底径cm

207 染付碗 A-20 国 9.6 3.8 

208 染付碗 A-20 五だまり 9.8 4.0 

209 染付碗 A-20 瓦だまり 9.6 3.7 

210 染付碗 A-20 五だまり 10.1 4.3 

211 染付悦 A・20 瓦だまり 10.0 3.4 

212 ~付碗 A-20 瓦だまり 10.2 4.0 

213 染付限 A・20 瓦だまり 9.5 4.0 

214 染付碗 A-20 瓦だまり 9.5 4.0 

215 染付碗 A・20 瓦だまり 9.1 3.8 

216 染付碗 A-20 瓦だまり 9.8 3.9 

217 染付碗 A・20 瓦だまり 9.6 3.1 

218 染付碗 A-20 五だまり 9.6 3.9 

219 染付腕 A・20 瓦だまり 9.4 4.2 

。

協磁~

第28図 20・21区建物遺構実測図

*f品cm 形成・調整技法の特徴・文棟

5.2 外体部一重網目文 111'¥前

5.7 外 f*部鋸歯状網目文，底部畳付露!恰，胎土 N8/ 肥前

5.2 外 体部一重網目文，局台部閏線 ))巴前

5.2 外 f*部雪絵草花文 肥前

5.5 外体部雪輪梅花文，図線，底部畳付露!治，砂溶着，胎土 7.5Y8/1 )j巴布l

5.3 外 体部雪輪草花文，品台都圏線， 肥前

5.2 体罰i 雪輪悔花文，回線，底部畳1寸露胎，砂わずかに付着，胎土 N8/ 肥前
5.2 外 品台登付露胎，f:本部雪輪草花文，品台部回線 肥前

5.3 外 局台畳付露胎，体罰i雪輪草花文，高台部回線 H巴前

5.2 外・品台笠付露胎.f:宇部雪輪草花文，品台部国線 肥前

5.0 外 局台畳付露j治.f:本部雪輪草花文，高台部国線 H巴前

5.0 外・品台畳付露胎.f:本部雪輪草花文，，局台部回線 肥前

5.3 外 体部雪輪悔花文官図線，底部i 露胎.)治土 N8/ H巴前

第9表 20・21区建物遺構出土遺物
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写真49 20・21区遺構配置
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建物遺構出土遺物⑥ (S=1/3) 

番号 穏別 地区・遺構 層位 仁H王cm底径cm器局cm 形成・調盤技法の特徴・文様 備考 図版

220 染It碗 ん20 瓦だま1) 9.8 4.8 5.1 外・品台畳iせ露胎，体部l雪翰草花文，局台部図線 fll'l前

221 染付碗 A-20 瓦だまり 9.8 4.0 5.4 外・向台畳It露!治，体部1雪幸吉草花文，高台部回線 肥前

222 染付随 A-20 瓦だまり 9.9 3.7 5.2 外 局台畳付露胎，体部雪議草花文，局台部留線 紀前

223 染付碗 A-20 瓦だま1) 9.7 5.6 3.9 外・品台畳!サ露胎，体部雪輪草花文，品台部閏線 fll'l前

224 染It碗 A-20 瓦だまり 9.6 3.2 5.0 外国品台畳付露!治.1本部1雪翰草花文，高台部回線 肥前

225 染付腕 A-20 瓦だまり 10.0 3.9 5.2 外 荷台畳付露胎.1本部雪輪草花文，局台部居線 !肥前

226 染付磁 A-20 瓦だま1) 9.8 3.7 5.1 外・品台畳付露胎，体部雪絵草花文，品台部関線 HI'l前

227 染It~量 A-20 瓦だまり 9.7 4目。 5.3 外.品台畳付露胎.1宇都雪翰草花文，高台部回線 肥前

228 染It椀 九20 瓦だまり 9.5 3.5 5.0 外 品台畳付露胎.f.宇都丸文の中に井桁文 nl'l前
229 染付碗 A-20 五だまり 12.3 5.6 5.8 外a九丸田技底部.主主(高台!'ll，内.口1言語商韓1 見込A図壇，コンニャク却制染付文，胎土:N8/ HI'l前
230 染H碗 A-20 瓦だまり 8.5 3.9 4.6 外:局台畳{寸露胎.1宇都雪翰草花文，高台部圏線 肥前

231 染It碗 ん20 瓦だまり 9.4 3.8 5.3 外 品台畳付露胎，体部雪翰草花文，品台部宙線 H巴前

232 染付碗 A-20 瓦だまり 9.6 3.8 5.3 外・高台畳付露胎，体部雪事事草花文 園線 HI'l前

233 !刻、f碗 A-20 五だまり 10.0 3.8 4.9 外:品台畳付露胎.14<部帯線 肥前

234 染It碗 A-20 瓦だまり 11.0 4.5 6.3 内 口縁部一重箇線，見込み圏線内Lコンニャク印判染付文 !担削

235 染付随 A-20 瓦だまり 9.6 3.7 5.2 外・高台畳付露飴，体部雪幸吉草花文 HI'l前

236 染付碗 A-20 瓦だまり 9.8 3.9 5.3 外.体部コンーャク印字i桐文，品台部国線.I局台内「渦福J fll'l前

237 染付碗 A-20 瓦だまり 9.6 4.2 4.9 体部.飛雲文，回線，底部:品台端部霧胎，飴土:N8/.粕色:緑灰気味 肥前

238 染付碗 A-20 瓦だまり 9.2 3.8 5.3 外・体吉f>下・品台部国線，内.口縁部回線 HI'l前

239 染H碗 A-20 瓦だまり 9.5 4.1 5.2 u鋳，外・高台畳付露胎，砂付着.I本部下・品台部回線，品台内 ri'雨福J fll'l前

20・21区第34図

建物遺構出土遺物
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第36図 20・21区建物遺構
長与三彩 (S=1/3) 

.20， 21区建物遺構出土遺物建物遺構を埋めた土からは，ま

とまった量の遺物が出土した。その概要をまとめてみたい。

碗は，粗製の丸碗が主体を占める。中では梅樹文碗が最も

多い。ほかに一重網目文碗 二重網目文碗のほかコンニャク

印判により施文するもの，呉須で文様を描かないものなどが

ある。一重網目文碗はは長与窯の製品である可能性がある。

また，筒形碗や半球形碗のほか広東碗もみられる。皿は，

蛇ノ目軸剥ぎの粗製品が主体で二重網目文皿が最も多い。ま

た上手のものとして唐草文の深皿や草花と扇を組み合わせた

文様の皿などがある。

また，碗，皿を問わず若干の文字資料も出土している。字

は「飯Jr汁」などの供膳物を記したもの， r小jなど何らか
の意昧を表すものなどがある。いずれも呉須で書かれ他に文

様は描かれていない。

最後に共伴した三彩について触れておきたい。出土した三

彩はいわゆる長与三彩で磁器質である。 2個体出土し，ひと

つはほぼ1個体分の碗である。この碗は口縁部が蓋受けにな

っており，蓋付き碗であることがわかる。紬薬は黄，緑，紺

で発色は美しい。高台内にも黄色の軸薬がかかっている。形

は長崎市立博物館蔵の奈良茶碗に似るが，文様は類例を知ら

ない。もう l点は碗の破片で，外面に黄色柚が薄くかかる。

よくみると蛸唐草が描かれており 文様の縁が墨弾きのよう

に軸を弾いている。モチーフにしても文様にしても，これま

で知られる長与三彩とは趣が異なる。実験的な未製品である

可能性もある。年代的には，広東碗を含む時期で文献などの

記述と矛崩しない。

番号 種別 地区・遺構 層位 口径cm鼠径cm器局cm 形成・調整技法の特徴・文様 備考 図版

240 白磁碗 A-20 瓦だまり 9.4 3.7 5.5 口銭，外・品台畳{せ露胎，局台内側に砂付着 肥前

241 染付碗 A-20 瓦だまり 9.2 3.9 5.2 口銭，外 :1宇都下・品台際笛線，前台内「渦iliiJ 肥前

242 白磁碗 A-20 瓦だまり 9.6 4.2 5.3 口銭，外:荷台畳付露胎，品台砂付着 紀前

243 白磁碗 A-20 瓦だまり 10.0 3.3 5.5 口銭 RI'l前
244 染付碗 A-20 瓦だまり 9.5 4.1 5.4 口銭，外.局台畳付露飴，荷台砂付着，外.体部f.品台部箇線 組前

245 白磁碗 ん20 瓦だまり 10.9 4.4 6.2 外.，司台畳付露胎 肥前

246 白磁碗 A-20 瓦だまり 9.5 3.8 5.5 口銭，外・局台震付露胎，荷台内側に砂付着 肥宮古

247 訴さ付小碗 A-20 五だまり 7.0 3.0 3.6 肥前

248 白磁碗 A-20 瓦だまり 10.8 4.6 6.4 外国局台受付露飴.f.宇部紬垂れ lll'l前
249 白磁碗 A-20 瓦だまり 14.0 5.6 7.2 外口縁部下粕垂れ lll'l前
250 染付碗 A-20 瓦だまり 10.3 5.6 5.9 外.口縁回線.f.宇部果樹文，間線，荷台部国線 RI'l前
251 染付碗 A-20 瓦だま与 10.5 3.8 5.8 外.高古畳甘露苗1体部よろけ縞文7高古耳目提1内口持部下回韓による区酉町中に丸文を車げた龍荷文掠 lll'l羽1)
252 染!寸小杯 A-20 瓦だま。 7.4 2.7 3.5 薄手滋杯，外.線J苗きによる文様 肥前

253 白磁J者口 A-20 瓦だまり 7.0 5.0 5.5 肥前

254 染付小杯 A-20 瓦だまり 8.2 3.8 5.5 外:品台畳付露胎，体部山水文 lll'l前
255 青磁染付蓋 A-20 瓦だまり 9.7 3.9 3.1 内・西方擦，中央部コンニャク印宇j染付文 lll'l前
256 染付碗 A-20 瓦だまり 10.7 5.3 7.8 外.体部一重回線の区画内に斜線文，局台部国線 RI'l前
257 染付蓋 A-20 瓦だまり 15.6 3.6 外.草花文 肥前

258 染付蓋 A-20 瓦だまり 9.8 5.8 2.8 外捻子花文 肥前

259 染付碗 A-20 瓦だまり 10.8 7.9 9.2 外:，司台内宝文，内:見込みに宝文，一部欠損 H目前

第11表 20・21区建物遺構出土遺物
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番号 種別 地区・遺構 層位 口径cm底i手cm器品cm 形成 調整技法の特徴・文様 備考 図版

260 染付皿 A-20 瓦だまり 13.3 4.8 3.8 内:二重斜佑子文，見込み蛇ノロ勅ハギ III'l吉Ii

261 染付目l A-20 瓦だまり 13.0 4.1 4.6 外底部無紬v荷台畳付に砂付着，内・二重斜格子文，見込み蛇ノ目税ハギ 紀前

262 染付阻 A-20 瓦だまり 12.4 4.1 3.8 内.二重斜格子文，見込み蛇ノ日和Iハギ 肥前

263 ~付I皿 A-20 瓦だまり 12.4 4.6 3.5 内:二重斜格子文，見込み蛇ノ日秘ハギ !回前

264 染付皿 A-20 瓦だまり 12.5 4.7 4.2 内:二重斜倍子文，見込み蛇JI3'!i1!ハギ 肥前

265 染!寸皿 A-20 瓦だまり 12.2 4.0 4.0 外・底部無敵，高台畳付に砂付着，内・二重斜協子文，見込み蛇ノ目紬ハギ 肥前

266 染(>I'HIl A-20 瓦だまり 14.0 8.0 2.9 内・牡丹唐草文，見込み蛇ノ日紬事iぎ，中央部コンニャク印宇l五弁花文 肥前

267 染付血 A-20 Jtだまり 12.4 4.4 3.5 内:見込み蛇J13~由ハギ III'l自立

268 染付HIl A召O 瓦だまり 12.3 4.2 3.5 外:品台部露胎，内:二重斜裕子文，見込み蛇ノ日勅ハギ 11呂前

269 白磁皿 A-20 瓦だまり 12.2 7.9 2.7 外:高台畳付露!胎 H目前

270 白磁皿 A-20 瓦だまり 10.0 4.1 3.4 外局台畳!、f露飴 肥前

271 染付深田l A-20 瓦だまり 13.9 7.5 4.6 oM詰n.u副1;11白隙騨t前提昔!前内一琵納二皇制1，"1í~号j 肉体認戟!訪問自l 買_;j~Jïニけ附lim 肥前

272 染付深凶 A-20 瓦だまり 14目4 8.2 3.4 ロ縁韓花，外・1宇部告草文 1 陸部:品白畳H露飴7 荷台内閣韓，無桔 l 内・唐草丸窓内松竹梅 )地前

273 染{寸血l A-2日 瓦だまり 10.5 5.4 2.9 外.体部唐草文，局台部圏線，内.鋸留状絹白文，見込みコンニャク同I判染付文 !厄前

274 染付皿 A-20 瓦だまり 10.0 5.0 2.6 外，体部唐草文，高台部留録，内:鋸歯状網包文，見込みコンニャクliJ判染付文 肥前

275 染付皿 A-20 瓦だまり 19.8 13.8 4.0 外:f.宇部膚草文・国線，品台部回線，高台内一重圏線内二重角枠内 ii，品福JHI'l前

276 染付皿 8-20 Na 21.6 15.1 3.9 外:体部唐草文，高台部回線，高台内ー震直線，内:草花文 肥前

277 染付肌 1¥-20 瓦だまり 20.4 13.5 3.7 口縁輪、花，外:f*部唐草文，体部下・品台際毘線，内唐草文，見込み草花 肥前

278 染付llIl A召O 瓦だまり 20.3 13.9 3.6 日I~輸措 l 外 ι 体部書草尤高古障理詰，高古1'1 重富韓内二重角枠内「揖信J.内。体草書草丸見込み草花 )尼前

279 染付議 A-20 Jiだまり 10.3 5.2 3.0 外:つまみ端部露!治，つまみ内「綬」字 ill'l自白，広東碗蓋

280 染ft碗 A-20 瓦だまり 11.3 6.3 6.2 内.見込み「汁J字 JI目前，広東碗

281 染付碗 A-20 瓦だまり 6.1 内.見込み「汁j字 l厄前，広東腕

282 染付小杯 A-20 瓦だまり 外:f宇部字文 lII'l前

283 染付碗 A-20 瓦だまり 6.2 外:荷台畳付露n吉，内.見込み「汁J字 lII'l前，広東碗

284 染付碗 A-20 瓦だまり 10.5 4.6 5.6 内:見込み「小j字 組前

285 染付臨i A・20 瓦だまり 20目5 11.5 4目6 外:高台畳付露胎，内 見込み字文 肥前

286 染付阻 A-20 瓦だまり 20.5 10.9 4.7 外 :i高台畳付露胎.II-J 見込み字文 肥前

287 染付血 A-20 瓦だまり 19.5 12.2 4.2 外:高台畳付露胎.1与.見込み字文 l肥前

288 ニ彩碗 A-20 瓦だまり 11.6 4.5 7.0 外.局台畳付露飴，票数(畑意頭文).黄・緑磁f 内透明繭・黄髄(如意頭文).黄・縁結 長与三彩

289 黄事h碗片 A-20 瓦だまり 外:線wJ蛸唐草文

第12表 20・21区建物遺構出土遺物
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写真51 文字資料①

写真52 文字資料②
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写真53 長与三彩①

写真54 同裏
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四
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. 23， 24区建物遺構

溝状遺構の中に石を積んだ建物の基礎と考えられる遺構が検出された。 20.21区で検出された遺構

と同じ構造をもっ。コの字形に検出されているが，北側については安全上の理由で確認できなかった。

南側に玖島川へ、注ぐ排水口があり 暗渠の役割も果たしていたことが推測される。

. 20-24区出土遺物

各層で出土した遺物の中で図化できたものをあげた。最も古いもので17世紀中頃，新しいもので18

世紀末から19世紀にかけてのものがある。

番号 種別 地区遺構 層位 口径cm底径cmi帯雨cm 形成・調整技法の特徴ー文様 備考 図版

290 染付小杯 JII北 Na 5.4 2.3 3.3 口縁外反，外・草文 肥前

291 染付小杯 A' 8-23 W 6.0 2.5 4.1 外:品台露胎，体部部分的に連弁状に削りだし， r寿j字
292 染付随 A. B.20 国 10.1 6.4 6.1 内外 1宇部捻子花文 肥前，広東碗

293 施利陶器随 A. B.23SK14 10.5 4.2 6.0 外ー底部露}治

294 染付蓋 JII~t N 11.6 2.4 外・草文に蝶

295 染付皿 A' 8-20 国 12.8 5.2 3.0 外 局台部貸付露胎，内.斜格子文，見込み蛇ノ目粕ハギ 肥前

296 染付碗 A' 8-23 W 10.8 4.7 5.6 井高台置付君臨 f~~.丸士の中lこ I元l 宇，高古 1'1一重角枠内仁崩ht:宇:i:. I'1 見込み二重圏韓1'1に丸士tr元j宇 JII'lIJI) 

297 染付肌 A' 8-20 国 10.4 3.1 3.1 外.局台畳付露胎，内.見込み「山J字 肥前

第13表 20~23区出土遺物

(7) N区の遺構

この区域は玖島川の南側にあたり もとの河口付近で砂の堆積がみられる。遺構は古代と近世のも

のが検出された。古代の遺構は柱穴と考えられ，砂層の上面から堀り込まれている。掘方から黒色土

器が出土している(別項黒色土器参照)。

上面の遺構は，近世の土坑，溝状遺構，柱穴などがあるが，撹乱により明確な構成は不明で、ある。

比較的規模の大きいSK 8 . 9 . 14などから埋土として炭化物や焼土が検出されており，火災整理土

坑の可能性もある。
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写真56 26~31 区遺構検出状況

( 8 )町区出土の遺物

代表的なものを図化した。298の緑紬陶器片は華南三彩の形づくりの袋ものである。内面に縦方向

に粘土の接合痕がある。器形は不明であるが水注の可能性が高い。299は砂目積みの唐津折れ縁皿。

300は 州窯系の青花皿。 301は焼き締めの鉢であるが，時緑灰色の柑がかけられている。唐津系か。

301は波佐見系の青磁盤で，線彫りで蕪などを描く 。中野雄二の編年 (1)によると町期 (1650年代~

1680年代)に位置づけられよう。木場山窯の製品か。

(l) r波佐見Jr九州陶磁の編年j九州、|近世陶磁学会200

番号 種別 地区 ・巡梢 層位 口径cm I~ 径cm 器局cm 形成 制盤技法の特徴 文様 備考 図版

298a 緑利陶器片 B-30 皿 外・飽と草花を貼り付け

298b 緑利陶器片 B-30 皿 外 i血と竿を貼り付け

298c 緑利l陶器片 B-30 皿 外 i断言文の!泊付

298d 緑利l陶器片 B-30 Js 外波i言文のj出付

299 胞紬陶器皿 A-30 阻 15.2 4.9 3.9 外壁付銭胎，内 :J胎土自("箇所) 唐津

300 l'mnn A' B-29 W 17.2 8.6 3.5 外:品台笠付砂付着，品台内らせん11，、の削り出し痕，内:雲竜文

301 施粕陶器鉢 A . B-26 Pit51 27.0 20.3 6.0 灰紬，口縁部内側へ肥厚，内底面円心状に段 唐津

302 青磁盤 A-28 SK8 36.6 17.2 9.2 内外而背緑色ガラス質草hかかる，底部・鉄サピ，焼成良好胎色.白灰色 波佐見系

303 三彩小杯 B-4 7.0 3.7 4.3 外.，高台畳付露胎， 緑黄紫紬，高台内透明粕，I勾.透明利l 長与三彩

304 ニ彩小杯底部 A' B-21 皿 3.2 外.高台畳付露!治，緑黄繁制，局台内黄粕，内.緑・紫 ・黄罰11 長与三彩

305 三彩腕片 B-15 I 19.3 増反口縁，外。口縁部下問線(緑利) ，紫・賞制，内透明紬 長与三彩

306 ニ彩腕片 B-5 III 直口口縁，陶胎に白化粧i長， 緑・貧 ・紫・ 透明利l 長与三彩

307 三彩腕底部片 A' B-27 山 4.8 外。高台貸付露胎，緑・黄・紫粕，高台内紫車11，内 賛紬 長与三彩

第14表 25~31区出土遺物
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写真57 298 写真58 同裏

写真59 302 写真60 同裏

写真61 301 写真62 同裏
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( 9 )その他の遺物

303-307は各地区から出土した長与三彩で

ある。306は胎土が土師質という点で他と異

なる。長与三彩は調査区の全域で散発的に出

土している。308は石垣内から出土した金具

の一種で，竹節状のくび、れをもっ。309はA・

6区VI層から出土したマヨリカ陶器のアルパ

レロ形の水注片である。310-315は池内から

出土した木製品で， 313・314の木簡を除き漆 o 

がかけられている。

写真63 長与三彩 ② 

写真64 同裏

4重量

ミ主1 304

7JF喝7

週/7)-凪

五二ア'一、雪量
10c町、

第41図長与三彩

-62-



。

309 

叫蚕t

。 5cm 

。 。 〈治

う
。

仁:kJ
。

i 仁ιー←ノ 亡二コ 312 

仁二二コ 313 
亡二二二フ

314 亡二コ 315 

。 10cm 

第42図 その他の遺物

-63-



写真65 311・312

写真66 313・314・315
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-朝鮮系瓦(第43図~第49図，第15表・第16表)

今回の調査で約70点確認された。そのうち状態が良好なものを65点図化した。器種は丸瓦および平

瓦が確認されている。内訳は丸瓦15点，平瓦50点となる。

丸瓦(第43国・第44図・第15表)

完形は確認されておらず，すべて破片のみである。全体の形は不明で、あるが 玉縁部を有する丸瓦

と思われる。基本的な調整は，凸面に叩きしめ+ナデ調整・凹面は布目圧痕÷ナデ調整となる。

1の断面幅は約2.5cm。玉縁部が確認される。凹面は布目圧痕・模骨痕が確認される。 1平方cm内の

布告の経緯数はナデ調整のため不明。凸面の叩きは斜走する直線文が確認される。分割戟面の11屈は約

8凹。 2の断面幅は約2.5cm。部位は広端あるいは狭端部となる。先端部の幅は約 1cm。凹面は布目圧

痕が確認される。 1平方cm内の布目の経緯数は経9・緯8本となる。凸面の叩きは魚鱗文と思われる。

分割裁面の幅は約 1cmo 3の断面幅は約2.5cm。凹面は布目圧痕が確認される。 1平方cm内の布目の経

緯数は，経 8・緯 8本となる。凸面の叩きは魚鱗文と思われる。 4の断面幅は約2.3cm。部位は広端

あるいは狭端部となる。先端部の幅は約 7mmo四面には布目圧痕が確認される。 l平方cm内の布目の

経緯数はナデ調整のため不明。凸面の叩きは魚鱗文が確認される。分割哉面の幅は約 5mmo 5の断面

幅は約2cm。凹面は布日圧痕が確認されるが，ナデ調整が強いため布Bを消している。また条糠も確

認されるが工具等は不明。凸面の叩きは魚鱗文が確認される。 6の断面幅は約 2cm。凹面は布目圧痕

が確認される。ナデ調整のため布目の経緯数は不明。凸面の叩きは魚鱗文が確認される。分割裁面の

幅は約 7mmo 7の断面幅は約 2cmo凹面は布日圧痕が確認される。 1平方cm内の布自の経緯数は，経

9・緯 8本となる。凸面の叩きは綾杉文と思われる。分割戟面の11I日は約 5mmo 8の断面幅は2.7cm。凹

面は布目圧痕が確認される。布目の経緯数はナデ調整により不明。模骨痕が認められる。凸面の叩き

は魚骨文が確認される。 9の断面11I1国は約2.3cm。先端部の幅は約1.3cm。凹面は布日圧痕が確認される。

1平方cm内の布目の経緯数は，経11・緯11本となる。また凹面はナデ調整以外に傷状の痕跡も確認さ

れる。工具等は不明。凸面の叩きは，長軸に並行と斜走する直線文が認められる。 10の断面椙は約

2 cm。凹面は磨滅のため布目圧痕は確認されない。布日の経緯数も不明。凸面の叩きは直線文と思わ

れるが詳細は不明。 11の断面幅は約2.5cm。四面は布自圧痕が確認される。 l平方cm内の布自の経緯

数は，経11・緯10本となる。凸面における叩きの文様は確認されない。分割裁面の幅は約 1cmo 12 

の断面幅は約 3cm。先端部の幅は約 1cm。四面は布目圧痕が確認される。 1平方cm内の布目の経緯数

は，経11・緯12本となる。凸面の叩きは長軸・短軸に並行，斜走する直線文が確認される。分割哉面

の幅は約 1cmo 13の断面幅は約 2cm。先端部の幅は約 6mm。凹面は布自圧痕が確認される。ナデ調

整のため布目の経緯数は不明。出面における叩きの文様は小破片のため不明。分割裁面の幅は約5mm。

14の断面11I高は約2.5cm。凹面は布目圧痕が確認されるが，ナデ調整のため経緯数は不明。凸面におけ

る叩きの文様は不明。分割哉面の幅は約1.5cmとなる。 15の断面幅は約 2cm。先端部の揺は1.5cm。凹

面は布目庄痕が確認される。 l平方cm内における布目の経緯数は，経13・緯13本となる。凸面におけ

る叩きの文様は確認されない。
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図版
地点 層位

色 調
焼成 胎土

調 整
技法 切断 備考

番号 凹面 凸面 凹函 凸面

43-1 B-5 SK-3 JI音青灰色 暗青灰色 堅綴 小磯(2mm前後)模骨・布目痕-ナデ 叩き痕 橋巻 内側 接合資料

43-2 B-6 E 青灰色 青灰色 雲級 小磯(3mm前後)布目痕・ナデ 叩き痕 栂巻 内側

43司 3 TP.6 E 青灰色 青灰色 良好 小際(3mmfiij後)模骨・布目痕ナデ 叩き痕 桶巻 内側 試掘資料

43-4 12 I 暗青灰色 JI音青灰色 堅級 小傑(7mmfiij後)模骨・布B痕ナデ 叩き痕・ナデ 桶巻 内側 自然稀

43-5 B-7 SX1 暗青灰色 H音青灰色 堅綴 小磯(3mmfiij後)布日痕ナデ 叩き痕 橋巻 内側

43-6 12 I 日音青灰色 精青灰色 良好 小磯(3mm前後)模骨・布呂痕-ナデ opき痕 桶巻 内側

43司 7 B-6 VI 青灰色 青灰色 良好 小磯(5mmfiij後)模骨・布目痕ナデ 叩き痕 桶巻 内側

43-8 B-8 池内 青灰色 青灰色 良好 小記事(5mm前後)模骨・布目痕・ナデ opき痕
44-9 A-5 Pi t 32 時青灰色 暗青灰色 堅綴 小磯(4m田前後)模骨布目痕・ナデ 叩き痕・ナデ 桶巻 内保IJ 自然粕

44-10 10 II 青黒色 青黒色 甘い 小磯(8mm前後)不明 不明 不明

44-11 15 E 青灰色 青灰色 良好 小記事(3岡田前後)模骨-布目痕ナデ 叩き痕 桶巻 内側

44-12 B-5 皿 青灰色 青灰色 良好 小磯(4mm前後)模骨-布日痕ナデ opき痕 桶巻 内側

44-13 TP.3 表採 青灰色 青灰色 良好 小磯(4m目前後)模骨・布目痕-ナデ 叩き痕 桶巻 内側 試掘資料

44-14 Aδ 表係 奇灰色 青灰色 良好 小磯(8mm前後)模骨・布日痕ナデ npき痕 栂巻 内側

44-15 B-5 VI 青灰色 青灰色 良好 小磯(3mm前後)布町長・ナデ 叩き痕 桶巻 内側

第15表朝鮮系瓦観察表

平瓦

丸瓦同様完形は確認されていない。すべて断片的な平瓦である。基本的に凸面の叩きは叩きしめ+

ナデ調整，凹面は布日圧痕が確認される。

1の断面幅は 2cm前後。凹面は布自在痕が確認される。 1平方cm内の布日の経緯数は，経 8・緯 8

本となる。凸面の叩きは魚鱗文が確認される。分割裁面の幅は約 5mmo 2の断面幅は約2.7cm。凹面

は布目圧痕が確認される。 1平方cm内の布自の経緯数は，経11・緯11本となる。凸面の叩きは魚鱗文

が確認される。分割哉面の111日は約 1cmo 3の断面幅は約2.2cm。凹面は布目圧痕が確認される。 1平方

cm内の布呂の経緯数は，経 9・緯 8本となる。凸面の叩きは魚鱗文が確認される。分割哉面の11届は約

1 cmとなる。 4は接合資料。断面l隔は約 2cm。凹面は布目圧痕が確認される。 1平方cm内における布

日の経緯数は，経10・緯10本となる。凸面の叩きは魚鱗文が確認される。分割裁線の11届は約 1cmo 5 

の断面幅は約 3cm。四面に布目圧痕が確認される。 1平方cm内の布目の経緯数は磨滅のため不明。凸

面の叩きは魚鱗文が確認される。 6はの断面幅は1.5cm。凹面は布目圧痕が確認される。布目の経緯

数はナデ調整のため不明。凸面の叩きは魚骨文と直線文が確認される。直線文は短軸に並行している。

7の断面幅は1.5cm。四面は布日圧痕が確認され，広端あるいは狭端部にナデ調整が認められる。凸

面の叩きは魚骨文が確認される。分割哉面の幅は約 5mmo 8の断面幅は約 2cm。凹面は布目圧痕が確

認されるが，ナデ調整のため布日の経緯数は不明である。凸面の叩きは宜線文が確認される。長軸・

短軸に並行，および斜走する直線文が認められる。 9の断面幅は2.5cm。凹面は布目庄痕が確認され

る。短軸に並行したナデが部分的に認められる。布目の経緯数はナデ・磨滅のため不明。凸面の叩き

は長軸・短軸に並行する直練文が確認される。短軸並行の直線文は三角形になす。部位は広端あるい

は狭端部に近いと思われる。分割哉面の幅は約 6mmo 10の断面幅は2.3cm，広端・狭端部111日は1.5cmo

凹面は布目圧痕が確認される。ナデ調整のため布目の経緯数は不明。凸面の叩きは長軸・短軸に並行

する直線文が確認される。斜走する産総文も確認される。部位は広端あるいは狭端部になる。分割哉

面の幅は約 4mmo 11の断面幅は約2.5cm。部位は広端あるいは狭端部となり，先端部の幅は約1.5cm。

布目の経緯数は磨滅のため不明。凸面の叩きは，長軸・短軸に並行する直線文が部分的に確認される。
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短軸に並行する直線文は三角形をなすと思われる。分割哉線は約 1cmo 12の断面11.届は約2.5cm。広

端あるいは狭端部と思われ先端部の!隔は約1.5cm。凹面は布目圧痕が確認されるが，ナデあるいは

磨滅のため布目の経緯数は不明。凸面の叩きは直線文が確認される。直線文は長軸・短軸に並行，斜

走する。分割裁面の幅は約 1cmo 13の断面|隔は約 3cm。部位は広端・狭端部と思われる。凹面は布

目圧痕が確認される。ナデまたは磨滅のため布目の経緯数は不明。凸面の叩きは長軸・短軸に並行す

る宜線文が確認される。短軸並行の直椋文は三角形を構成する。分割裁面の幅は約 6mmo 14の断面

111;は約2.8cmo部位は広端・狭端部と思われ先端部の幅は約1.5cmとなる。凹面は布目圧痕が確認さ

れる。経緯数は不明。凸面の叩きは短軸に並行する直線文が確認される。宜線文は三角形をなす。分

割裁面の111高は 1cmo 15の断面幅は約 3cmo広端・狭端部に近い部位と思われる。凹面は布日圧痕が

確認される。布目の経緯数はナデのため不明。凸面の叩きは長軸・短軸に並行する直線文で，短軸の

直糠文は三角形をなす。 16の断面幅は約 2cm。四面は布目!王痕が確認される。 1平方Csl内の布目の経

緯数は，経10・緯16本となる。凸面の叩きは魚鱗文が確認される。分割裁面の幅は約 1Cslo 17の断

面11屈は約 2cmo 全体的に磨滅が著しい。四面は布目圧痕が確認される。布目の経緯数は不明。凸面の

叩きは魚鱗文が確認される。 18の断面!隔は約 2cm。凹面は布日圧痕が確認される。 1平方Csl内の布目

の経緯数は，経12・緯12本となる。凸面の叩きは魚鱗文が確認される。 19の断面幅は約2.5clll。凹面

は布目圧痕が確認される。 1平方Csl内の布目の経緯数は，経9・緯13本となる。凸面の叩きは魚鱗文

が確認される。 20の断面幅は約 2Cslo凹面は布目圧痕が確認される。 I平方CIll内の布日の経緯数は，

経10・緯10本となる。凸面の叩きは 小破片であるが花文が確認される。 21の断面幅は約 2CIll。凹

面は布目圧痕が確認されるが，布日の経緯数はナデ調整のため不明。凸面の叩きは長軸に沿って条線

が確認される。分割載面の幅は約 9mmo 22の断面幅は約 2Csl。広端・狭端部に近い部位と思われる。

凹面は布目圧痕が確認されるが，布目の経緯数はナデ調整のため不明。凸面の叩きは長軸・短軸に並

行する直線文が確認され，短軸に並行する直線文は三角形をなす。 23の断面幅は約2.3Csl。広端・狭

端部に近い部位と思われる。凹面は布目圧痕が確認される。布目の経緯数はナデ調整により不明。凸

面の叩きは長軸・短軸に並行する直線文が確認される。また部分的に斜走する直線文も認められる。

24の断面幅は約 2CIll。四面は布目圧痕が確認されるが，布目の経緯数はナデ調整のため不明。凸面

の叩きは小破片ではあるが 魚鱗文と思われる。 25の断面幅は約2.2cmと思われる。曲面は布目圧痕

が確認される。布目の経緯数はナデ調整により不明。凸面の叩きは直線文が確認されるが魚鱗文の可

能性が高い。分割哉面の幅は約 5mmo 26の断面111話は約2.8cm。広端・狭端部に近い部位となる。 1平

方cm内の布目の経緯数は 経 7・緯7本となる。凸面の叩きは小破片のため不明。宜練文あるいは魚

鱗文の可能性も考えられる。 27の断面|隔は2.5Csl。凹面は布目圧痕が確認される。 1平方CIll内の布目

の経緯数は，経11・緯11本となる。凸面の叩きは直糠文が確認される。詳細な叩きは不明。 28の断

面幅は約2.3cm。広端・狭端部に近い部位と思われる。間面は布目圧痕が確認される。 1平方cm内の布

目の経緯数は，経 8・緯 9本となる。凸面の叩きは直線文が確認される。ナデ調整のため確認が困難

であるが，魚、鱗文も加わる可能性も考えられる。 29の断面幅は約 2cm。広端・狭端部に近い部位と

思われる。凹面は布百圧痕が確認される。布目の経緯数はナデ調整により不明。凸面の叩きは魚、鱗・

直線文が確認される。分割載面の幅は約 1cmo 30の断面幅は約2.5cm。部位は広端・狭端部と思われ

る。幅は欠損のため不明で、あるが 1. 5 Cslと推定される。凹面は布目圧痕が確認される。布目の経緯
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数はナデ調整のため不明。凸面の叩きは短軸に並行する直線文が確認され三角形をなす。 31の断面

幅は約2.5cm。広端・狭端部に近い部位と思われる。凹面は布日圧痕が確認される。布百の経緯数は

ナデ調整のため不明。凸面の叩きは直線文が確認される。分割裁面のi幅は約 7皿。 32の断面幅は約

2.3cm。部位は広端あるいは狭端部となる。凹面は布目圧痕が確認される。 1平方Csl内の布自の経緯数

は，経8・緯9本となる。凸面の叩きは直線文と思われる。分割裁面の幅は約 8mmo 33の断面幅は約

3 Csl。部位は広端あるいは狭端部で，先端部の幅は約 1cmとなる。凹面は布目圧痕が確認される。布

目の経緯数はナデ調整のため不明。凸面の叩きは部分的に短軸に並行する直線文が確認される。分割

蔵面の11I屈は約 8阻。 34の掛面幅は約 2cm。部位は広端あるいは狭端部で 先端部の幅は約1.5cmとな

る。凹面は布目圧痕が確認される。 1平方cm内の布目の経緯数は，経14・緯13本となる。凸面の叩き

は魚鱗文が確認される。分割哉面の幅は約 5mmo 35の断面幅は約2.5cm。部位は広端あるいは狭端部

となる。先端の幅は約1.3cm。四面は布目圧痕が確認される。布目の経緯数はナデ調整により不明。

凸面の叩きは直線文が確認される。長軸・短軸に並行，斜走する直線文が認められる。分割戟面の11I届

は確認されるが磨滅のため不明。 36の断面幅は約2.5cm。四面は布目圧痕が確認される。布日の経緯

数はナデ調整のため不明。凸面の叩きは基本的に直線文が確認される。長軸に・短軸に並行，また斜

走する直線文である。部分的に iOJの叩き痕が 2カ所認められるが これは刻印の役割とも考えら

れる。 37の断面幅は約2.5cm。部位は広端あるいは狭端部となる。先端のi隔は約 1cmo凹面は布自圧

痕が確認されるが，ナデ調整のため布目の経緯数は不明。凸面の叩きは逆「くjの字形の叩きが確認

される。また長軸に並行する直線文も確認される。分割載面の幅は1.3cmo38の断面幅は約2.5cm。部

位は広端あるいは狭端部となる。凹面は布目圧痕が確認される。 1乎方cm内の布日の経緯数は，経

8・緯 8本となる。凸面の叩きは直線文と思われるが，ナデ調整のため断定はできな l)o 39の断面幅

は約2.3cm。凹面は布目圧痕が確認される。 1平方Csl内の布目の経緯数は 経10・緯10本となる。凹面

に iTJの字状のくぼみが認められるが，これは模骨等の影響と思われる。 凸面の叩きは魚鱗ある

いは魚骨文と格子目文が確認される。また iOJの叩き痕が認められるが， 36同様刻印の可能性も考

えられる。分割裁面の~\肩は約1.5cßl o 40の断面幅は約 2cmo四面は布目圧痕が確認されるが，ナデ調

整のため経緯数は不明。凸面の叩きは綾杉文が確認される。分割裁面の幅は約 4mmo 41の断面幅は

約 2cmo凹面は布目圧痕が確認される。 1平方cm内の布目の経緯数は，経 8・緯 8本となる。凸面の

叩きは直線文が確認されるが，小破片のため詳細は不明。分割裁面の幅は約 5mmo 42の断面幅は約

2.7cm。部位は広端あるいは狭端部となる。 l平方cm内の布目の経緯数は，経 8・緯11本となる。凸面

の叩きは部分的であるが，魚鱗文と思われる。分割載面の幅は約 8mmo 43の断面111，高は約2.5cm。部位

は広端あるいは狭端部となる。先端部の幅は約1.8cm。経緯数はナデ調整のため不明。凸面の叩きは

長軸・短軸に並行，斜走する直練文が確認される。 44の断面幅は約2.5csl。凹面の布目圧痕は磨滅の

ため不明。凸面の叩きは魚鱗文が確認される。また弁花状の叩きも確認される。 45の断面栢は約 3

cm。部位は広端あるいは狭端部となる。先端部の幅は約 1Cslo布日の経緯数はナデ調整のため不明。

凸面で叩きの文様は確認されなp。分割載面の11I届は約 7mmo 46の断面幅は約 2cmo部位は広端ある

いは狭端部となる。先端部の幅は約 1Csl。布目の経緯数はナデ調整のため不明。凸面の叩き文様は確

認されない。分割載面の幅は約 1Cslo 47の断面幅は約 2cm。部位は広端あるいは狭端部となる。先

端部の幅は1.3cm。布目の経緯数はナデ調整・磨滅のため不明。凸面の叩きは長軸に並行する直線文
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図版
池点 層位

色 調
焼成 胎土

調 整
技法 切断 俄考

番号 凹函 凸面 四面 凸面

45-1 A-5 VI 青灰色 精青灰色 良好 小傑(3mm前後)模骨-布目痕ナデ 1I[Jき痕 桶巻 内側

45-2 12 I 青灰色 青灰色 良好 小磯(3mm前後)模骨布目痕ナデ 1I[Jき痕 橘巻 内側

45-3 B-10 E 青灰色 青灰色 良好 小磯(8mm前後)模骨・布日痕ナデ 1I[Jき痕 橘巻 内側

45-4 A-5 皿 青灰色 青灰色 良好 小磯(3mm1iリ後)模骨・布目痕ナデ 1I[Jき痕 桶巻 内側

45-5 B-6 lPi t 34 青灰色 青灰色 良好 小磯(4皿別後)布日痕ナデ 叩き痕

45-6 12 I 灰白色 灰白色 良好 小磯(2mm1i1i後)模骨・布日痕-ナデ 叩き痕 桶巻 内側

45-7 A-5 VI 灰白色 灰白色 良好 小磯(3阻前後)模骨・布目痕ナデ IIpき痕
45-8 12 I 青黒色 青黒色 良好 小磯(4mm1i1i後)模骨・布目痕ナデ 日pき痕
45-9 11 E 青灰色 青灰色 良好 小磯(4mm前後)模骨・布目痕-ナデ 叩き痕 櫛巻 内側

46-10 表採 青灰色 青灰色 良好 小際(3冊目前後)模骨・布目痕ナデ 叩き痕 桶巻 内側

46-11 B-6 皿 時青灰色 H音青灰色 良好 小磯(5m目前後)模骨・布町長ナデ 叩き痕・ナデ 桶巻 内側

46-12 B-5 VI 青灰色 青灰色 良好 小磯(3mm前後)模骨・布目痕・ナデ 叩き痕 桶巻 内側

46-13 B-6 m 暗青灰色 青灰色 良好 小磯(5回目前後)有i目痕-ナデ 1I[Jき痕，ナデ 桶巻 内側

46・14 12 I 青灰色 青灰色 良好 小磯(4mm前後)有i目痕ナデ lIPき痕 桶巻 内側

46・15 12 I 青灰色 育灰色 良好 小磯(4mm前後)布日痕ナデ 叩き痕

46-16 B-5 M 青灰色 青灰色 良好 小隊(2mm前後)模骨・布日痕-ナデ 叩き痕 桶巻 内仮n
46-17 12 灰白色 灰白色 良好 小隊(3阻前後)模骨布日痕-ナデ 1I[Jき痕・ナデ 繍巻? 内側

46-18 B-5 VI 青灰色 青灰色 良好 小r~(3田血目。後) 布日痕ナデ U[Jき痕
46-19 B-6 百 明青灰色 明青灰色 良好 小磯(7mm目Ij後)模骨・布日痕ナデ 叩き痕

46-20 B-4 E 青灰色 明育灰色 良好 小磯(3mm1i1i後)模骨・布目痕-ナデ IIpき痕
46-21 12 I々U1 青灰色 青灰色 良好 小記長(3mm前後)模骨・布由良ナデ 叩き痕 桶巻 内側

47-22 B司5 羽 青灰色 青灰色 良好 小磯(3冊m前後)::(fl日痕ナデ 叩き痕

47-23 12 I 暗青灰色 暗青灰色 良好 小磯(3館田前後)布白痕-ナデ 叩き痕

47-24 B-1 m 時青灰色 青灰色 良好 小磯(4mm前後)模骨布日痕-ナデ 1I[Jき痕，ナデ 橋巻 内側

47-25 12 青灰色 青灰色 良好 小隊(2mm前後)布日痕ナデ 1I[Jき痕 桶巻 内側

47-26 10 池内 青灰色 育灰色 良好 小隊(3mm前後)布目痕ナデ 叩き痕

47-27 10 E 明青灰色 明青灰色 良好 小居者(2皿別後)模骨・布目痕-ナデ 1l[Jき痕 桶巻 内側

47-28 13 落込 青灰色 青灰色 良好 小磯(3mm1i1i後)模骨・布巨痕ナデ 叩き痕 桶巻 内側

47-29 12 1 青灰色 青灰色 良好 小磯(3mm前後)模骨目布目痕ナデ 叩き痕 桶巻 内側

47-30 B-3 W 育灰色 青灰色 良好 小磯(4mm前後)模骨・布副長・ナデ 叩き痕・ナデ

47-31 A-5 灰白色 灰白色 良好 小磯(8mm前後)模骨・布目痕・ナデ 1I[Jき痕，ナデ 橘巻 内側

47-32 A-5 VI 明青灰色 明青灰色 良好 小磯(4mm前後)イIi臼痕ナデ 叩き痕 栂巻 内側

47回33 12 I 暗青灰色 暗青灰色 良好 小隊(3mm前後)布目痕ナデ 叩き痕 桶巻 内側

47-34 A-5 lPi t 32 青灰色 青灰色 壁級 小磯(3mm前後)模骨・布目痕-ナデ 叩き痕・ナデ 桶巻 内側

48-35 B-7 SX1 青灰色 青灰色 良好 小磯(4mm1i1i後)模骨・布日痕ナデ 1I[Jき痕・ナデ 橘巻 内側i
48-36 B-6 E 青灰色 青灰色 良好 小磯(5mm1i1i後)模骨・有i目痕ナデ !Ipき痕・ナデ
48・37 12 I 青灰色 青灰色 良好 小磯(8mm前後)模骨・布目痕ナデ 叩き痕・ナデ 桶巻 内fJllJ
48-38 12 I 青灰色 青灰色 良好 小磯(3岡田前後)模骨・布目痕-ナデ 叩き痕

48-39 B-6 組 青灰色 青灰色 良好 小磯(3田m前後)模骨・布日痕ナデ 1I[Jき痕 橘巻 内側 接合資料

48-40 B-5 臨 浅黄燈色 浅黄穫色 良好 小隊(2匝田前後)模骨・布目痕・ナデ 1I[Jき痕 桶巻 内側

48-41 11 H 青灰色 青灰色 良好 小隊(2mm前後)布目痕-ナデ 叩き痕 桶巻 内側

48-42 表採 青灰色 青灰色 良好 小隊(4mm前後)布目痕-ナデ 1I[Jき痕 桶巻 内側

49-43 B-10 E H音青灰色 暗青灰色 良好 小磯(7個別後)模骨・布臼痕ナデ 日Pき痕・ナデ 桶巻 内側
49-44 12 I 浅黄燈色 浅黄燈台 甘い 小隊(3mm1i1i後)模骨・布目痕ナデ 叩き痕 桶巻 内側

49-45 B-6 皿 青灰色 青灰色 良好 小磯(8m皿前後)模骨・布目痕-ナデ 叩き痕・ナデ 桶巻 内側

49-46 B-6 阻 明青灰色 明青灰色 小記事(3mm前後)模骨目布B痕ナデ lIPき痕・ナデ 桶巻 内側
49-47 TP.6 E E音青灰色 11音脊灰色 良好 小磯(3mm前後)模骨・布日痕ナデ 叩き痕 桶巻 内側 試街i資料
49-48 B-1 阻 青灰色 青灰色 良好 小磯(3mm前後)模骨・布目痕・ナデ 叩き痕 桶巻 内側

49-49 TP.5 聞 青灰色 青灰色 良好 小記長(4mm前後)模骨布呂痕-ナデ 1I[Jき痕 桶巻 内側 試掘資料

49-50 表採 IlJl赤褐色 明赤褐色 小磯(4mm前後)模骨布日痕・ナデ 叩き痕 栂巻 内側

第16表朝鮮系平瓦観察表
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が確認される。分割哉面の幅は約 8s1s1o 48の断面幅は約2.7clll。布目の経緯数はナデ調整により不明。

凸面の叩き文様は確認されない。分割載面の幅は約 1ClIlo 49の断面幅は約 2CIll。部位は広端あるい

は狭端部となる。先端部の幅は約1.5CIllo 1平方CIIl内の布目の経緯数は，経7・緯 9本となる。凸面の

叩き文様は確認されない。分割哉面の幅は約 5s1Il1o 50の断面幅は約 2cm。凹面は布目圧痕が確認さ

れる。1平方CIll内の布目の経緯数は，経10・緯13本となる。凸面の叩き文様は確認されない。

小結

本遺跡出土の朝鮮系瓦はすべて丸 ・平瓦のみで，軒丸 ・軒平瓦は確認されなかった。本報告分はす

べて破片であるため，軒丸 ・軒平瓦の破片が混同されている可能性も考えられる。しかし軒丸 ・軒平

瓦の瓦当は確認されなかった。

調整等は丸 ・平瓦ともに同様で， 凹面は布目圧痕+ナデ調整 ・凸面の叩きは叩きしめ+ナデ調整が確

認された。また凸面における叩き痕は 魚鱗・魚骨・綾杉・直線の文様が確認されている。叩き板は

凸面に残る叩き痕よりも1まわり程度大きいものであったと思われる。布目の大小も各瓦間で異なり，

経緯数もそれぞれで異なる数値を出した。前者は同一の型で作られていない可能性も考えられる。後

者は布の本数が多いほど その方向に張られたことを意昧すると思われる。また出土瓦はすべて分割

載面をもつものであり，戯面・戯線は凹面寄りに認められる。ことことは桶巻作りによって作られた

ことを意味し，粘土円筒分割法は佐原真のいう第I・皿種の可能性が考えられる。(佐原 1972)

詳細な製作技、法に至っては完形瓦が出土しなかったため不明である。今後の資料の増加に期待した

い。(東貴之)

[参考文献]

佐原 真 1972I平瓦桶巻作りJr考古事雑誌』第58巻第2号日本考古学会
正林 誰 1985r金石城j厳原町文化財調査報告書第l集厳原町育委員会
山崎信二 1993I桶巻作り軒平瓦の製作工程Jr考古論集j潮見浩先生退官記念事業会
山崎敏昭・降矢哲男 1999I瓦類J r倭城の研究j第3号城郭談話会
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写真図版1

朝鮮系丸瓦①
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写真図版2

朝鮮系丸瓦②
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写真図版3

朝鮮系丸瓦③
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写真図版4

朝鮮系丸五④
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写真図版8
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写真図版11
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写真図版13

朝鮮系平瓦⑨
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写真図版15
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-近世瓦

(第50図~第57図，第17表~第21表)

今回の調査において多量の近世瓦が出土

した。種別としては，軒丸瓦・軒平瓦・丸

瓦・平瓦・桟瓦など一般的な屋根瓦が確認

されている。本報告では図化に耐えうる資

料として軒丸瓦15点・軒平瓦 7点・丸瓦 4

点 ・平瓦 1点・桟瓦10点 ・その他の瓦 1点

を紹介する。尚，遺構に伴う出土が乏しく

層位も明瞭でないため，層位別の分類は行

わず器種別に分類している。ただ， 20区か

ら出土した瓦は建物遺構内から一括資料と

して出土している。各瓦の部分名称は右の

表に従った。表中の「コビキJとは瓦を粘

土角材から切り取る|探の糸切り法である。

丸瓦凹面に斜め方向に緩やかな線が残る糸

切り法を「コビキAJ，平行した横筋が残

る糸切り法を「コピキBJとした。また

文中に現れる「キラコJとは滑石(talc) 

粉のことである。瓦当成形時にスタンプの

剥がれを良くする為に使用されたとみられ

る。

※第50図瓦部位名称表は

[森岳城跡J-長崎県文化財調査報告書

166集一長崎県教育委員会を参考とした。

<軒丸瓦>

←一一尻一一→

。 コ
ビ
キ
B凸面

丸瓦部

<平瓦>

「三

u--

l均整唐草文 !
中心 ( 3転)

<桟瓦>

Il L一面取り調整

第50図瓦部位名称表
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軒丸瓦(第51図・第52図，第17表)

軒丸瓦は完形は無く丸瓦部の大部分が欠損したものが多い。そのなかで比較的残存状態の良いもの

を15点取り上げた。

1 は 10区 H 層出土。!醸しはなされていない。色調は凹凸面共に淡青灰色。焼成は甘~ ¥0 文様は三田

文。巴は左巻き。巴尾部が互いに接し圏線をなす。巴中心部に「大」の字状の痕跡が確認される，刻

印であるかは不明。珠文は残存 8 推定16。瓦当周縁から文様部への角度が一部直角になっていない

ことから，瓦当成形時に箔ずれを起こした可能性がある。丸瓦部凸面はナデが施されている。凹面は

布目痕が確認される。凹面周縁には面取りが施されている。全体的に粗雑な印象を受ける。接合はB

である。 2はA9・10区I層出土d壊し瓦。色調は暗青灰色。焼成は良好。文様は三巴文。巴は左巻き。

巴中心部に「大jの字状の痕跡が確認される，刻印であるかは不明。珠文は残存12，推定16。丸瓦部

は大部分が欠損しており調整等は不明。周縁から文様までにやや高低差がある。周縁部に無数の直線

痕が確認されることから スタンプが木製であった可能性が高い。瓦当裏面には指押さえが認められ

る。接合はBである。 3は11区H層出土壊し瓦。色調は凹凸面共に淡灰色。色調は良好。文様は三巴

文。巴は左巻きで巴尾部は長い。珠文は残存 9，推定160 瓦当周縁から文様部への角度が一部直角に

なっていないことから，瓦当成形時に箔ずれを起こした可能性がある。瓦当裏面はナデ調整が施され

ている。丸瓦部凸面は丁寧なナデが施されている。凹面には模骨・布目痕・コピキBが確認され，周

縁にヘラ状工具による面取りが施されている。また，瓦当部との接合部分にヘラ状工具によると思わ

れる極めて強いナデが確認される。接合はBである。 4は10区E層出土慢し瓦。色調は凹凸面共に淡

青灰色。焼成は良好。文様は三巴文。巴は左巻き。巴中心部に「大」の字状の痕跡が確認される，刻

印であるかは不明。巴尾部は長い。珠文は残存 9，推定16。丸瓦部凸面はナデが施されている。凸面

瓦当先端部の反りが強い。凹面は布日痕が確認される。四面周縁には面取りが施されているが粗雑で、

ある。瓦当周縁から文様部への角度が一部直角になっていないことから，瓦当成形時に箔ず

した可能性がある。瓦当裏面はナデ調整が施されている。接合はBである。 5はA5区P31出土瓦。

爆し瓦。色調は凹凸面ともに淡青灰色。焼成は良好。文様は三巴文。巴は左巻き。巴尾部は長い。珠

文は残存10，推定16。丸瓦凸面には穿孔が確認され，ナデが施されている。凹面には模骨・布臼痕・

コピキBが確認される。凹面周縁部には面取りが施されている。瓦当周縁・裏面にはナデ調整がなさ

れている。接合はBである。 6はA14区E層出土J康し瓦。色調は青灰色。焼成は良好。文様は三巴文。

巴は左巻きである。珠文は 9。影りは浅い。丸瓦部は欠損しており調整等は不明。瓦当周縁部および

裏面にナデ調整が施されている。また，瓦当裏面上部が一部欠損しているため，接合Bが確認できる。

7はA14区耳層出土爆し瓦。紋瓦である 大村家の家紋であろうか。色調は凹凸面共に青灰色。焼成

は良好。瓦当部から文様部までの高低差は低い。丸瓦部は瓦当付近を残し欠損している。丸瓦部凸面

はナデ調整が施されている。四面は布目痕が確認される。瓦当部周縁・裏面にナデ調整が施されてい

る。接合はBである。 8はA14区E層出土爆し瓦。紋瓦である。紋は 7と同一。色調は四面は暗青灰

色，凸面は青灰色。焼成は良好。瓦当部から文様部までの高低差は低い。丸瓦部は約半分が欠損。丸

瓦部凸面はヘラ状工具によるやや強めのナデ調整が施されている。凹面は模骨・布目痕が確認され，

周縁は面取りが施されている。瓦当部周縁・裏面にナデ調整が施されている。接合はBである。 9は
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第52図軒丸瓦実測図② (S=1/4)

12区I層出土嬬し瓦。紋瓦である。紋は7に類似している。色調は淡黒掲色。焼成は良好。丸瓦部は

欠損しており調整等は不明。瓦当文様にキラコの付着が確認されることから，瓦当成形時にキラコを

使用したと見られる。瓦当局縁部・裏面にナデが施されている。接合はBである。 10は25区田層出

土爆し瓦。紋瓦である。紋は 7に類似している。色調は暗黄樟色。焼成は良好。丸瓦部は欠損して

おり調整等は不明。瓦当文様にキラコの付着が確認されることから 瓦当成形時にキラコを使用した

と見られる。瓦当周縁部・裏面にナデが施されている。接合はBである。 11はA14区E層出土嬬し

瓦。紋瓦である。紋は 7に類似している。色調は凹凸面共に暗青灰色。焼成は良好。瓦当局縁・裏

面はナデ調整がなされている。丸瓦部凸面はナデが施されている。凹面は模骨・布目痕が確認され，

周縁にはヘラ状工具によるナデが施されている。接合はBである。 12はB6血層出土嬬し瓦。紋瓦

であろうか。文様は大形の珠点3点により構成されている。文様全体にズレが見られることから，箔

ずれの可能性がある。瓦当周縁・裏面はナデ調整がなされている。丸瓦部凸面・四面はナデが施され

ているが粗雑で、ある。接合はBである。 13は表採憶し瓦。紋瓦であろうか。色調は凹凸面共に暗青

灰色。焼成は良好。文様は中心の珠点を支点とし周囲にやや小型の珠点を 8点配す，とpう構成であ

る。瓦当周縁・裏面はナデ調整がなされている。丸瓦部は欠損しており調整等は不明である。全体的

に粗雑な作りとの印象を受ける。接合はBである。 14は10区E層出土J属し瓦。半月瓦である。色調

は青灰色。焼成は良好。文様は葉である。瓦当局縁部・裏面にナデが施されている。丸瓦部凸面には

ヘラ状工具によると思われるナデ調整が施されている。瓦当部と丸瓦部の接合面から接合Bと判断で

97 



きる。 15は12区I層出土嬬し瓦。半月瓦である。色調は凹面は黒褐色，凸面は暗黒褐色。焼成は良

好。文様はAと同様葉である。瓦当局縁部・裏面にナデが施されている。丸瓦部凸面にはヘラ状工具

によると思われるナデ調整が施されている。凹面にはコピキBが確認される。瓦当裏側断面に接合を

よくするためと思われる刻みが円の中心に向かつて確認される。このことから接合Bと判断できる。

遺物
地点 層位 器種

色 言寄
焼成 胎土

調 整
巻き 珠点

t妻
備考

番号 出jffi 凸面 間面 凸面 メ仁弘司、

1 10 E 軒丸 淡青灰色淡青灰色 甘L、小磯・石英・長石 1葵骨布目痕ナデ ナデ 左 8(16) B 
2 A9・10 I 軒丸 時青灰色 良好 小磯・石英・長石 ナデ ナデ 左 12(16) B 燦し瓦

3 11 H 軒丸 淡灰色 淡灰色 良好 小磯 模骨布目痕ナデ ナデ 左 9(16) B 燥し瓦・コビキB

4 10 H 軒丸 淡青灰色 淡青灰色 良好 小磯 布白痕・ナデ ナデ 主五 9(16) B 爆し瓦

5 A5・P31 軒丸 淡青灰色 淡青灰色 良好 小磯・石英・長石 模脅布目痕ナデ ナデ 左 10(16) B 爆し瓦・コピキB'穿孔

6 6 皿 軒丸 者灰色 良好 小臣告 ナデ ナデ 右 9 B 煉し瓦

7 A14 E 事子丸 青灰色 青灰色 良好 小磯 布日痕・ナデ ナデ B 燦し瓦・紋瓦

8 A14 E 事T丸 時青灰色時青灰色 良好 小磯・石英 模骨布目痕ナデ ナデ B 煉し瓦・紋瓦

9 12 I 軒丸 淡黒褐色 良好 小磯 ナデ ナデ B 燥し瓦・紋瓦

10 25 E 事子丸 時黄燈色 良好 小際 ナデ ナデ B 燃し瓦・紋瓦

11 A14 E 軒丸 青灰色 暗青灰色 良好 小際 模骨:市民痕ナデ ナデ B 燃し瓦・紋瓦

12 B6 E 事干丸 青灰色 青灰色 良好 小磯 ナデ ナデ B 矯し瓦・紋瓦?

13 表採 軒丸 暗青灰色 暗青灰色 良好 小磯 ナデ ナデ B 燦し瓦・紋瓦?

14 10 H 軒丸 青灰色 青灰色 良好 小磯・石英 ナデ ナデ B 矯し瓦・半月瓦

15 12 I 事干丸 黒褐色 暗黒褐色 良好 小磯・石英 ナデ ナデ B 燥し瓦・コピキB'半月瓦

第17表軒丸瓦観察表

軒平瓦(第53図・ 1~ 7，第18表)

軒平瓦の完形はなく瓦当も欠損しているが比較的瓦当部の残存状態が良いものを 7点取り上げた。

どの瓦の文様も均整唐草文だが 文様等に微妙な遣いを見い出せる。尚，第53図8は桟瓦である。

1はA3区N層出土。爆しはなされていない。瓦当の右側半分周辺以外は欠損している。品調は凹

凸面共に黄櫨色。焼成は甘い。文様は均整唐草文で構成されている。唐草は2転展開。珠文は残存2。

子葉が確認される。中心飾りは残存していないが近世唐草文から推測すれば三葉であろう。凹凸面に

ナデが施されているが全体的に調整は甘い。接合はBである。 2はB6区盟層出土嬬し瓦。爆しは弱

い。瓦当右半分を残し欠損している。色調は凹凸面共に灰褐色。焼成は甘い。文様は均整唐草文で構

成されている。唐草は 2転展開。唐草は巻きがゆるく 一部摩滅している。珠点は残存 1。子葉が確

認される。中心飾りは三葉である。また 中心飾り下部に十字形の文様が 1点確認される，おそらく

欠損部とあわせて本来3点施文されていたと推測される。田凸面にナデが施されている。接合はBで

ある。 3は10区H層出土嬬し瓦。瓦当右半分周辺以外は欠損している。色調は凹凸面共に黒褐色。焼

成は良好。文様は均整唐草文で構成されている。珠点は残存 2。唐草から伸びる子葉とおぼしき文様

が確認される。唐草は2転展開しており，線種は太い。中心飾りは半分以上欠損しているが大きさ等

から三葉と推測できる。凹面にはナデが確認され 凸面瓦当接合部にはヘラ状工具により強いナデが
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施されている。接合はBである。また，瓦頭部に砂が付着していることから，瓦当整形時にスタンプ

の剥がれをよくする為に砂剥ぎが行われたと推測できる。 4は12区H層出土爆し瓦。瓦当右側半分を

残し欠損している。色調は凹凸面共に灰褐色。焼成は良好。文様は均整唐草文で構成されている。唐

草は 2転展開。珠点は残存 2。子葉が確認される。中心飾りは一部欠損しているが三葉であると思わ

れる。凸面接合部にはヘラ状工具による強いナデが施されている。 5はB12区I層出士壊し瓦。嬬し

は弱い。瓦当右側周辺2/3を残し欠損している。色調は凹凸面共に淡青灰褐色。焼成は良好。文様は

均整唐草文で構成されている。唐草は 2転展開。珠点は残存 1。子葉が確認される。中心飾りは三葉

である。加えて，中心飾り下部に十字形の文様が3点確認される。文様の一部は欠損している。出凸

面にナデが施されている。接合はBである。 6は10区E層出土嬬し瓦。爆しは弱い。瓦当左半分周辺

以外は欠損している。色調は凹凸面共に明灰白色。焼成は甘い。文様は均整唐草文で構成されている。

唐草は 2転展開。珠点は残存 1。子葉が確認される。中心飾りは三葉と推測できる。文様の一部は摩

滅している。凹凸面に丁寧なナデが施されている。接合はBである。凸面接合部にはへラ状工具によ

り強いナデ調整がなされている。 7は10区E区出土爆し瓦。嬬しは弱い。瓦当左側周辺2/3を残し欠

損している。色調は凹面は淡青灰色，凸面は青灰色。焼成は甘い。文様は均整唐草文で構成されてい

る。唐草は 2転展開。珠文は 1，子葉が確認される。中心飾りは三葉である。文様の一部は摩滅。凹

凸面にはナデ調整が施されている。接合はBである。
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遺物
地点 層伎 器種

色 調
焼成 飴土

調整 中心 唐草 珠点
子葉 接合 告書 考

番号 図面 凸面 四面凸面 飾り 展関 (残存)

1 A3 N 軒乎 黄櫨色 黄燈色 甘い 小磯・石英 ナデ ナデ 三葉 2転 2 。B 
2 B6 皿 軒平 灰白色 灰褐色 甘い 小悪事・石英 ナデ ナデ 二葉 2転 1 。B 燥し瓦
3 10 E 車干乎 黒褐色 黒褐色 良好 小磯・石英・角関石 ナデ ナデ 三葉 2転 2 。B 矯し瓦
4 12 E 軒平 灰褐色 灰褐色 良好 小磯 ナデ ナデ 二葉 2転 2 。B 矯し瓦
5 B12 表採 軒平 淡青灰1号室Z 淡青灰色 良好 小隊 ナデ ナデ 三葉 2転 1 。B 燥し瓦
6 10 H 軒平 明灰白色 明灰白色 甘い 小磯・石英・角閃石 ナデ ナデ 二葉 2転 1 。B 燦し瓦
7 10 E 事F平 淡青灰色 青灰色 甘い 小磯 ナデ ナデ 三薬~転 2 。B 燥し瓦

」← 」←

第18表軒平五観察表

※ 8の桟瓦は軒平瓦との文様の差異を示す為、軒平瓦の項において紹介している。尚，遺物説明については桟

瓦の項に，観察表については第21表に記載した。

丸瓦(第54函，第19表)

丸瓦は完形がないので比較的残存状態の良いものを 4点取り上げた。調整等は全て同様である。

1はTP4百層出土嬬し瓦。部位は輪違い。色調は凹面・凸面共に暗青灰褐色。焼成は良好。先端部

は欠損している。凸面および玉縁部はへラ状工具による調整が行われた後 丁寧なナデが施されてい

る。凹面には模骨・布目が確認される。コビキはBである。また，両端・玉縁部先端は面取りが施さ

れている。 2はB20区建物遺構内出土燥し瓦。色調は凹面凸面共に青灰色。焼成は良好。尻は欠損し，

左側面部が一部欠けている。凸面はヘラ状工具による調整の後 丁寧なナデが施されている。調整は

強い。凹面は模骨・布目・コピキBが確認される。両端および先端部には面取りが施されている。

3はB20区建物遺構内出土嬬し瓦。色調は凹面は青灰色 凸面は淡青灰色。尻は欠損し，両端および

先端部は一部欠損している。凸面はヘラ状工具はよる調整の後 丁寧なナデが施されている。凹面は

模骨・布自・コビキBが確認される。両端および先端部には面取りが施されている。 4はB20区建物

遺構内出土J属し瓦。色調は凹面は青灰色，凸面は淡青灰色。焼成は良好。尻は欠損している。凸面は

ヘラ状工具による調整の後，丁寧なナデが施されている。凹面は模骨・布目・コピキBが確認される。

両端および先端部に面取りが施されている。

遺物
地点 層位 器種

色 調
焼成 胎土

認 整
コビキ 備考

番号 凹函 凸面 図面 凸面

1 TP4 N 丸瓦 JI音青灰色 罰音青灰色 良好 小l潔 模骨・布B痕・ナデ ナデ B 燥し瓦・輪遠い

2 B20 建物遺構内 丸瓦 青灰色 青灰色 良好 小磯・石英 様骨-布目痕ナデ ナデ B 燥し瓦

3 B20 建物遺構内 丸瓦 青灰色 淡青灰色 良好 小磯-石英 模骨-布目痕ナデ ナデ B 燥し瓦

4 B20 3宝物遺構内 丸瓦 青灰色 淡青灰色 良好 小磯 模管布目痕ナデ ナデ B 燥し瓦
」一

第19表丸瓦観察表
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平瓦(第54図，第20表)

平瓦は完形品を 1点取り上げた。その他のものは欠損しており，軒平瓦および桟瓦と混同すること

を避けるため取り上げていない。

1はB20亙建物遺構内出土嬬し瓦。色調は凹面は暗青灰色，凸面は青灰色。焼成は堅織。四面周縁

に小さな面取りがなられている。凹凸面に了寧なナデが施されている。

第20表平瓦観察表

桟瓦(第53図8・第55図・第56図，第21表)

桟瓦は完形がないため瓦当部の残存状態が良いものを10点取り上げた。 10点共同じ調整が確認され

ている。今回国化した10点中 6点は20区から出土したものである。文様がほぼ同様であるため，同箔

関係である可能性がある。また 同調査区からは長与三彩も出土している。

1は25区皿層出土燥し瓦。色調は凹凸面共に暗青灰色。焼成は良好。右側に瓦同士の接続をよくす

るための面取りが施されるいる。文様は均整唐草文で構成されている。唐草は2転展開。子葉が確認

される。中心飾りは三葉。周縁部にズレが確認されることから瓦当成形時に箔ずれを起こした可能性

がある。平瓦部四凸面・瓦当周縁にナデが施されている。接合はBo2はA14区E層出土J属し瓦。色

調は凹凸面共に暗青灰色。焼成は堅織。右側に瓦同士の接続をよくするための面取りが施されるいる。

文様は均整唐草文で構成されている。唐草は3転展開。左右の唐草が連結されている。子葉が確認さ

れる。中心飾りは三葉。接合面にナデが施されている。接合はBである。 3は14区E層出土爆し瓦。

色調は凹凸面共に青灰色。焼成は良好。丸瓦部・平瓦部共に欠損しているため，調整は不明。丸瓦部

瓦当の文様は三巴文。巴は右巻き。巻きが強い印象を受ける。周縁・裏面にナデが施されている。平

瓦部瓦当は左側を若干残すのみであるが 文様は2転展開の均整庸草文であると推測される。中心飾

りは不明。瓦当部裏面にナデが確認される。欠損状態から接合Bと判断できる。 4は表採:壊し瓦。色

調は凹凸面共に暗青灰色。焼成は堅織。文様は均整唐草文で構成されている。唐草は3転展開。左右
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の唐草が連結されている。子葉が確認される。中心飾りは三葉。瓦当部にキラコの付着が確認される

ことから，瓦当成形時にキラコを使用したと見られる。平瓦部凹凸面・瓦当周縁にナデが施されてい

る。接合はBである。 5はB20区建物遺構内出土爆し瓦。色調は凹凸面共に暗青灰色。焼成は良好。

左側に瓦同士の接続をよくするための面取りが施されるいる。文様は均整唐草文で構成されている。

唐草は左右3転展開。左右の唐草が連結されている。子葉が確認される。中心飾りは三葉。瓦当部に

キラコの付着が確認されることから，瓦当成形時にキラコを使用したと見られる。平瓦部凹凸面・瓦

当周縁にナデが施されている。接合はBである。 6はB20区建物遺構内出土焼し瓦。色調は凹凸面共

に暗青灰色。焼成は堅織。文様は均整唐草文で構成されている。唐草は左右3転展開。瓦当の一部が

欠損しているが，左右の唐草は連結すると思われる。子葉が確認される。中心飾りは三葉。瓦当部に

キラコの付着が確認されることから，瓦当成形持にキラコを使用したと見られる。平瓦部凹凸面・瓦

当周縁に了寧なナデが施されている。接合はBである。 7はB20区建物遺構内出土嬬し瓦。色調は凹

凸面共に青灰色。焼成は堅織。左側に瓦同士の接続をよくするための面取りが施されるいる。文様は

均整唐草文で構成されている。唐草は左右3転展開。左右の唐草が連結されている。子葉が確認され

る。中心飾りは三葉。瓦当部にキラコの付着が確認されることから，瓦当成形時にキラコを使用した

と見られる。平瓦部凹凸面・瓦当周縁に丁寧なナデが施されている。穿孔が確認される。接合はBで

ある。 8はB20区建物遺構内出土嬬し瓦。色調は凹凸面共に暗青灰色。焼成は良好。文様は均整唐草

文で構成されている。唐草は左右3転展開。瓦当の一部が欠損しているが 左右の唐草は連結すると

思われる。子葉が確認される。中心飾りは三葉。瓦当部にキラコの付着が確認されることから，瓦当

成形時にキラコを使用したと見られる。平瓦部凹凸面・瓦当周縁に了寧なナデが施されている。穿孔

が確認される。接合はBである。 9はA20区建物遺構内出土爆し瓦。色調は問凸面共に暗青灰色。焼

成は堅織。文様は均整唐草文で構成されている。唐草は左右3転展開。左右の唐草が連結されている。

子葉が確認される。中心飾りは三葉。瓦当左側の面取りは施されていない 隅瓦であろうか。瓦当部

にキラコの付着が確認されることから 瓦当成形時にキラコを使用したと見られる。平瓦部凹凸面・

瓦当崩縁に丁寧なナデが施されている。穿孔が確認される。接合はBである。第53図 8は20区建物

遺構内出土嬬し瓦。!壊しが強い。左側半分は欠損している。色調は凹凸面共に黒褐色。焼成は堅織。

文様は均整唐草文で構成されている。唐草は 3転展開，唐草は簡略化されている。中心飾りは三葉。

子葉が確認される。瓦当部にキラコの付着が確認されることから 瓦当形成時にスタンプの剥がれを

よくする為にキラコを使用したとみられる。凹凸面および周縁に丁寧なナデが施されている。接合は

Bである。

その他の瓦(第57図，第21表)

欠損が部分が多く器種が特定できなかった資料を 1点取り上げた。

1はB6区田層出土嬬し瓦。色調は青灰色。焼成は良好。表面には葉と思われる文様がヘラ状と推

測される器具により描かれている。裏面はヘラ状工具によるナデが施されている。残存部分がわずか

なため器種は不明であるが 鬼瓦ではないだろうか。
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遺物
地点 層位 器種

色 調
焼成 胎土

議整
接合
唐草
キラコ 備考

番号 四面 凸面 四面凸面 展開

1 25 皿 桟瓦 暗青灰色 暗青灰色 堅綴 小磯 ナデ ナデ B 2~云 爆し瓦

2 A14 n 桟瓦 精青灰色 暗青灰色 良好 小磯 ナデ ナデ B 3転 燥し瓦

3 14 E 桟瓦 青灰色 青灰色 良好 小磯 ナデ ナデ B 2転 憶し瓦

4 表採 建物遺構内 桟瓦 l倍青灰色 暗青灰色 堅綴 小磯 ナデ ナデ B 3転 。燥し瓦
5 B20 建物遺構内 桟瓦 11音青灰色 精青灰色 良好 小磯 ナデ ナデ B 3転 。燥し瓦
6 B20 建物遺構内 桟瓦 暗青灰色 時青灰色 堅綴 小磯 ナデ ナデ B 3転 。爆し瓦
7 B20 建物遺構内 桟瓦 青灰色 青灰色 堅綴 小磯 ナデ ナデ B 3転 。爆し瓦・穿孔
8 B20 建物遺構内 桟瓦 時青灰色 時青灰色 良好 小磯 ナデ ナデ B 3転 。煉し瓦・穿孔
9 A20 建物遺構内 桟瓦 暗青灰色 陪青灰色 堅綴 小磯 ナデ ナデ B 3転 。燥し瓦・穿fL
53箆8 20 建物遺構内 桟瓦 時青灰色 暗青灰色 堅綴 小磯 ナデ Lt:デ B 3転 。燥し瓦

備考

燥し瓦・鬼瓦か?

第21表桟瓦・その他の瓦観察表

小考察

今回図化した当遺跡出土の近世瓦群についていくつかの注目点が浮かび、上がった。そこで，注目点

の抽出および若干の考察を加えることにした。

軒丸瓦における巴文の変遷

軒丸瓦のなかで特に文様が三巴文十珠点で構成される瓦(第51図1-6)について，嬬しの状態お

よび文様構成により①ー③に大別を行った。

①1 -巴尾部が接し闇線をなす。瓦当直径約12.8cm。爆しはなされていない。彫りが深い

② 2~5 一巴尾部が圏線をなさないが長い。瓦当直径平均約14.3cm嬬しが弱い。

③6一巴尾部が短い。瓦当直径約13.6cm。煉しが強い。彫りが浅い。

①~③の時期差を明確にすることは難しい。だが慢し等の瓦全体の作りが ①→②→③の順に堅織に

なっている。仮にこの順序で考えると， A i巴尾部が短くなるJ. B i瓦当が全体的に肥大化するJ

といった変化が確認できる。 Aの視点で考えると「①→②→③」となり， Bの視点で考えると「①→

③→②jとなる。加えて， A+Bの視点で，②と③が平行すると捉える「①→②・③jである可能性

も考えられる。ただ，先述したように，今回の出土資料のみでは時期差を特定することは困難で、ある。

今後の資料増加に期待したい。また，半月状の瓦当を有する軒丸瓦(第52圏14・15)についてであ

るが，瓦当部が半月状であるため，大型の平瓦との併用はなかったと考えられる。塀などの比較的規

模の小さな構築物に使用された可能性が高いのではないだろうか。
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軒平瓦における唐草文の変遷(第53図 1""'8) 

今回国化した 7点の軒平瓦は均整唐草文において共通点と同時に段階

的な変化を見出すことができた。そこで，出土層位中、最下層であるN

層より出土した第53図lの唐草文を起点とし，下記のような大別を試み

度
(1 ""'5)一線種が太い。巻きが強く短い。唐草は2転展開

( 6・7)一線種が細い。巻きがゆるく長い。唐草は2転展開

[桟瓦] (8)一線種が細い。巻きがゆるく連結。唐草は3転展開

た。

A 

B 

10c町、。

C 

上記のようにA・と大別したが，単純に iA→BJという変化であると

捉えることはできない。 Aに属しlV層から出土した 1・2は，層位的に

見て同じAに属し H層から出土している 3・4に先行する可能性が高

しかし， 3・4が出土したE層からはBに属する 6・7も出土していp。
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JJ/『/下、....""'¥ 
j /j弐 J、鈴少 5

A B C(桟瓦)
遺物番号 112131415  6 7 8 

層位 NI藍 I n I n I表採 E 韮 建物遺構内 (20区)

報種 太い 細い 細い

巻き(強さ) 強い ゆるい ゆるい

巻き(長さ) 短Lミ 長い 連結

唐草展開 2転 2転 3転

均整唐草文 rニ-S:，4JHト(Jh冬'<"'，.""，守』干J-F 3 dz\「む:.._':=~一J rt，/可守'<t (.、 一~\!>..:\守 司噌噌‘社， 13〈三九一"一

|1-2ω卜
層位 遺物番号 種別

H 
6-7 B 
3・4 A 

皿 2 A 
N 1 A 

第57図 その他の瓦実測図 (Sロ 1/4) ・軒丸瓦三巴文変遷図(案)

軒平瓦均整麿草文変遷図(案) ・軒平瓦出土層位図・軒平瓦変遷図(案)
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るのである。このことから， I Aの 3・4Jと IBの 6・7Jは並行関係にあったと推測される。つま

り， I Aタイプのみの時期J→ IA . Bの両タイプが混在する時期jとの変遷をたどり、後に用いら

れた桟瓦 (1674年，西村半兵衛が考案)の文様においてCタイプのような唐草文の簡略化が起こった

と考えられる。ただ，今後の資料増加によって新たな試案が検討される可能性も十分ありうる。これ

からの資料増加に期待したい。

20区出土近世瓦の廃棄年代について

今回の調査において20区から近世瓦と共に長与三彩が出土している。この20区出土の遺物群は建物

遺構内出土の一括資料である。そこで，近世瓦と長与三彩の共伴関係から20区出土近世瓦の廃棄年代

の推定を試みると同時に今後の課題を取り上げた。

20区にあたる地点について，大村蕃が編集した総合地理書である『郷村記jによると普請役所が文

化15年 (1818)に二の丸より移ったとされ，それ以前は家臣の館があったと記されている。長与三彩

の窯元である長与窯は寛文7年 (1667)から安政6年 (1859)の間，幾度か断絶しながらも存続した

窯であるが，長与三彩の生産期間は1790年から1810年の20年間に限定される(註九以上のことから考

えると， 20区の瓦群は1818年に家臣館から普請役所へと改築した際に長与三彩と共に廃棄された可能

性がある。また，瓦の耐用年数を仮に30年とすると製作年代は18t世紀後半と推定される。ただ，この

推測は普請役所を移転する際，家臣館を取り壊し普請役所を新たに建築したのであれば成り立つが，

家臣館をそのまま転用したのであれば成り立たない。残念ながら現在のところ普請役所の建物が立て

替えなのか家臣館の転用なのかは明らかにされていない。また 一部立て替えの可能性も考えられる。

今後の文献等の研究成果に期待したい。

[参考文献}

森郁夫 1986r瓦』考古学ライブラリー43ニューサイエンス
坪井利弘 1987r桟瓦屋根のデザインj理工学社

市本芳三 1995I瓦Jr概説 中世の土器・陶磁器j中世土器研究会編真陽社

(井立尚)

東 貴之 1998I第皿章第2節遺物7・瓦Jr沖城跡j一長崎県文化財調査報告書第143集一 長崎県教育委員
A 
;zo; 

(註 1)川口洋平氏(長崎県教育庁)のご教示による。

※本稿を書くにあたり，以下の方々の協力・教示を得た。心よりお礼申し上げます。(敬称略)

川口洋平(長崎県教育委員会) ・渡辺洋子・東貴之り竹中哲朗(国見町教育委員会)

本多和範(長崎県教育委員会)
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写真図版1

近世瓦①
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写真図版2

近世瓦②



写真図版3

近世瓦③
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写真図版4

近世瓦④

つ臼



写真図版5

近世瓦⑤
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写真図版6

近世瓦⑥
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写真図版7

近世瓦⑦



写真図版8

近世瓦⑧



写真図版9

近世瓦⑨
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写真図版10

近世瓦⑩



写真図版11

近世瓦⑪



写真図版12

近世瓦⑫
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写真図版13

近世瓦⑬

近世瓦⑭



縄文土器(第58図~第81 図，第22~34)

10・11.12区は調査前に池が存在した場所である。

他の調査区同様，近世の遺構・遺物を前提に調査を

行った。しかし調査途中に多量の縄文土器が出土，

縄文時代の遺物包含層が確認された。土層の堆積も

良好であったが，時間的な制約のため遺物と層位の

関係を十分に把握することができなかった。調査終

盤になり分層を試みたが 遺物はすでに取り上げた

状況であった。

遺構(第60図)

今回の調査で貯蔵穴遺構を 3基確認した。部分的

ではあるが，残りは極めて良好である。貯蔵穴は岩

盤をくり抜いた状態となっており，中からは遺物も

確認されている。また貯蔵穴内における土層堆積は

良好で、層位観察を行うことができた。以下3基の貯

蔵穴を説明する。

NO.1貯蔵穴(第58図)

A-12区西側に位置する。形状は略円形。直径は長

軸約1.2m'短軸約0.9m 底面直径は長軸約0.8m'短

軸約0.6mを測る。天候等の影響により埋土は半分

程度流失してしまい，土層観察等の調査を行うこと

ができなかった。遺物出土は未確認。また堅果類・

木片等も同様である。

NO.2貯蔵穴(第59図)

A-12区西側， NO.1貯蔵穴の東隣に位置する。形状

は略円形。直径は長軸約1.0m'短軸約0.9m，底面直

径は長軸約0.8m'短軸約0.6mを測る。この貯蔵穴か

らは堅果類が数点、しか出土していない。土層観察等

の結果，層位は3層に分層できることが確認された。

層序は以下の通り。

1層:暗青灰色混際土…粘質土ベースに際を含む。

最大10csI前後の醗も数点存在する。出土土器は2点。

腐食木片が数点出土。

2層:暗青灰色粘質土…堅果類-木片-葉を含む。層

の途中から小枝等が確認される。また，覆土中に直
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径3cm前後の小磯も確認される。出土土器は1点。

3層:暗青灰色砂質土…木片および、小枝等を含む。直径10cm前後の小蝶を数点確認。堅果類も出土し

ているが， 2層に比して少なく数点である。小磯は1層に比して少ない。葉等も少ない。

また，形状は略円形としているが，実際は不整形の形状となっている。これは岩盤のくぼみを利用

して貯蔵穴を作ったものか あるいは足掛け場のためかが考えられる。

NO.2貯蔵穴内出土土器(第61図，第22表)

1は内・外面に横走・斜走条痕を地文にもつ。地文はナデ調整が施され その後縦走・斜走の順で施

文が加えられる。また，内・外面には炭化物の付着が確認される。 2は口縁部。内・外面に横走・斜走

する員殻条痕を地文にもつ。外面は部分的で、あるが，縦走あるいは斜走条痕・鋸歯状の条痕・最後に口

縁直下の横走条痕の順で施文されると思われる。また 口唇部外面側にヘラ状工異による刻みが確認

される。内面は地文・ナデの後 日縁部にナデ消しが加わる。内・外面には炭化物の付着も確認される。

NO.3貯蔵穴(第62図)

o 
I 

第61図 NO.2貯蔵穴内出土土器 (S=1/3) 

第22表 NO.2貯蔵穴内出土土器観察表

。 10cm 

A-12区西側， NO.2貯蔵穴の東隣に位置する。形状は略円形。甚径は長軸約1.3m(推定) ・短軸約

1.2m，底面直径は長軸約O.8m(推定) ・短軸約O.6mを測る。貯蔵穴は一部が調査区壁面と重なって

おり，調査は完掘するまでには至らなかった。土層堆積も良好で基本的にはNO.2貯蔵穴と同様で、あ

るが， 3層が存在しない点では異なる。また遺構検出時に20cm前後の礁群が確認されている。 X層の

ものかあるいは貯蔵穴に関連したものかは不明で、ある。 1. 2層との境には木片・枝葉等がほぼ一面に

検出されたがどのような目的で使用されたかは不明で、ある。可能性のひとつとして貯蔵物を覆う目的

で使用したことも考えられる。当該貯蔵穴の北側に足掛け場と思われる遺構が検出されている。これ

はNO.2貯蔵穴同様，自然地形を利用して作ったものかあるいは人為的なものかが考えられる。また，

貯蔵穴の断面を観察すると若干の扶れが確認されるが 意図的なものかどうかは不明。出土土器も

NO.2貯蔵穴に比して多量に出土しているが，図化できるものだけをここでは掲載した。

NO.3貯蔵穴内出土土器(第62図，第23表)

1は 1層出土。内-外面ともに横・斜走の員殻条痕・ナデを地文にもつ。外面は斜走する貝殻条痕の

施文の後，口縁部直下に横走条痕が施される。内・外面ともに炭化物の付着が確認される。 2は一括
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出土。地文は内・外面ともに横・斜走の員殻条痕・ナデが施される。外面施文は2条単位で貝殻条痕をつ

けている。 3は外面…横・斜走条痕+内面…横走条痕+ナデが地文として確認される。文様は二枚貝を

2条単位で斜・縦走方向に施文を行う。 2と施文が類似している。また内・外面ともに炭化物の付着が

認められる。 4も3同様一括出土。地文は内・外面ともに横・斜走する員殻条痕÷ナデが確認される。

外面は貝殻条痕が 2-3条単位で横・斜走方向で施文されている。また炭化物も内・外面に確認され，

内面には粘土帯の痕跡も認められる。 5は1層出土。外面は横・斜走条痕÷ナデ，内面は横走条痕÷ナ

デの地文が確認される。施文は2条単位で斜走する貝殻条痕となり 互いが重なり合う文様となる。

外面には炭化物の付着も確認される。 6はl層出土。内・外面ともに横走する貝殻条痕+ナデを地文に

もつo 文様は 2条単位で縦走する貝殻条痕を施文。また炭化物の付着が内・外面ともに認められる。

7は2層出土。地文は内面に横走条痕が確認されるが外面は不明。外面は横・斜走する条痕，あるい

は拓影のように斜走条痕の可能性も考えられる。したがって斜走条痕が地文であれば，施文はないこ

とになる。内面には炭化物の付着が認められる。

図版 出土 色 調 地文(貝殻条痕) 炭化物

番号 地区
高言 位

外i琵 内面
焼成 器種 部位 飴 土

外面 内面
施文

外商内面
儀考

62-1 12 貯蔵穴内1褐灰色 褐灰色 良好 深鉢 口縁部 石英I雲母片小麗(J図苗能)砂監 横斜走 横斜走 斜ー横走 。。
62-2 12 貯蔵穴内 黒掲色 褐灰色 良好 深鉢 胸部 百英，角関石"J'醸(J関前接)酔世 様斜走 横-斜走 斜走 。。
62-3 12 貯蔵穴内1黒褐色 黒褐色 良好 深鉢 胸部 五英。角関E'小碓(1図前首)砂世 横斜走 横走 ま3・縦走 。。
62-4 12 貯蔵穴内 黒褐色 褐灰色 良好 深鉢 腕部 石英角閃E'，J啄(J閤前首)砂位 検斜走 横ー奈}走 横-斜走 。。
62-5 12 貯蔵穴内1黒褐色 褐灰色 良好 深鉢 2岡部l 石英角閃石雲母月小曜日閤訪韓)砂世横斜走 横走 斜走 。
62-6 12 貯蔵穴内1黒褐色 黒褐色 良好 深鉢 胸部 石英!角閃E'雲母片'J峻(J閤前世十砂世 横走 横走 縦走 。。
62-7 12 貯蔵穴内2明褐灰色|勾灰色 良好 深鉢 胸部i E英雲母片小碓(1図語能)砂世 横走 。

第23表 NO.3貯蔵穴内出土土器観察表

遺物(第63図~第79図，第24衰~第34表)

遺構とは別に遺物包含層からは多量の縄文土器が出土している。出土遺物が多いのは11区で10・12

区と比べ圧倒的に多い。しかしながら型式的に判別できるものは少なく また層位との関係が明瞭に

把握でないため遺物の時期は不明である。ここでは文様・地文・調整等での分類を行い，また一部層位

的に確認している遺物を参考に出土土器の整理を行う。

第I群土器(第63図~第71国，第24表~第28表)

内-外面に横・斜走する条痕を地文にもつ。口唇部には刻みを有し，口縁部外面には貝殻等による施

文が確認される。また施文の遣いによって分類を試みた。(註1)

第1-a群土器(第63図~第64図，第24表)

横・斜走の貝殻条痕+ナデを地文にもち，口縁部に刻みおよび貝殻腹縁・斜走する細沈線を含む。口

縁部の器形は外反するが内湾するものも含む。第I群は塞ノ神式土器の後半に類似すると思われる。

1の地文は不明。内・外面は横・斜走条痕が考えられる。口唇部に刻みが確認されるが，先細のへラ

状工具の可能性も高い。文様は格子日状に施文され，""→/の順で施文がされる。 2-3は1同様地文

は不明。横-斜走条痕が考えられる。 3は池中 I下貝層出土。施文は¥→/の順で確認される。(註2) 

4の地文は内・外面ともに横・斜走条痕が確認される。文様は貝殻条痕を 2条単位で施文。¥→/の順

で確認される。 5の地文は不明。磨滅が著しい。口唇部に若干の刻みを残す。文様は 2条単位の貝殻
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条痕を半月状に口縁・口唇部閤への施文が確認される。 6の地文は外面に横・斜走，内面に横走条痕が

確認される。内-外面は条痕後にナデが施される。口唇部にはヘラ状工具による刻みを確認。文様は

貝の先端部によって斜方向に細沈線が施される。 7の地文は内面に横走条痕が確認されるが外面は不

明。外面は横・斜走条痕の可能性が高い。口唇部は平坦に調整 その後外面に刻みを加える。文様は

沈線が曲線状に施文され，丸棒状工具によるものと思われる。 8の地文は内・外面に横走条痕が確認

される。口唇部は平坦に調整され，口唇外面に丸棒状工具で刻みが加わる。文様は沈線が¥の方向で

施文されているが，工具等は磨滅のため不明。また内面に粘土帯が確認される。 9の地文は不明。た

だし内・外面にはナデおよび指頭圧痕が確認される。口唇部は刻みではなく貝殻腹縁が加わる。口縁

部は貝殻腹縁による連続刺突が2列確認される。また部分的に縦走する貝殻腹縁がみられるが施文方

向は不明。 10の地文は内面に斜走条痕が確認されるが 外面は磨滅および剥落により不明。口唇部

は平坦調整が確認され その後員殻腹縁が施される。また口縁部は2列の貝殻腹縁が確認され口縁部

は波状をなす。 11の地文は剥落等により不明で、あるが 外面に若干の横走条痕が確認される。文様

は員殻腹縁が施文される。 12は池中 I下貝層出土。磨滅が著しい。地文は外面のみ横走条痕が施さ

れる。文様は沈練と貝殻腹縁が確認される。沈総は貝殻を 2条単位で¥→/の順に施文を行う。貝殻

腹縁は2列確認される。 13は地文は内・外面ともに横走条痕が施される。文様は貝殻腹縁を 2列確認。

14の地文は内・外面ともに横走条痕。内面は部分的に指頭圧痕が確認される。口唇部は平坦に調整が

施される。口唇外面には刻みが確認されるが工具等は不明。文様は半蔵rr管による連続刺突が縦方向
に加わり，下から上への刺突が確認される。 15の地文は内・外面ともに横走条痕が確認される。口唇

部は平坦に調整が施される。口縁部は半裁竹管による連続刺突が2列確認される。口唇部も同様に半

裁竹管による刺突が施される。 16の地文は不明。口縁部は半裁竹管による連続刺突が 3列確認され

る。 17の地文は内面のみ横走条痕が確認される。文様は斜走沈線を施文，その後口縁部に 2列の連

続刺突を加える。半裁竹管によって施文されたと思われる。 18の地文は内面に横走条痕が確認され

る。外面はナデ消しされたものと思われる。口唇部にはヘラ状工具による刻みが施される。口縁部は

半裁竹管による連続刺突が 2 列施文される。 19の地文は内・外面に斜走条痕が確認される。 2~3 条の

斜走条痕→刺突が施文されるが 刺突の工具は不明。 20の地文は内・外面に横・斜走条痕が確認され

る。口唇部は平坦に調整され ヘラ状工具または員の先端による刻みが口唇外側に施される。また口

唇直下には1列の連続刺突が確認される。丸棒状工具によるもので ほぼ上から下にかけ施文。 21の

地文は不明。 2列の連続刺突がほぼ上から下へ施される。その後 2列目の刺突から斜方向に刺突が施

される。乙れもほぼ上から下へ刺突が確認される。 22の地文は内・外面に横・斜走条痕が確認される。

底部は高台となるが全体的にバランスが悪い。貼付の可能性も考えられる。また岩盤直上で出土して

おり，出土土器群の中で層位的には最も古い時期に位置づけられる。 23の地文は外面に縦走条痕，

内面は指頭圧痕が確認される。底部は尖底となり先端部に向かつて条痕が確認される。底面は二枚貝

の腹部による押捺が確認される。また器壁は均一で、はなく傾きも非対称である。 23は胎土・条痕・調整

が22と似ており，同時期の可能性も考えられる。 24の地文は内・外面に横・斜走条痕が施される。特

に外面には指頭圧痕も確認される。 22に類似。 25・26の地文は外面に縦走条痕を確認，内面は指頭

圧痕が残る。 25は尖底と思われる。 27の地文は内・外面ともに横走条痕を確認，底面は上げ底になる。

小破片のため詳細は不明。
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図版 出土
層位
色調

番号 地区 外面 内扇l
63-1 11 it!J中耳 灰黄褐色 灰黄褐色
63-2 11 i曲中葺 灰褐色 黒色

61ト3 11 泊中 I下貝 褐灰色 黒褐色

63-4 12 池'j'II 黒褐色 黒掲色

63-5 11 i曲中H 褐灰色 褐灰色
63い6 11 i也中H 黒色 黒褐色

63-7 11 i也中H 黒褐色 褐灰色
63-8 11 池中E 浅赤褐色 黒掲色

61ト9 11 i由中E 黒褐色 黒褐色

63-10 11 it!J中E 黒褐色 黒褐色

61ト11 11 i由中E 灰白色 灰白色

63・12 11 i也中I下貝 黒褐色 褐灰色
61ト13 11 it!J中E 褐灰色 灰褐色

63-14 11 池中E 灰糞褐色 灰白色

63-15 11 i曲中置 灰白色 灰白色

63-16 11 池中盟 灰白色 灰白色

63ト17 11 i曲中宜 灰黄褐色 灰黄褐色
64-18 11 池中自 黒褐色 i主黄燈色

64-19 11 池中H 黒褐色 黒褐色

64-20 11 i也中H 黒褐色 褐灰色

64-21 11 i也中E 巣色 灰褐色

64-22 11 池中E 灰褐色 黒褐色

64-23 11 i也中E 時褐白 灰褐色

64-24 11 池中E 灰褐色 黒色

64-25 11 it!J中E 黒褐色 褐灰色

64-26 11 池中E 褐灰色 黒褐色

64-27 11 i也中E 灰褐伝 黒褐色

18 

20 

，J~~!r~~与

、
h、、、

第64図第I-a群土器実測図 (8巴 1/3)

焼成 飴 土
地文(貝殻条痕)

器種 部位 外面 内面
良好 深鉢 口縁部 E英角隠E小碓(2図菌能)砂粒 横斜走 横斜走

良好 深鉢 腕部 百英角隠E雲母片!]、碍(2盟前桂)砂粒 横斜走 横斜走

良好 深鉢 腕部 石英雲母片小碓(2図面詰)砂粒 横斜走 検斜走

良好 深鉢 腕部 石英4、曜日凶前桂)砂粒 横斜走 横斜走

良好 深鉢 ロ縁部 石英角関石雲母片IJ、時(2m髄桂)砂粒
良好 深鉢 口縁部 石英角関石雲母片IJ、曜日国語接)砂粒 横斜走 綾走

良好 深鉢 口縁部 石英小躍(2園前佐)砂粒 横走

良好 深鉢 口縁部 E英角隠石雲母片IJ、時(2閲読桂)砂粒 横走 横走

良好 深鉢 口縁部 石英角関石雲母片d、曜日園前接)砂粒
良好 深鉢 口縁部 石英角関石雲母片小曜日関前桂)砂粒 ま』走

良好 深鉢 劇部 石英角関石!]畷(3園前控)砂粒 横走

良好 深鉢 劇部 E英角関石IJ、時(2羽詰接)砂粒 様走

良好 深鉢 腕部 石英ー角!司石!]、曜日園前桂)砂粒 横走 横走

良好 深鉢 日縁部 石英角関石雲母片小曜日園前接)砂粒 横走 横走

良好 深鉢 口縁部 石英角関O.!]、再(3図詰接)砂粒 横走 横走

良好 深鉢 口縁部 角罰百雲母片IJ、理(4園前能)砂粒
良好 正幸鉢 口縁部 百英IJ、曜日図前桂)砂粒 横走

良好 深鉢 口縁部 雲母片IJ、睡(1圏在j桂)砂粒 横走

良好 深鉢 ロ縁部 百英角関O"J、時(2園前桂)砂粒 斜走

良好 深鉢 1::1縁部 百英小曜日図髄桂}砂粒 横・斜走 検斜走

良好 深鉢 口縁部 石英小時(2国語能)砂粒

良好 深鉢 底部 石英雲母片小ft(2園前桂)砂粒 検斜走 横斜走

良好 深鉢 底部 百英角関百雲母片小碓(2図苗佳)砂粒 縦走

良好 深鉢 腕部 E英雲母片小曜日園前桂)砂粒 横・斜走 検斜走

良好 深鉢 底部 百英雲母片IJ、時(1園前接)砂粒 縦走

良好 深鉢 底部 石英角関E雲母片小碓(2悶苗倍)砂粒 縦走

良好 深鉢 底部 石英小曜日箇前接)砂粒 横走 横走

第24表第I-a群土器観察表
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施文
炭化物
備考外語内面

員殻条痕

員殻条痕 。
貝殻条痕 。
員殻条痕 。
員殻条痕 波状ロ縁

員殻条痕 。。
貝殻条痕

貝殻条痕

貝殻腹縁

員殻腹縁 波状口縁

貝殻腹縁

貝殻条痕+腹縁

貝殻腹縁

半産主竹管

半蔵竹管

半産主rr管
半裁竹管

半裁竹管 。
条痕÷半裁竹管 。。
丸棒状工具

丸棒状工具 。。波状口縁
貝殻条痕 。。品台f~

貝殻条痕 尖底

| 貝殻条痕 。
貝殻条痕 尖底?

貝殻条痕 尖底?

呉殻条痕 。



-第 1-b群土器(第65函・第66図・第67図，第25表)

地文は内・外面に横・斜走条痕をもっ。口縁部は外反または内湾する。文様は数条単位で縦・横・斜方

向にほぼ直線で施される。口唇部刻みの大半は外側刻みを有する。底部状況は不明で、あるが，尖底・

丸底・平底の可能性が考えられる。

1の地文は内面に横走条痕+指頭圧痕が確認され 文様は斜走→横走条痕のI1民となる。口唇部外面

はヘラ状工具による刻みを有し，直下はナデ消しが施される。 2の地文は内面に斜走条痕が確認され

る。外面は不明。文様はほぼ続走→斜走→横走の順が確認される。また斜走条痕は¥→/の順となる。

口唇部外面はヘラ状工具による刻みを有する。 3は口縁部片。地文は内・外面不明。内面は指頭圧痕

が確認される。文様は斜走→横走の順で斜走条痕は/→¥の順となる。口唇部刻みは不明。外面刻

みが考えられる。 1.2の状況から 3は波状口縁の可能性が高い。 4の地文は内・外面不明。内面は指

頭圧痕が確認される。文様は斜走→横走のI1摂で施文斜走条痕は¥→/のI1慎になる。口唇部外面はヘ

ラ状工具による刻みを有する。 5・6の地文は内面に横走条痕が確認されるが外面は不明。文様は斜走

→横走の順となる。口唇部は平坦に調整される。外面はヘラ状工具による刻みを有すが， 6は丸棒状

工具の可能性も考えられる。 7は内・外面に横走条痕。内面はナデ消しが丁寧に施される。文様・口唇

部刻みは 5と同様。ただし刻みに用いた工具は不明。 8の地文は外面に横走条痕が確認される。内面

は磨滅のため不明。文様は基本的に 5と同じだが 2条単位での斜走条痕は異なる。 9・10の内面に地

文が確認され， 9は横・斜走.10は横走条痕が認められる。外面は不明。口唇部は平坦に調整され，外

面はヘラ状工具の刻みを有する。 11・12の地文は内面に横・斜走条痕が確認される。外面は磨滅のた

め不明。文様は斜走→横走条痕の順となる。口唇部は平坦に調整外面はヘラ状工具の刻みを有する。

13の地文は内面に横走条痕を確認。外面は不明。文様および施文順は11・12と同じ。口唇部刻みも同

様だが，工具は貝の先端によるものと思われる。 14の地文は内面に横走条痕を確認するが外面は不

明。内面は3条単位の条痕も確認されその後ナデ消しが加わる。文様・刻みは 9・10と同じ。 15の地文

は内面に横・斜走条痕が確認されるが外面は不明。文様は斜走→横走条痕の組み合わせとなる。口縁

一口唇部の外反が目立つ。口唇部外面に刻みを有する。工具は不明だが貝の先端による可能性が高い。

16は磨滅が著しく地文も不明。文様は斜走→横走で構成される。口唇部外面は刻みを有する。その

他詳細は不明。 17の地文は内・外面に横・斜走する条痕が確認される。文様等は不明。口唇部外面に

刻みを有す。工具は不明だが員の先端による可能性が高い。 18の地文は内面に横・斜走条痕が確認さ

れる。外語は不明。文様は斜走→縦走となる。縦走条痕は2条単位で確認され，口唇部外面は刻みを

有する。磨滅が著しいため詳細は不明。 19の地文は内・外面に横・斜走条痕が確認される。文様は 2

条単位の斜走条痕が確認される。口唇部外面はヘラ状工具によると思われる刻みを有する。 20は内・

外面に横走条痕+ナデ消しが施される。文様は不明。口唇外面度下に粘土貼付後，外面刻みを施す。

21~26は内面に横・斜走条痕÷ナデ消しが確認されるが外面は不明。これらの土器文様は斜走条痕の

組み合わせとなる。いずれも胴部下半で21-22首25は底部に近く，平底になる可能性が高い。 27の地

文は内面に横・斜走，外面は斜走条痕が確認される。文様は確認されない。胴部下半と思われ，尖底・

丸底平底の可能性が考えられる。この土器は第1-a群の底部片に類似するが判断が困難なためIゐ

群に含めた。 28の地文は内面に横・斜走条痕+ナデ消しが確認されるが外面は不明。文様・調整等は26

と同様。 29・30-31の地文は横・斜走条痕が確認される。外面は不明。文様は斜走条痕の組み合わせと
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なる。また30は2条単位の条痕も確認され その後斜走する擦過条痕が施される。 32の地文は斜走

条痕が確認されるが外面は不明。文様は29-31と間様。 33の地文は内面に斜走条痕が確認される。

文様は29-32と同様であるが，斜走条痕は曲線も含む。また斜走条痕は2条単位の施文が確認される。

34の地文は内面に横・斜走 外面に横走条痕が確認される。内面は外面より条痕は大きい。文様は 3

条単位で榔描きされる。また斜走条痕後に指頭圧痕も確認される。この土器は粘土帯が確認され，内

傾接合がわかる。 35の地文は内・外面不明。全体的に磨滅が著しく内面は特に顕著で、ある。文様は

横・斜走条痕の組み合わせで 2条単位の条痕が横走→斜走の順で施文される。また施文後の指頭圧

痕も確認される。 34同様この土器は粘土帯が確認され内傾接合がわかる。 36の地文は内面に横・斜走

条痕，外面に斜走条痕+ナデ消しが確認される。文様は確認されず土器の磨滅は著しい。 37の地文は

内面に斜走条痕が確認されるが外面は不明。文様は斜走条痕後 2条単位で斜走条痕を櫛描きする。

38の地文は内面に横・斜走，外面に斜走条痕が確認される。文様は斜走条痕後， 3条単位の条痕で/

方向へ櫛描きする。 39の内面の地文は斜走条痕+ナデ、消しが確認される。また内面は部分的に磨滅が

著しい。外面は部分的だが横走条痕が確認される。文様は2条単位による貝殻条痕が/→¥の順で施

文される。胴部下半と思われる。また上面に粘土帯が確認され内傾接合がわかる。 40の地文は内・外

面に横走条痕が確認される。文様は斜走条痕の組み合わせで¥→/の11損で施文される。また内面は部

分的に指頭圧痕も確認される。

限版 出土 層位
色 調

焼成 器種 部位 胎 土
地文(貝殻条痕)

施文
炭化物
備考

番号 地区 外商 内面 タト而 内面 外面内面
65-1 11 池中E 灰黄褐色 灰黄褐色 良好 深鉢 口縁部 石英角閃石小母(4飽前桂)砂粒 様走 斜横走 E主殻条痕 波状1::1縁

65-2 11 i曲中百 黒褐色 暗褐色 良好 深鉢 口縁部 百英角関石;j、離(3園前接)砂粒 斜走 員殻条痕 。 波状ロ縁

6oト3 11 泊中I下員 黒褐色 黒褐色 良好 深鉢 劇部 石英角関百小開(2鶴首按)砂粒 貝殻条痕 。
65-4 11 i池中H 黒褐色 褐灰色 良好 深鉢 ロ縁部 石英角閃百小睡(2園前佐)砂粒 員殻条痕 。。波状口縁
65-5 不明 表採 黒褐色 灰褐色 良好 深鉢 ロ縁部l 石英角閃l:i'IJ、ft(3図鶴桂)砂粒 横走 貝殺条痕 。 i白状口縁
65-6 11 i池中E 黒褐色 褐色 良好 深鉢 ロ縁部 百英角閃石雲母片小陣。園前怯)砂粒 横走 ~殻条痕 。 i症状口縁
65-7 12 i曲中百 黒掲色 黒褐色 良好 2袈鉢 口縁部 石英ー角閃百砂粒 横走 機走 貝殻条痕 。 波状口縁

6与 8 11 池中E 黒褐色 褐灰色 良好 深鉢 仁l縁部 石英角関l:i.;j、時(2回前接)砂粒 横走 貝殻条痕 。 i!賞状口縁
65-9 11 i由中H 褐灰色 灰黄褐色 良好 深鉢 口縁部 百英IJ、醒(4関前接)砂粒 横ー斜走 員殻条1長 。。波状口縁
65-10 11 i曲中H 黒褐色 黒褐色 良好 深鉢 口縁部i石英角閃百雲母片砂粒 横走 員殺条痕 。。
6与11 11 i也'I'II 黒褐色 黒褐色 良好 深鉢 ロ縁部 百英角閃石雲母片づj、再(2園前控)砂粒 横斜走 貝殻条痕 。。
65-12 12 i曲中百 黒褐色 黒褐色 良好 深鉢 口縁部 石英角閃石雲母月砂粒 横斜走 貝殻条痕 。。
6与13 12 i曲中H 黒褐色 黒褐色 良好 深鉢 日縁部 石英角符l:i'IJ、醒(4園前桂)砂粒 様走 員穀条痕

6oト14 不明 表採 黄褐色 明黄褐色 良好 深鉢 口縁部 石英角関石雲母片小曜日図前桂)砂世 機走 長殻条1長 。 波状ロ縁

65-15 11 i由中H 黒褐色 11音緩色 良好 深鉢 口縁部 石英 1)、睡(2図蔚接}砂粒 横ー斜走 貝綴条痕 i出#、ロtま
6oト16 11 i由rTII 黒褐色 浅黄燈色 良好 深鉢 ロ縁部 石英角閃百小時(2飽前詰)砂粒 貝殻条痕

65-17 11 i曲中耳 黒褐色 褐灰色 良好 t翠鉢 ロ縁部 百英 1)、再開園蔚桂)砂粒 被・斜走 横斜走 貝殻条痕 。。
8ι18 11 池中H 明灰色 灰白色 良好 深鉢 仁1縁部 石英角閃百小碓(1図前接)砂粒 横斜走 横ー斜走 貝殻条痕 。
6ι19 11 池中H 褐灰色 褐灰色 良好 深鉢 口縁部 石英角潟石小睡(2園前提)砂粒 機・辛i走 横-鋭走 員殻条1長 。 波状口縁

6ι20 11 i由中E 褐灰色 黒褐色 良好 深鉢 口縁il!i 石英小睡(3園前段)砂粒 横走 横走 員殺条痕 。。
6ι21 12 池'I'II 明褐色 明褐色 良好 深鉢 腕部 百英角閃石小曜日園前桂)砂粒 横斜走 貝殻条痕

6ι22 11 i血中百 灰褐色 灰褐色 良好 深鉢 胸部 百英角閃石小睡(2図面接)砂粒 横斜走 貝殻条痕

6ι2β 12 i曲中H 灰白色 筒灰色 良好 深鉢 劇部 百英角閃l:i'IJ、時(1園前能)砂粒 被斜走 貝殻条痕

6ι24 11 池中H 黒褐色 黒褐色 良好 深鉢 胸部 石英角閃E小睡(2圏萌桂) 横斜走 貝殻条痕

6ι25 11 池中E 褐灰色 黒褐色 良好 t重鉢 E再部 石英角1lIl:i雲母片小碓(2悶菌佐)砂粒 検ーま↓走 員殻条痕 。
6ι26 11 i也'I'II 褐灰色 褐灰色 良好 深鉢 E持部 百英角閃石雲母片小難(1図面接)砂粒 横斜走 貝殻条痕

6ι27 11 i也中証 褐灰色 明褐色 良好 深鉢 胸部 石英角閃百小碓(1園前桂)砂粒 斜走 検斜走 員殻条痕

8ι28 11 泊中H 灰褐色 黒褐色 良好 深鉢 網部 百英角閃石IJ、時(2..苗倍)砂粒 横斜走 貝殻条痕 。
6ι29 11 池中H 褐灰色 褐灰色 良好 深鉢 納部 石英角閃E小碓(1園前桂)砂粒 横斜走 貝殻条痕

6ι30 11 i也中E 黒褐色 灰褐色 良好 深鉢 腕部 百英雲母片;j、曜日園前推)砂粒 検ー斜走 員殺条痕

6ι31 11 討由中E 黒褐色 黒褐色 良好 深鉢 腕部 石英角閃百小碓(2国前佳)砂粒 横斜走 貝殻条痕

6ι32 11 i也中古 黒f耳色 褐灰色 良好 深鉢 腕部 E英角閃百小曜日園前詰)砂t~ 斜走 貝殻条痕

6ι33 12 泊中I上貝 黒褐色 褐灰色 良好 深鉢 劇部 百英角閃石小碓(3関前徒)砂粒 斜走 貝殻条痕 。
67-34 11 i池'I'II 褐灰色 黒色 良好 深鉢 胸部 石英角閃石 1)、睡(2園前接)砂粒 横走 横斜走 貝殻条痕 。。
67-35 11 i由中H 担音黄僚色 灰褐色 良好 深鉢 腕部 E英角罰百小曜日国首揖)砂粒 貝殻条痕

67-36 12 池中宜 黒褐色 黒褐色 良好 深鉢 腕部 百英雲母片小碓(3園前佐)砂粒 斜走 横斜走 員殻条痕

67-37 11 池中百 灰褐色 灰褐色 良好 深鉢 胸部 石英角閃百小曜日盤面桂)砂粒 斜走 員殻条痕 。
67-38 11 池中I 黒褐色 黒褐色 良好 深鉢 劇部 百英角閃石小母(2関前段)砂粒 斜走 続斜走 貝殻条痕

67-39 11 池中E 黒褐色 灰褐色 良好 深鉢 胸部 石英角閃石雲母片砂粒 横走 斜走 貝殻条痕

67-40 11 i也中E 褐灰色 灰褐色 良好 深鉢 岡部 石英角関石小碓(2園前推)砂粒 横走 横走 貝殻条痕

第25表第I-b群土器観察表
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第67図第I-b群土器実測図③ (S=1/3) 

-第 I・・・-c群土器(第68図・第69図， 第26表)

地文は横・斜走条痕÷ナデ消しが確認される。文様は貝を数条単位で施文を行い，全体に曲線文様を

施す。口唇部の外側に刻みを有するが 口唇~口縁部聞にかけた刻みも確認される。底部は不明。尖

底・丸底・平底が考えられる。

1の地文は内・外面とも横・斜走条痕+ナデ消しを確認，内面には指頭圧痕も確認される。文様は曲

線条痕が波状・山形状に施文される。その後 口唇部外面一口縁部にかけて揃描き状の刻みを縦方向

に施す。工具は不明。また左側に補修孔が確認され，外面→内面方向へ穿孔している。 2の地文は内

面に斜走条痕+ナデ?消しが確認され，その後指頭圧痕が加わる。外面は不明。文様は1同様曲線条痕が

施文される。 2-4条の条痕で波・弧状の曲線を施文する。胴部下半は磨滅により地文・文様が消えて

いる。また土器は粘土帯で、割れている可能性が高い。文様・調整等から 1と同一個体の可能性が考え

られる。 3の地文は内・外面に横・斜走条痕+ナデ消しが施される。また内面には指頭圧痕も確認され

る。日縁部に波状の曲線条痕を施文，その後刻みが施される。口唇部の器壁は薄く調整され，その際

に余った粘土を口唇部外面へ入れ込んだ痕跡が確認される。刻みは口唇部外面~口縁部聞に縦走する

櫛描文が施される。 4の地文は内・外面に横走条痕+ナデ消しが施される。内面には条痕後の指頭圧痕

も認められる。文様は部分的に曲掠条痕を確認，口唇部外面は刻みを施す。口唇部は平坦に調整され，
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これにより口唇部外面を肥厚させている。刻みは口縁部にかけて櫛描きの縦走施文を行う。この土器

は波状口縁をなす。 5の地文は内面に横走条痕÷ナデ消しが施される。また指頭圧痕も確認される。

外面は不明。曲線文様が波状に施されるが 波状よりも半円状に近い施文と思われる。口唇部は平坦

調整を行い，その際に余った粘土を口唇部外面へ入れ込んだ痕跡が確認される。 6の地文は内面に斜

走条痕+ナデ消しが施され また指頭圧痕も確認できる。外面は不明。文様は曲線条痕が部分的にわ

かる。口唇部の器壁は薄く調整され，その擦に余った粘土を口唇部外面ヘ入れ込んだ痕跡が確認され

る。刻みは口唇部外面~口縁部にかけて櫛描き条痕が縦方向に施される。 7の地文は内面に横・斜走

条痕+ナデ消し，内面は指頭圧痕も確認される。文様は曲線条痕を施す。口唇部は平坦に調整され，

余った粘土を口唇部外面に入れ込んで、いる。刻みは口唇部外側から口縁部にかけて斜走条痕を櫛描き

施文。 8-9-10の地文は内面に横走条痕+ナデ、消しが確認される。外面は不明だが 8・10は横走条痕を施

す。施文・調整等は曲線条痕が確認される。刻みは 8・10は斜走 9は縦走条痕が櫛描き施文される。

11は内面に横走条痕+ナデ、消しが確認されるが外面は不明。 12の地文は内・外面ともに不明。 11・12は

内・外面に指頭圧痕が確認される。文様は曲練条痕。口唇部は平坦調整。刻みも口唇部外面~口縁部

聞に斜走条痕を櫛描き施文。 11・12は同一個体の可能性も考えられる。 13の地文は内面に横走条痕+

ナデ消し。内-外面には指頭圧痕も確認される。文様は3条単位で曲線条痕を楕円状に施文するが線は

細い。口唇部は平坦調整され，その後刻みが施される。刻みは口唇部外面~口縁部聞に斜走条痕を櫛

描きするが線は細い。 14の地文は内・外面ともに不明。内面にはナデが確認される。文様は 6条単位

の曲糠条痕を蛇行施文。口唇部外面はヘラ状工具による刻みが施される。また口唇部直下に補修孔が

外面→内面方向への穿孔が確認される。 15の地文は内面に横・斜走，外面は横走条痕+ナデ消しが確

認される。また内・外面には指頭圧痕も確認される。文様は 1-4条単位の曲線条痕を蛇行施文させる。

口唇部は平坦に調整され外面にはヘラ状工具による刻みが施される。この土器は波状口縁をなす可

能性も考えられる。 16は内面に横走 外面に斜走条痕が認められる。文様は曲線条痕。 17の地文は

内・外面に斜走条痕が確認される。文様は部分的で、あるが曲綿条痕が施される。口唇部内・外面はナデ

調整が施され，員の先端によると思われる刻みが確認される。 18の地文は内面に横走，外面は斜走

条痕が確認される。内面はナデ消しされ，その後指頭圧痕が加わる。文様は曲線条痕を施文。口唇部

外面には丸棒状工具によって刻みが施される。

14 
15 
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第69図第1-c群土器実測図② (S=1/3) 
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図版 出土
層位

色 調
焼成 器種 胎 土

地文(貝殻条痕)
施文

炭化物
備考

番号 地区 タト面 内面
部位

外商 内面 外面内面

6品 1 11 池中H 黒褐色 黒褐色 良好 深鉢 口縁部 E英角関E.雲母片!]、確(1図面桂)砂粒 検ー斜走 横斜走 貝殻条痕 。。補修孔71)
61レ2 11 ii!!中H 黒褐色 黒褐色 良好 深鉢 胸部 石英角関百小碓(11l!1前桂)砂粒 ま↓走 貝殻条痕 。。
6品 3 11 i也中E 褐灰色 褐灰色 良好 深鉢 日縁部 石英雲母片小醒(2盟苗植)砂粒 横ーまi走 横斜走 貝殻条痕 。。
61ト4 11 池中E 黒色 黒褐色 良好 深鉢 口縁部 E英雲母片!]、醒(3園前陸)砂粒 横走 横走 貝殻条痕 。。波状口縁
68-5 11 池中宜 褐灰色 褐灰色 良好 深鉢 口縁部 石英小曝(2園前接)砂粒 横走 貝殻条痕 。。
6品 6 11 i曲中里 黒褐色 黒褐鼠 良好 深鉢 口縁部 石英小躍(2関前住)砂粒 斜走 貝殻条痕 。。
6ι7 11 池中E 黒褐色 灰褐色 良好 深鉢 ロ縁部 E英小碓(3園前桂) 横ー斜走 貝殻条痕 。
68-8 11 池中E 黒色 黒褐色 良好 深鉢 ロ縁部 雲母片，j、障(3図誌接) 横走 横走 貝殻条痕 。。
61ト9 11 池中E 黒色 黒褐色 良好 深鉢 口縁部 石英雲母片，j、時(l園前桂)砂粒 横走 貝殻条痕 。
68-10 11 池中E 黒色 黒色 良好 深鉢 口縁部 石英小睡(2盟薗桂)砂粒 横走 横走 貝殻条痕 。。
68-11 11 池中E 褐灰色 褐灰色 良好 深鉢 口縁部 百英角関百雲母片，j、時(2関前佳)砂粒 貝殻条痕 。
61ト12 11 i也中E 黒褐色 黒褐色 良好 深鉢 口縁部 石英雲母片小躍(2"，首桂)砂粒 貝殻条痕

69-13 11 i也中E 明灰褐色 黒褐色 良好 深鉢 口縁部 石英雲母片小曜日図苗桂)砂粒 横走 艮殻条痕 。。
69-14 11 池中E 褐灰色 淡黄色 良好 深鉢 日縁部 石英角関石雲母片!]、曜日巴前桂)砂粒 貝殻条痕 。 補修孔7

'
)

6fト15 11 i也中E 掲灰色 褐灰色 良好 深鉢 口縁部 百英雲母片小睡(2鑓韻接)砂粒 横走 横~.'I走 貝殻条痕 。
69-16 12 II包中E 明褐灰色 明褐灰色 良好 深鉢 劇部 石英角凋E.，j、磁(5図面接)砂世 斜走 横走 貝殻条痕

69-17 12 泊中H 黒褐色 fIl灰色 良好 深鉢 口縁部 石英小曜日図前佐)砂粒 斜走 斜走 貝殻条痕 。
6，ト18 11 i也中H 黒色 灰褐色 良好 深鉢 口縁部 石英 'j、理(2閤前住)砂粒 斜走 横走 貝殻条痕 。。

第26表第1-c群土器観察表

-第1-d群土器(第70図，第27表)

文様は縦走→斜("'-)走の順で施文される。条痕は直線的に口唇部~胴部間を施文。ここでは2点

図化した。小破片も 2点確認されているが 1と同一個体の可能性も考えられる。

1の地文は内面に横走，外面に斜走条痕が施される。条痕後，内・外面はナデ消しされている。文

様はほぼ縦走→斜("'-)走の組み合わせが確認される。縦走は口唇外面から胴部にかけて2条単位で

の櫛描きが施される。また縦走条痕は刻みを兼ねている。斜走条痕の条痕単位は不明。口唇部直下か

ら構描きされる。 2の地文は内面に横・斜走条痕，外面に斜走条痕が施される。文様・調整等は lと同

じ。

、、、 。 10cm 

第70図第I-d群土器実測図 (S=1/3) 

第27表第1-d群土器観察表
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-その他の土器群(第71国，第28表)

ここではa-dに該当しない土器を扱う。基本的に文様は沈線で構成されるが，施文方法はそれぞ

れ異なる。

1の地文は内・外面ともに不明。口唇部は平坦調整がなされる。文様は口唇部外面から縦走沈線を

丸棒状工具によって施文縦走沈線後に「コjの字型の沈椋が口縁部に施される。 2の地文は内面に横

走条痕+ナデ、消しが確認されるが外面は不明。文様は丸棒状工具によって弧状沈線が施される。この

土器の上部には直線的な文様も確認される。曲線・直線文様の組み合わせであるが施文順序は不明。

また条痕の状況からすると，内側に傾くものと思われる。 3の地文は内・外面ともに不明。ただし指

頭圧痕が内・外面に確認される。文様はヘラ状工具によって幾何学状に四角形を施文する。また下部

に粘土接合帯が確認され内傾であることがわかる。右京西遺跡、出土のNo.27土器に非常に似ているが，

地文の有無についてこの土器は異なる。 4・5の地文は内・外面ともに不明。ただし内・外面にナデと指

頭圧痕が確認される。文様はへラまたは丸棒状工具による細沈線が横・斜方向に施される。 2点、とも 2

本単位で施文したものと思われる。 4の上部は粘土帯が確認され内傾接合であることがわかる。
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第71図 その他の土器群実測図 (S=1/3) 

関版 出土
層位

色 調
器種 部位 胎 土

地文(貝殻条痕)
施文

炭化物
備考

番号 地区 外面 内面
焼成

外商 内面 外面内面

71-1 10 W 黒褐色 黒褐色 良好 深鉢 口縁部 石英角閃石 IJ、確(2"前倍)砂粒 沈線

71-2 11 池中I 褐灰色 褐沃色 良好 深鉢 腕部 石英角閃石雲母片小睡(3盟闘技)砂粒 横走 i士線

71-3 11 i也'1'11 褐灰色 褐灰色 良好 深鉢 腐部 石英角閃百小碓(3"，前徒)砂粒 調n沈線 内傾接合

71-4 11 i曲中E 黒褐色 黒褐色 良好 深鉢 E持部 石英角閃石雲母片 IJ啄(2盟前揖)砂粒 細沈線 i今{頃接合

71-5 11 i由中E 黒褐色 褐灰色 良好 深鉢 目再部 百英角閃E雲母片小曜日図面接)砂粒 締沈線

第28表 その他の土器群観察表
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小結

第 I群は貝殻条痕系土器群であり，施文の違いによりa-d!こ4分類した。そのほとんどに内・外面

に地文(貝殻条痕)が確認され 条痕がないものはナデ消しが加わると思われる。また地文がないも

のも確認され，土器全面をナデによって調整を行っているものと思われる。文様は直韓および曲線の

貝殻条痕が確認され，口唇部のほとんどは外側に刻みを有する。文様は直線施文→曲線施文へ変化し

ていると思われるが，J音位的に遺物が把握されていないため断定はできない。口唇部刻みは刻みだけ

のもの，口唇部まで延びるもの2種類が確認される。後者は刻み・文様としての機能を兼ねたものとし

て考えられる。この施文技法は第 1-c群にみられる。第 1-d群では鋼部にまで達するが，先後関係で

捉えることはできない。現時点で第1-a-I-d群土器は時間的に並行関係 あるいは先後関係であっ

たのかは不明で、ある。

また貯蔵穴内出土の土器であるが，すべて直線の条痕で施文されている。土層細分も行ったが，す

べて同じような土器が出土している。また第 1-a群の22は岩盤直上で、出土していることは遺物説明で

述べた。このことから貯蔵穴内の土器は第I群と考えられ，施文方法から分類すると第I-b群に含ま

れることがいえる。 No.1貯蔵穴において出土土器が確認されなかったことも遺物説明で述べた。し

かし，他の貯蔵穴 (No.2・3)から考えると第I群の時期と並行関係であることがいえる。

(註1)第I群土器の資料整理にあたっては水ノ江和同氏よりいろいろとご教示を得た。しかし本報告の分類につ

いては筆者に責がある。

(註2)斜走条痕の方向は，左上ー右下・右上ー左下の 2種類が確認される。ここでは前者を"，-，後者を/に置き換え

て条痕方向とする。

[参考文献]
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高橋信武 1985r右京西遺跡j荻台地の遺跡X荻町教育委員会
藤田和裕 1985r名切遺跡』長縄県文化財調査報告書第71集長崎県教育委員会
江本直 1988r曽畑』熊本県文化財調査報告第100集熊本県教育委員会
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福田一志編 1997r伊木力遺跡IIj長靖県文化財調査報告書第134集長崎県教育委員会
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-第E群土器(第72図・第73図，第29表)

ここでは前期後半の曽畑式土器を第百群とした。出土点数が少なく 小破片であるため詳細は不明

である。胎土は主に滑石の混入が確認され1-2mm前後のものが目立つ。文様も幾何学文様で構成され

ている。また一括資料が確認されたことも曽畑式土器を第E群にした根拠でもある。

1は外反口縁である。内-外面はナデ調整が確認される。文様は丸棒状工具によって短沈糠が施さ

れ，施文)1原序は横走沈線→斜走沈線の)1頂となる。口縁部内面は2列の刺突列点文が確認される。施文

具は半裁竹管と思われ，下から上に刺突が加わる。また口唇部には丸棒状工具による刻みが斜方向に

確認される。 2は外反日縁である。内-外面ともにナデ調整が確認される。文様は内・外面に丸棒状工

具と思われる沈線が確認される。外面は横走→斜走の)1顕で施文が行われる。横走する短沈線は内・外

面に 4段確認される。口唇部は丸棒状工具によって斜方向に刻みが施される。 3は内・外面ともにナ

デが確認される。文様は横走する短沈線が内・外面に3段確認される。施文具は丸棒状工具と思われる。

口唇部も丸棒状工具による刻みが斜方向に施される。 4は1-3に比して口縁部の外反が強い。内-外

面にはナデ調整が確認される。文様は外面に横走→斜走，内面には横走する短沈線が確認される。施

文具は丸棒状工具によるものと思われる。口唇部も丸棒状工具による刻みが斜方向に施されている。

口唇部直下には横走する短沈椋が潰されている。このことは外面施文後に口唇部を成形したものと思

われる。 5は内・外面ともにナデ調整が確認される。文様はナデ調整後に横走する連続刺突が加わる。

施文具は半裁竹管によるものと思われ，一定の間隔で刺突が行われている。連続刺突は5段確認され

る。口唇部はヘラ状工具よると思われる刻みが斜方向に施される。 5は深場遺跡出土第田群第1類土

器(註)に類似しているが，内面に条痕を有する点では異なる。 6は胴部上半。内・外面にナデ調整が確

認される。文様は丸棒状工具によって短沈線が施され，横走→斜走の)1慎序で、施文が行われる。

7は胴部上半。内-外面はナデ調整が確認される。文様は短沈線で構成されると思われる。施文は横

走→斜走，斜走沈掠は¥→/の順で行われる。施文具は丸棒状工具と思われる。また内面には粘土帯

が確認され接合は内傾で、あることがわかる。 8は胴部上半。内-外面ともにナデ調整。内面には指頭

圧痕が確認される。文様は横走→縦・斜走沈線の順で施文が行われる。 9は内・外面ともにナデ調整。

内面は希薄で、はあるが横走条痕も確認される。文様は丸棒状工具によって横走沈線が施されるが，部

分的であるため詳細は不明。 10は内・外面にともナデ調整が確認される。内面は希薄であるが斜走条

痕が確認される。文様は縦・斜・横走沈線で構成される。施文具は丸棒状工具によると思われる。施文

)1原序は縦走→斜・横走の順が確認されるが，斜-横走の先後関係は部分的であるため詳細は不明。

11は底部。内-外面にナデ調整が確認される。文様は底部中心に向かつて沈糠が放射状に施されると

思われる。 12は内・外面ともにナデ調整が施されるが，内面は僅かに条痕が確認される。文様は直線

の組み合わせで多角形を構成している。いわゆる蜘妹巣形の底部である。施文具は丸棒状工具と思わ

れる。また内面には指頭圧痕も確認される。
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図版 出土
層位

色 調
焼成 器1重 部位 飴 土

調繋
施文

炭化物
備考

番号 地区 外面 内面 外面 内面 外面内面

72-1 12 i也'1']] 褐灰色 明褐灰色 良好 深鉢 1::1縁部 滑石角閃石小磯(1四前後)
ナデ ナデ 沈線 。

72-2 12 i也中E 褐灰色 椀褐灰色 良好 深鉢 口縁部 滑石戸j肉石小磯(1園前後) ナデ ナデ i流線

72-3 12 i也中E 掲灰色 褐灰色 良好 深鉢 口縁吉s 滑石ー角関石小磯(1阻前後) ナデ ナデ 沈線

72-4 11 i曲中1上貝 褐灰色 褐灰色 良好 深鉢 口縁部 滑石角関石小隊(1阻前後) ナデ ナデ 沈線 。。
72-5 11 池中 I上員 黒褐色 褐灰忽 良好 深鉢 口縁部 滑石魚肉石小磯(1回前後) ナデ ナデ 沈線 。
72・6 池内 褐灰色 明褐灰色 良好 深鉢 網部 i骨石角何石小磯(1阻前後) ナデ ナデ 沈線 。
72-7 11 討由中E 褐灰色 褐灰色 良好 深鉢 腐部 滑石角閃石小様(1園前後) ナデ ナデ 沈線

72-8 池内 褐灰色 褐灰色 良好 深鉢 腕部 滑石角関石小隊(1回前後) ナデ ナデ 沈線 。。
72-9 11 i也中宜 褐灰色 褐灰色 良好 深鉢 網部 滑石ー角掬石小磯(1園前後) ナデ 条1長叶デ it線

72-10 池内 掲灰色 灰褐色 良好 深鉢 軍司部 滑石角閃石小磯(1阻前後) ナデ 条痕+tF 沈線 。
72-11 11 i也中I上貝 褐灰色 黒褐色 良好 深鉢 底部 滑石魚肉石小磯(1回前後) ナデ ナデ 沈線 。。
72-12 池内 暗黄燈色 暗黄鐙色 良好 深鉢 底部 滑石角関石小磯(1回前後) ナデ 条1良+tデ it線

73-13 12 i也中宜 黒褐色 褐灰色 良好 深鉢 一括資料 滑石角凋石小媒(1阻前後) ナデ 条痕+ナヂ {古線 。。波状口縁

第72図第E群土器実測図① (S出 113)

第29表第E群土器観察表
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13の地文は内面に員殻条痕が確認されるが外面は不明。条痕調整後は内・外面にナデ調整が施され

る。文様帯は口縁部・胴部(最大径)・胴部下半の 3つに区画される。口縁部は横走→斜走沈綾の順で

施文される。斜走沈線は¥→/の順で施文され山形文をなしている。胴部(最大径)は折帯文で構成

され，/→¥の順で

る。直掠沈線は 1.3.4本単位で「代くJの宇状の施文が確認され， iXJの宇状も施文も部分的であるが

確認される。曲線沈線はi8Jの字状の施文が認められる。また半円状の施文も確認されるが部分的な

ものである。口唇部は連続刺突が斜方向に刻まれている。断面は三角形の形状をなす。刺突は上→下

方向ヘ施されている。口唇部直下に連続刺突が確認されるがこれは部分的に施文したものである。お

そらく外周途中で連続刺突を止めたものと思われる。 13は緩やかな波状口縁をなしており，波頂部は

6カ所確認できる。

小結

今回，出土土器が小破片であり，遺物の絶対量が少ないことから詳細な分類は困難であった。しか

し，口縁部の形態は大きく 2種類に分類された。口縁部内面に連続刺突を有するものと短沈線を有す

るものである。前者は1段と2段に細分を行うことが可能で、ある。このことから本遺跡出土の曽畑式土

器が単一の土器群で構成されたものではないことが言えよう。

また一括資料が確認されたことから，他の遺物は流土によって移動していないことが考えられる。

先述の通り第E群土器は大きく 2種類に分類できたが 出土点数・遺物の規模などから今回は一括し

た。

(註)Figll.第盟群第I類土器実測図68に類似。

[参考文献]

渡遺康行 1984r長輔市立深堀小学校校舎建築に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書』長崎市教育委員会
江本 直 1988r曽畑』熊本県文化財・調査報告第100集熊本県教育委員会
同志社大学考古学研究室編 1990r伊木力遺跡』多良見町教育委員会
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-第E群土器(第74図・第75図，第30表)

中期の船元式系土器と春日式系土器と思われる一群である。後者は胎土に滑石を含み，器壁は薄く，

土器表面は滑石混入土器特有の光沢がある。土器の内・外面は貝殻条痕調整である。第75図 1・2のよ

うに口縁部が内湾するキャリバー形を呈する土器があり 春日式土器と判断した根拠にもなっている。

船元式系土器(第74図，第30表)

底部は欠損のため施文は不明で、ある。おそらく撚糸文と思われ また底部の形状は丸底の可能性が

高い。器形は一般的な船元式土器に比べると起伏の変化が乏しい。内面は条痕+ナデ調整が確認され，

口縁部には撚糸文も加わる。撚糸は内・外面ともに¥方向となる。口唇部は波状口縁をなすが，部分

的に欠損している。波頂数は推定6と思われる。

春日式系土器(第75図，第30表)

1・2は口縁部。キャリパー形を呈するものと思われる。内・外面ともにナデ調整が施され，全体的

に指頭圧痕も確認される。またナデ調整以前の貝殻条痕も希薄ではあるが内・外面に確認される。口

唇端部は平坦に調整され，調整時に余った粘土を内面に入れ込んで、いる。 1.2は同一個体の可能性も

考えられる。 3・4は内・外面に貝殻条痕が確認される。内面は横走条痕 外面は横・斜走条痕となって

いる。条痕はナデによって消されており その後指頭圧痕が施されている。この土器も同一個体の可

能性が考えられる。 5は舟形の口縁部。波状口縁をなし 波頂部は長軸に 2カ所あったと思われる。

口縁内面には条痕が確認される。内-外面ともにナデ調整が施されている。

。 10c円、

第74図第血群土器実測図 (S=1/3) 
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図版

番号

74 

75-1 

7，ト2

7~ド3

75-4 

7与5

小結

出土
地区

12 

A-13 

A-14 

11 

層位
色 言湾

外而 内面

池中E 褐灰色 灰褐色

V 持灰色 褐灰色

石垣遺構一F 褐灰色 褐灰色

il由中I 灰白色 灰白色

池内ツカ 灰白色 灰白色

u也内J'l. 日塑l色 褐色

一一一一一一/〆 。 10cm 

第75図第血群実測図 (S=1/3) 

焼成 器種 部位 胎 土
調整

施文
炭化物
備考

外商 内証言 タト福 内面
良好 深鉢 IJ縁~闘部 角関石ー雲母片小隊(1園前桂)砂粒 ナデ 条痕+ナテ' 撚糸 。
良好 深鉢 ロ縁部 滑石小隊(1四前桂) 条1良+ナテ'条痕+ナテe 。。キャリパ形
良好 深鉢 口縁部 滑石"J、隊(1園前桂) 条痕+ナデ 条痕+ナテ' 。。キャリパー形
良好 深鉢 網部 滑石角関石小様(1図前{長) 条痕+ナデ 条痕+ナデ

良好 深鉢 胸部 i骨石角関石"J、残(1図前後) 条1長+ナテ。 条痕+ナテ'

良好 深鉢 [J縁部 型6小磯(2草壁_)_ L士デ 条痕+ナテ' 。。i晶状口縁
第30表第E群土器観察表

第血群土器は縄文中期に比定されることが確認された。この他に大村湾沿岸では伊木力遺跡第6群

土器が同時期にくると思われる。第6群土器は船元式土器と報告されている。本遺跡と同型式の土器

であるが施文方向が異なる。第盟群は斜方向に撚糸文が施文されるのに対し 第6群は横方向に施文

されている。また前者は撚糸のみで施文が構成されるのに対し 後者は撚糸以外の施文も加わる。船

元式土器の型式変化でみると第皿群土器が後続すると思われる。

{参考文献}

同志社大学考古学研究室編 1990r伊木力遺跡J多良見町教育委員会
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-第U群土器(第76函，第31表)

後期初頭の坂の下式系土器を一括した。胎土に滑石を含む。文様は阿高式土器の凹線文が沈線化し

たもので，施文も浅く，粗雑で、ある。口縁部に数条の横走沈線を施すのみの資料もある。

1は内・外面に条痕+ナデが確認される。文様は口縁部に 2-3条の横走沈線が施される。施文具は

丸棒状工具の先端を尖らせたものと思われる。口唇部は平坦に調整が施される。また部分的に口唇部

に粘土貼付後，端部を丸棒状工具で刺突を行う。部分的な刻みである。刻みはほぼ上から下へと行わ

れる。内面の口縁部直下から器壁が薄くなっており 断面は内湾気味となる。 2は1同様である。粘

土帯が確認され内傾接合で、あることがわかる。また 2は1と同一個体の可能性も考えられる。 3は内

面に横・斜走，外面に斜走条痕が確認される。その後内・外面ともにナデが施され，外面には指頭圧痕

も確認される。 4は内面に横・斜走，外面に斜走条痕が確認される。また内・外国にはナデが施され，

外面には指頭圧痕も確認される。この土器は粘土接合帯で接合していることから内傾であることがわ

かる。 6は内面に横走条痕が確認される。外面は不明。内・外面ともにナデが施されており，ナデ後

の指頭圧痕も確認される。外面はヘラ状工具によると思われるナデ調整も認められ，斜方向に調整痕

が確認される。口唇端部は刻みがほどこされ 指によって施文されたものと思われる。 6は内・外面

ともにナデ調整が確認される。また内面には指頭圧痕も認められる。文様は横・斜走する大小の沈線

が施文される。施文具はヘラ状・丸棒状工具を併用したものと思われる。口唇部は平坦に調整されて

いる。 6の粘土接合帯は口唇部直下と口縁部直下の 2カ所が確認される。前者は外傾接合，後者は内

傾接合となっている。 7は内・外面ともにナデ調整が確認される。文様は丸棒状工具で大小の沈糠を

施文している。内面は指頭庄痕が顕著にみられ また粘土接合帯も 2カ所確認される。いずれも内傾

接合となっている。 8は後期阿高式系土器と思われる。内-外面ともに条痕+ナデ消しが施され，ナデ

消し後の指頭圧痕も確認される。文様は横走する連続刺突が2段施文されている。施文具は丸棒状工

具で上から下に刺突が施される。また刺突文宜下には指による横走沈線が確認される。 9の底面は鯨

骨痕が確認される。部分的であるが内・外面ともにナデ痕が確認される。内面は粘土帯の痕跡を残し

ており，内傾接合であることがわかる。

小結

坂の下式土器は伊木力遺跡からも確認されており，本型式は第9群土器と報告されている。第百群

土器は第9群土器よりも出土点数が少ない。そのため施文の種類が乏しい。多くの文様が存在したと

も考えられる。口唇部刻みの起伏も少なく，無文の土器も確認されている。これは地域的なものであ

ろうか。

[参考文献}

同志社大学考古学研究室編 1990r伊木力遺跡』多良見町教育委員会
古門雅高ほか 1997r伊木力遺跡IIJ長崎県文化財調査報告書第134集長崎県教育委員会
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図版 出土
震位

色 調
焼成 器種 胎 土

調設
施文

炭化物
俄考

番号 地区 外面 内面
部位

外面 内lIii タト面 内証言

7ι1 12 i曲中E 褐灰色 褐灰色 良好 深鉢 日縁部 i骨石角肉石小隊(2阻前後) 条痕+ナテ'条痕+ナテ' 沈線 。
7ι2 12 i也中自 褐灰色 褐灰色 良好 深鉢 口縁部 滑石。角肉石・小磯(2園前後) 条痕+ナテ'条痕+ナテe 沈線 内{頃

7ι3 12 池中耳 褐灰色 褐灰色 良好 深鉢 劇部 i骨石小隊(1園前後) 条痕+ナテP 条痕+ナテe

7ι4 11 i由中I.n 褐灰色 褐灰色 良好 深鉢 胸部 滑石角関石小磯(2血前後) 条痕+ナテ'条痕+ナテ'

7ι5 11 i也中I上気 明黄褐色 明黄褐色 良好 深鉢 口縁部 滑石角関石小磯(1回前後) 条痕与すデ 条痕÷ナデ
7ι6 表採 明褐色 明褐色 良好 深鉢 口縁部 i骨石角関石小磯2園前後) ナデ ナデ 沈線 。
7ι7 11 池中I上!'t 灰白色 灰白色 良好 深鉢 納部 i骨石角閃石小磯(2悶前後) ナデ ナデ 沈線 内傾ー外傾

7ι8 i也I崎 t号色 褐色 良好 深鉢 胸部 滑石・角閃石小磯(3園前後) 条1良+ナテa 条痕+ナテa 刺突沈線 口縁~劇部

7ι9 12 討由中E 明褐色 明褐色 良好 深鉢 底部 滑石魚肉石小磯(2園前後) ナデ ナデ 鯨底ー内傾

第31表第百群土器観察表
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-第V群土器(第77図，第32表)

後期中葉の宮下式系土器と思われる資料と 後期の粗製土器を一括した。 1は内湾する口縁部をも

ち，さらに口縁部を波状に成形するという点で，典型的な宮下式の深鉢形土器といえる。北久根山式

土器以来の沈線端刺突の技法も多用している。粗製土器は混和材として員粉を胎土に混入させ，器壁

も厚いところから後期と判断した。

1は内・外面ともにナデ調整が確認され

る。文様は沈椋と刺突の組み合わせで構成

されている。沈線は縦走と斜走が確認でき

る。縦走沈線は上から下へ施文されている。

この縦走沈娘の止めの部分には力を加えて

おり，その部分だけ刺突状になっている。

斜走沈線も同様である。刺突文は4カ所確

認でき，斜走沈線との間に施文されている。

1は波状口縁をなす。 2は内面に横走条痕

が確認されるが外面は不明。内-外国とも

にナデ消しが施される。外面は斜方向にナ

デが施されており，ナデ後の指頭圧痕も確

認される。外面のナデはヘラ状工具による

ものと思われる。

o 10cm 

第77図第V群土器実測函 (S=1/3) 

第32表第V群土器観察表

小結

第V群土器は出土点数が少ない。しかし重要な意味をもっ土器(註)である。この土器は大村湾沿岸

部では確認されていない土器群である。県内では五島灘沿岸部で確認されている。大村湾沿岸部での

出土は本遺跡が初めての例であり 他の沿岸部地域でも出土する可能性が高いと思われる。

(註)第77図1をさす。

[参考文献]

古門雅高ほか 1998r宮下貝塚j富江町文化財調査報告書第I集長崎県富江町教育委員会
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-第U群土器(第78函，第33表)

晩期中葉の黒川式系土器と判断した一群である。 3は胎土に結晶片岩を混和材として入れている。

大村市付近の当該期の窒形土器の胎土に結品片岩を混入することはすでに指摘されている(大野

2001)。深鉢形土器と考えられる資料はいずれも外面は貝殻腹縁による条痕調整で，内面はササラ条

痕か，条痕ナデ消し調整である。

1は内・外面ともに貝殻条痕+ナデ?調整が施され，外面は部分的に指頭圧痕も確認される。口唇部は

部分的に平坦調整がなされている。 2は1同様内・外面に貝殻条痕÷ナデ調整が施される。内面には指

頭圧痕も確認される。口唇部は 1に比して丸みを帯びる。 3は内・外面ともに員殻条痕+ナデ消しが施

される。特に内面はナデ調整が強く，条痕をほとんど確認することができない。 3は粘土帯で接合し

ており， 4カ所粘土帯が確認される。土器の傾きは内傾である。

。 10c打、

第78図第百群土器実測図 (S=1/3) 

第33表第w群土器観察表

小結

今回 3は第百群とした。しかし外面条痕が斜・縦走しており，またナデ消しも強くは施されていな

い。内面はほとんどナデによって消されている。 1.2と様相が異なる土器である。 3は今後検討する

必要性がある。

[参考文献]

大野安生 2001r沖田地区出土土器の検討Jr西海考古j第4号西海考古同人会
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-第四群土器(第79図，第34表)

第 I~vr群土器に該当しない土器を第四群とした。基本的に文様は粘土紐・沈線・刺突の組み合わせ

で構成される。胎土の特徴からは第V群に類似するが，断定する根拠が希薄なため第V群とは別にし

。
た

1は内・外面にナデが施される。文様は基本的に沈線と刺突で構成される。施文順序は粘土紐を横

→円の順でに貼り付け後，沈線および刺突を加える。刺突は粘土貼付(横走)の上面も確認すること

ができる。施文具は沈線・刺突ともに丸棒状工具によるものと思われる。内面には斜走する細沈線が

¥・/方向に確認される。 2もl同様の調整・施文が確認される。 1と異なる点は横→斜の11債で粘土紐

が貼り付けられ，内面に/方向の細沈線が施されていることである。口唇部にも刺突が確認される。

施文具は丸棒状工具によるものと思われる。 3は内・外面ともにナデ調整が施され，内面は指頭圧痕

も確認される。外面は 1・2同様に粘土紐貼り付けが確認され その後沈線が¥→/の傾で施文される。

施文具はヘラ状工具によるものと思われる。また粘土紐(横走)の上面には丸棒状工具によると思わ

れる刺突も確認される。口唇部の調整等は不明。内面は/方向で細沈線が施され，施文具はヘラ状工

具と思われる。

"~i，'è-\i ~.. 

2 
。 lOcm 

第79図第四群土器実測図 (S="1/3) 

第34表第四群土器観察表
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玖島城跡出土の第 I群土器について

はじめに

今回の調査で多量の縄文土器が出土しているが，中でも特に員殻条痕系土器群が大半を占めている。

これらの土器群は第I群として分類を行い さらに施文の遣いによってa-dの4つに細分を試みた。

ここでは第I群土器の検討および層位的な関係を把握し その位置づけを図ることを目的とする。

出土土器について

第I群土器は貝殻条痕系土器群でで、ある o 内容等lはまp.12却6-p.139で

るが，各土器群の概要を説明する。

第1-a群土器

地文は貝殻条痕で構成される。日縁部はラッパ状に開くものと底部から直娘的に立ち上がるものが

ある。施文は直綿的な文様で構成され，施文具は貝殻あるいはヘラ状工具と思われる。口唇部は刻み

を有する。また貝殻腹縁による数段の連続刺突文が確認される。口唇部は貝殻腹縁によって刺突が施

される。

第Iゐ群土器

右京西遺跡の断面採集土器に類似する。貝殻条痕を地文にもち 口唇外面は刻みを有する。文様は

直線条痕の組み合わせで構成される。これらの土器群は第I群土器の中で最も多く確認されている。

貯蔵穴内から出土した土器もこの群に含まれる。

第1-c群土器

貝殻条痕を地文にもち 文様は曲線条痕が施文される。曲線条痕は全面に施文されていたと思われ

る(第68図2)。口唇部は外面刻みを有するものと口縁部まで刻みがのびるものとが確認される。

第I-d群土器

員殻条痕を地文にもつ O 直線的な文様が確認され施文は縦走と斜走の組み合わせで構成される。

縦走沈線は口唇部外面から胴部まで確認される。

以上が第I群土器の特徴である。この土器群は施文を中心として分類を行ったものである。施文は

直線・曲掠・刺突が確認され また施文の組み合わせによって様々な文様が確認される。

層位について

縄文土器が出土した地点は本来は池が存在しており したがって水抜きを行った後で、調査を行って

いる。土層の堆積状況は極めて良好であり 調査区の壁面すべてに水平堆積が確認された。基本層序

は池中I層と池中H層に分層されており 貝層は前者に2層 後者に 1層確認されている。また前者

は池中 I層上員と池中 I層下員の名称を与えている。後者は員層と醸層で構成されている。しかし複

数の時期におよぶ縄文土器が出土していることを考えると 層位の細分化が必要となった。新規に作

成した土層図は第60図のように7分層することができた。土層の新旧関係は第80図の通りである。池

中H層はIX(貝) • x (蝶)層に対応する。貝層の絶対年代が6200+50年となっていることから匝層
は海底であったといえる。したがって第I群土器はX層からの出土と考えられる。



池中I

1:撹乱 撹乱層

ll:暗茶色粘質土層 近世の遺物と包含層および遺構

IIIa:賛褐色混l燦土層

IIIb:淡黄褐色混磁土層

Na:精茶色粘質土層 ガタの堆穣層。

Nb:暗灰色粘質土層 ピニー凡等が混入。池底のためV層との墳には摩滅が著しい。

Va:青灰色砂質土層 砂層。しまりが強い。

Vb:青灰色砂質土層 砂層。 Va層よりも柔らかい。

Vc:青灰色砂質土層 砂層。 Vb層よりも柔らかい。

Vla:青灰色混砂良層 貝層 (5390士70y.B.P.)

青灰色砂質土層 砂層。(Vla層とVlb層との関に挟まれた約20cmの堆積層。)

Vlb:青灰色混砂貝層 貝層 (5360:!::80y.B.P.) 

国:青灰色砂質土層 堅果類の堆積層。 12区南墜に比して密度は希薄。

淵:青灰色砂質土層 砂層
区:青灰色混砂貝層 貝層 (6200:!::50y.B.P.) 
X:青灰色混磯土層 直径10-40cm前後の磯で構成される。

< 玉葱状の剥離が確認される。粘土質に風化している。

H
H
 

中池

※貝層の年代は補正値を表している。

第80図基本層序新!日対応表

時期について

第I群土器がX層からの出土と考えると 層位的には最も古い時期の土器群であることがいえる。

第1-a群土器は貝殻条痕系土器が分類基準となることは先述したが この分類した基準の中に塞ノ神

式土器が含まれている。第63園5・6・8は口縁部がラッパ状に聞き 山形・平行の沈線が施文される。

また9・10・11・12は員殻腹縁文が施文される。これらの土器は河口貞徳のいう塞ノ神B式c'B式dに

相当すると思われる。したがって第1-a群土器は塞ノ神式の後半に位置づけができると思われる。ま

た岩盤直上で第64図22の出土が確認されており，第63図23-27は胎土・調整等が221こ類似している。

層位的に最も古い時期に位置づけした根拠でもある。したがって第1-a群土器は塞ノ神式土器の後半

に位置づけが可能で、あることがいえよう。

次に第 1-b群の土器であるが右京西遺跡出土土器に施文・口唇部刻みが類似していることは先述の

通りである。高橋信武は右京西遺跡出土土器を f塞ノ:神式土器と従来の轟式土器との橋渡しをなす一

時期を有することは疑いない。jと述べている。この状況が西九州に該当するとすれば，第1-a群→

第Iゐ群への型式的な変遷も考えられる。

第1-c群土器で、あるが，口唇部の刻みに①「口唇部外面に刻みを施すものJ・②「口唇外面から口

縁部まで刻みを施すものJが確認される。第 1-b群には②の技法は確認されず，すべて①の技法で刻

みは施されている。また第I-d群には①の技法は確認されず ②の技法が確認される。第1-c群と栢

異点は②が胴部まで達することである。

以上のことから第I群の型式的な変遷が考えられるとすれば 第1-a群→第1-b群→第1-c群→第

I-d群があげられる。施文では(山形・平行沈線)→(直線条痕)→(曲線条痕)→(宜続沈線)に

変遷。刻みは(口唇部刻み)→(口唇部外面刻み)→(口唇部外面~口縁部刻み)→(口唇部外面~

胴部刻み)への変遷が辿れる(第81図)。しかし第I群土器はX層からは一括で出土したものと思わ

れる。施文等による変遷の有無は不明であるが，第I群土器は早期末に位置づけられると考えられる。

また貯蔵穴であるが，土器は第 1-b群が確認されることから早期末に比定される。県内で早期末の

貯蔵穴は現段階での報告例はない。これまで前期の貯蔵穴が古い時期とされており，大村湾沿岸部で

は伊木力遺跡から前期の貯蔵穴が確認されている。早期末の貯蔵穴は県内で初例である。



おわりに

今回第I群土器を層位的に把握してきた。時期的には塞ノ神式土器の後半に比定される。すなわち

早期末頃に相当するものと思われる。第I群土器には4種類の土器が確認されたが，いずれも一括資

料と思われ，型式的な変化が存在したかは不明である。

第 1-b群土器が右京西遺跡出土の土器に類似することも判明した。県内では報告例はなく大きな成

果といってよいだろう。今後の調査例で上記の型式的変遷が層位的に把握されることに期待したい。

早期末頃の土器群は確認されたが 前期前葉の轟式土器は確認されていない。前期後葉の曽畑式土

器は確認されている。E層 (6200:::!:::50)は貝の堆積層であることから ，早期末以降に海進があったと

思われる。このことから轟式段階には別の場所に拠点を置いていたと考えられる。(東 貴之)

ーー・4・・P ー-ー，._ ーー-;・・ー

第81図 第|群土器変遷案(上段…施文変遷，下段…口唇・口縁部変遷)

[参考文献}

麻生 優編 1967r岩下洞穴j佐世保市教育委員会
賀川光夫ほか 1978r日本の縄文土器展j別府大学附属博物館
稲富裕和ほか 1980r黒丸遺跡』大村市黒丸遺跡調査会
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写真図版1

出土土器状況(第64図22)

NO.l貯蔵穴検出状況

NO.2貯蔵穴土層堆積状況(南から)

11・12区西壁土層

NO.2貯蔵穴検出状況

NO.3貯蔵穴検出状況
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NO.3貯蔵穴土層堆積状況(西から) NO.3貯蔵穴半掘状況(北西から)

出土土器・土層・貯蔵穴
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写真図版2
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貯蔵穴内出土土器 (S=1/2)



写真図版3
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第1-a群土器① (S=1/2) 
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写真図版4
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第 1-a群土器② ($=1/2)
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写真図版5
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第 1-a群土器③ (S=1/2)
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写真図版6

第I-a群土器④ (S="1/2) 
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写真図版7

第1-a群土器⑤ (S=1/2)
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写真図版8

-AI1ii'4宏司園

田?ーー明・・~ ・511三 γ. 羽

置髭誕宇品ーー=

6 

16 

第1-b群土器① (S=1/2) 
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写真図版9
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第1-b群土器② (S=1/2)
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写真図版10
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第1-b群土器③ (S=1/2)

-163-



写真図版11

21 

25 
22 23 

27 28 29 

第 1-b群土器④ (S=1/2) 

-164 



写真図版12
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写真図版13

第1-c群土器① (S=1/2)

-166-



写真図版14

第1-c群土器② (S=1/2)
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写真図版15
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第 1-c群土器③ (S=1/2)
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写真図版16
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写真図版17
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第Iーc群土器⑤ ・その他の土器
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写真図版19

第H群土器② (上) ・第皿群土器① (下)

-172 



写真図版20

第1-d群⑥(上) ・第皿群土器② (下)
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写真図版22
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第皿群土器④ (上) ・第百群土器② (下)
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写真図版23
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第V群土器① (中段) ・第百群土器① (上段) ・第VII群土器① (下段)
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写真図版24
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第V群土器②(中段) ・第百群土器②(上段) ・第VII群土器②(下段)
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石器

1 ....... 6は横広の剥片を素材とする石匙の一群である。素材の獲得方法については，ややぱらつきは

あるものの，つまみ部を打面とする横広の剥片を使用する傾向にある。共通することは刃部の加工の

在り方と，刃部の形状にある。刃部加工は，素材剥片の形状を活かし，加工は小さな加工に止まる。

刃部は直線的で、，他遺跡出土の石匙がやや緩やかなカーブを描くのとは異なる。また，石匙に錐とし

ての機能をも持たせるという 6などの例は，早期の遺跡に散見されることから，早期の最終末の段階

にまで伝統的にあったと考えることができる。7は鎌崎型スクレイパー状のものである。鎌崎型スク

レイパーとして断定できないのは 刃部加工が丁寧であり 加工上相違することを考慮してのことで

ある。刃部は丸く加工し，持ち手と思われる部分の加工は，やや簡略化されている。持ち手の部分は

シャフト等に差し込んだことも考えられよう。8は分厚い縦長剥片の周辺を加工し，尖頭状に仕上げ

ているが，自然面の残り具合から考えるならば，石鈷の未製品の可能性もある。ただし，この石器を

いわゆる石鈷として捉えることができるか否かについては慎重を期さなければならない。海岸部の遺

跡で出土する尖頭状の石器については通常石鈷として報告される場合が多いが，田平町つぐめの鼻遺

跡出土の石鈷との形態・加工差は歴然としており，石鈷の機能を推定はできるものの尖頭状石器とし

て捉え，つぐめの鼻遺跡出土の石話とは別にしておく 。13・14は掻器である。2点とも刃部加工に特

徴がある。剥片の縁辺に一定の間隔で粗い加工を施し それ以上の細かな加工をおこなっていない。

このことから考えると、非常に粗い作業工程を想定しなければならないであろう。9.......12は， 2等辺

三角形を呈する石鍬で，先鋭に加工されている。脚部の作りも先鋭で， 4点は共通する加工技術の中

で制作されたと考える。石材については，すべて玄武岩を使用しているが，玄武岩の中でも良質のも

のを選択しており，不純物が非常に少ない。縄文後期から晩期においては，不純物が混入する地元産

出の玄武岩を多様する傾向があると判断するが 早期・前期段階までは素材を選択していることを示

|慶しておきたい。

小結

石器は土器の在り方から，縄文時代早期終末のものとして捉えることができる。出土石器は石鍛・

石匙 ・掻器を主体としており ，この他に石皿や石斧を石器組成として持つ縄文時代早期とはやや異な

る。遺跡の出土石器からみれば石匙や掻器が主体となる石器群である。石匙は，刃部が直線的で、ある

ことに大きな特徴があると言えよう。掻器については刃部が鋸菌状で，粗い加工をおこなっているこ

とを特徴とする。この加工は 対象物との工程を考えるならば加工あるいは解体作業の初期段階で

の使用を考える必要があろう。鎌崎型スクレイパ一様の石器については，刃部加工の在り方が問題に

なるが，柄をもっ掻器としての位置づけが可能で、あろう。石鍛は，二等辺三角形状の鋭角な先端部・

脚部に特徴がある。この石鍬が本遺跡での出土から，縄文早期終末での位置づけ可能な事例として今

後比較検討の材料となり得るものと考える。以上の石器組成が先述したように，縄文時代早期の石器

組成を継承している部分が多いが，敵石や石皿などの道具が出土していないことは，早期と前期の中

間的な組成として捉えるこのもできょう。この遺跡より一段階早い時期の田平町つぐめの鼻遺跡では，

石錯が多数出土し，キルサイトとしての位置づけもされている。本遺跡の時期，に大村湾内に海水が

流入しているかどうかは大きな問題だが 漁労を連想させる石器が卓越しているとは言えない本遺跡

は，大村湾の環境復元に一石を投ずることとなろう 。
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古代

各地区から黒色土器が出土した。1は内黒のいわゆる黒色土器A類で， 26区5層から出土した。薄

い丁寧なっくりで高台内に板目がのこる。 2は黒色土器B類で27区ピット 6から出土した。見込みが

丸く窪んで、いる。 3も黒色土器B類で26区のSK12から出土した。体下部にミガキがのこる。 4は黒

色土器A類で26区の 4層から出土した。やや厚手で見込みが窪んで、いる。5・6は黒色土器B類で12

区2層から出土した。7は26区のピット71から出土した黒色土器A類である。概ね森隆のいう九州系

N類に相当すると思われる。実年代は10世紀前後が与えられている (1)。

(1)森隆1995I黒色土器Jr概説中世の土器 ・陶磁器j真陽社による。

で~:____L_4イミ~4テ

26区SK-ll内出土。滑石

製である。内・外面に撃痕

が確認され，また外面はス

ス痕も確認される。口唇部

は斜方向に撃痕が著しく

口縁部と胴部の屈曲が極端

である。このことは本来石

鍋として使用していたもの

を，石皿に転用したものと

考えられる。石鍋が貴重品

であったことから再利用す

る必要性があったものと思

われる。(東 貴之)

、冶二』マ:

第83図

てご三フ

第84図石皿

。 10cm 

。 lOcπ、



弥生時代から古代にかけての土器(第85・86図)

1はほぼ水平にのびる逆L状口縁を呈し，口縁下に三角突帯を巡らす。2はやや外側に傾斜する逆

L字状の口縁部を持つ。3は逆L字状の口縁を呈しており，上面はほぼ水平で、ある。4は内傾する逆

L宇状の口縁を呈する。5'6・7は4と同じ特徴を有する警口縁部片である。8・9・11は外反する

端部を有する逆L字状の口縁部片である。10は短い逆L字状口縁で上面は丸い。12・13は同一個体

に復元でき，査肩部以下胴部片である。胴部中位上に断面M字突帯を張り付け，頭部径は約21cm，胴

部最大径は30cmを測る。14・15は聾胴部片で，ともに上げ底を呈するが14は弱い。外面には縦方向

の刷毛が施され，内面は丁寧になでられる。18は黒髪式系統の饗で，内側に傾斜する口縁部は「く j

の字に聞き，上面は内側に窪んでいる。胴部外面は縦刷毛が連続断続的に行われており，内面は丁寧

になでられる。19は高杯脚部片 2点、で，中途で復元している。脚部端部はしっかりと面取りしてあ

り，脚円筒部も比較的長い。外面は縦刷毛，脚部端部は横ナデ，内面はナデ調整が見られるが，粘土

紐痕跡が残り，左回転で巻き上げられる。

16・17は土師器聾片で，布留式新段階併行期の特徴を有する。16は「く」の字に開口縁部をもち ，

く口縁端部は面取りされ，内外面とも刷毛調整が行われている。17は護胴部下半で外面に細い刷毛

目調整，内面は縦方向に長いへラ削り ，胴部中位を中心に丁寧に削られている様子だが，全体的に器

壁を薄くする意識は感じられない。20は土師器杯で口縁端部が外反し ，内外面刷毛調整であるが，

回転を利用したものではない。また，焼成が非常に良く，赤褐色を呈さず，須恵、器に近い質感である。

非常に特徴的な資料である。21は平瓶口縁部片で，復元径で、10cmを測り，体部が比較的丸い段階の

ものであろう。年代的には隣接する玖島崎古墳群に近い。22は須恵器翠胴部片であり，外面にはタ

タキのあと部分的に横位のカキ目調整がみられる。 (竹中)
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長崎県，玖島城跡の自然科学分析

株式会社古環境研究所

1.玖島城跡出土試料の放射性炭素年代測定結果

1 .試料と方法

試料名 遺物No.，遺構No. 種類 前処理・調整 測定法

No. 1 層上部 貝 酸洗浄，ベンゼン合成

長時間測定

戸線計数法

(液体シンチレーション法)

No. 2 貝層下部 貝 酸洗浄，ベンゼン合成

長時間測定

戸線計数法

(液体シンチレーション法)

No. 3 貝層 貝 酸洗浄，ベンゼン合成 F線計数法
長時間測定 (液体シンチレーション法)

2.測定結果

試料名 14C年代 () 13C 補正I4C年代 暦年代(西暦) 測定地

(年BP) (%0) (年BP) (Beta-) 

No. 1 4960:t70 +1.1 5390士70 交点:Cal BC 3790 156569 

2σ: Cal BC 3960 -3650 

lσ : Cal BC 3910 -3710 

NO.2 5800士50 -0.5 6200士50 交点 :Cal BC4690 

2σ: Cal BC 4790 -4570 

1σ: Cal BC 4750 -4750， 

Cal BC 4730 -4640 

156570 

No. 3 5550:t80 nu 
nu 

5960:t80 交点:Cal BC 4430 

2σ: Cal BC 4590 -4260 ， 

lσ: Cal BC 4490 -4330 

156571 

1) 14 C年代測定値

試料の14C/12C比から，単純に現在 (1950年AD)から何年前かを計算した値。 14Cの半減期は5，568年

を用いた。

2) () 13 C測定値

試料の測定14C/12C比を補正するための炭素安定同位体比 (13C/12C)。この値は，標準物質 (PDB)の

同位体比からの千分偏差(%0)で表す。
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3 )補正14C年代値

δ13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り 14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で算出し

た年代。

4 )暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を較正することにより算出した年代。較正に

は年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な鴻定値 およびサンゴのU-Th年代と14C年代の比較により作成

された較正曲線を使用した。最新のデータベース(“INTCAL98Radiocarbon Age Calibration" Stuiver 

et al， 1998， Radiocarbon 40(3))により，約19，000年BPまでの換算が可能となっている。ただし，

10，000年BP以前のデータはまだ不完全であり，今後も改善される可能性がある。

麿年代の交点とは，補正14C年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 lσ(68%確

率)および2σ(95%確率)は 補正14C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。

したがって，被数の交点が表記される場合や，複数のlσ ・2σ値が表記される場合もある。
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II.玖島城跡における花粉分析

1.はじめに

花粉分析は，一般に低湿地の堆積物を対象として比較的広域な植生・環境の復原に応用されており，

遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。なお，

乾燥的な環境下の堆積物では，花粉などの植物遺体が分解されて残存していない場合もある。

2.試料

試料は，ピット65(近世の建物跡の覆土)， 11区池中 2層(近世以前の堆積層)の堆積物 2点であ

る。

3.方法

花粉粒の分離抽出は，基本的には中村 (1973)を参考にして 試料に以下の物理化学処理を施して

行った。

1 )試料を秤量し 5%水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

2 )水洗した後， 0.5mmの舗で、礁などの大きな粒子を取り除き，沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

3) 25%フッ化水素駿溶液を加えて30分放置する。

4 )水洗した後，氷酢酸によって脱水し，アセトリシス処理(無水昨酸9:濃硫酸 1のエルドマン

氏液を加え 1分間湯煎)を施す。

5 )再び氷酢酸を加えた後，水洗を行う。

6 )沈漬に石炭酸フクシンを加えて染色を行い，グリセリンゼリーで封入しプレパラートを作製す

る。

以上の物理・化学の各処理聞の水洗は，遠心分離 (1500叩m，2分間)の後，上澄みを捨てるとい

う操作を 3回繰り返して行った。

検鏡はフ。レパラート作製後直ちに生物顕微鏡によって300-1000倍で行った。花粉の同定は，島倉

(1973)および中村 (1980)をアトラスとして 所有の現生標本との対比で、行った。結果は同定レベ

ルによって，科亜科，属，亜属 節および種の階級で分類した。接数の分類群にまたがるものはハイ

フン(一)で結んで示した。なお，科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合は

それらを別の分類群とした。

4.結果

( 1 )分類群

出現した分類群は，樹木花粉21，樹木花粉と草本花粉を含むもの 1，草本花粉 2，シダ植物胞子 2

形態の計26である。これらの学名と和名および粒数を表 lに示し，花粉数が200個以上計数できた試

料は，花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを試料 1cm3中の花粉密度と併せて図 1に示す。なお，

主要な分類群は写真に示した。

以下に出現した分類群を記す。

。。



〔樹木花粉〕

マキ属，モミ属，マツ属複維管束亜属，スギ，イチイ科一イヌガヤ科ーヒノキ科，ヤマモモ属，ハ

ンノキ属，カバノキ属，ハシバミ属，クマシデ属ーアサダ，クリ，シイ属ーマテパシイ属，コナラ属

コナラ亜属，コナラ属アカガシ亜属，ニレ属一ケヤキ，エノキ属一ムクノキ，モチノキ属，ツタ，ツ

ツジ科，ニワトコ属ーガマズミ属，イスノキ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科ーイラクサ科

〔草本花粉〕

セリ亜科，ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子，三条溝胞子

( 2 )花粉群集の特徴

1 )ピット65

花粉密度が非常に低く，イチイ科一イヌガヤ科ーヒノキ科のみが検出される。

2) 11区池中 2層

樹木花粉の占める割合が非常に高く，特にコナラ属アカガシ亜属，シイ属ーマテパシイ属の出

現率が高い。他に，エノキ属ームクノキ，クリ，ハシバミ属，マキ属などが低率に検出される。

草本花粉は少なく，セリ亜科，ヨモギ属が出現する。

5.花粉分析から推定される植生と環境

1 )ピット65

花粉密度が非常に低いため，花粉などの有機質遺体は分解された可能性が考えられる。

2) 11区池中 2層

樹木花粉の占める割合が非常に高いことから，閤囲は森林の状態であり，コナラ属アカガシ亜

属，シイ属ーマテパシイ属を主要高木相とする照葉樹林が分布していたと考えられる。草本花粉

は少なく，森林の切れ目などにセリ亜科，ヨモギ属の草本が生育していたと考えられる。
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1lI.玖島城跡における珪藻分析

1.はじめに

珪藻は，珪酸質の被殻を有する単細胞植物であり，海水域や淡水域などの水域をはじめ，湿った土

壌，岩石，コケの表面にまで生息している。珪藻の各分類群は，塩分濃度，酸性度，流水性などの環

境要因に応じて，それぞれ特定の生息場所を持っている。珪藻化石群集の組成は，当時の堆積環境を

反映していることから，水域を主とする古環境復原の指標として利用されている。

2.試料

試料は，花粉分析と同様，ピット65(近世の建物跡の覆土)， 11区油中 2層(近世以前の堆積層)

の堆積物2点である。

3.方法

試料には以下の物理化学処理を施し，プレパラートを作成した0

1 )試料から1cm3を秤量する。

2) 10%過酸化水素水を加え，加温し反応させながら，一晩放置する。

3 )上澄みを捨て，細粒のコロイドおよび薬品の水洗を行う。水を加え 1.5時間静置後，上澄み

を捨てる。 この操作を 5，6回繰り返す。

4 )残、透をマイクロピペットでカバーグラスに滴下し乾燥させる。マウントメディアによって封入

しプレパ ラートを作成する。

プレパラートは生物顕微鏡で600~1500倍で検鏡し，直線視野法により計数を行う。計数は，

同定・計数は珪藻被殻が100個体以上になるまで行い 少ない試料についてはプレパラート全面

について精査を行った。

4.結果

試料から出現した珪藻は 貧塩性種(淡水生種)1分類群 真一中塩性種(海一汽水生種)1分類

群である。計数された珪藻の学名と個数を表1に示す。

1 )ピット65

珪藻殻片がわずかに検出された。

2) 11区池中 2層

淡水生種のCyclotellasp. ，海水生種のGrammatophorasp.がわずかに検出された。

5.珪藻分析から推定される堆積環境

以上の分析結果から，ピット65(近世の建物跡の覆土)， 11区池中 2層(近世以前の堆積層)の堆

積物の珪藻密度は非常に低く，ほとんど検出されなかった。珪藻の生育しにくい比較的乾燥した堆積

環境が推定される。
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玖島城跡出土瓦の胎土分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

長崎県大村市に所在する玖島城跡は，西暦1600年頃の城郭跡とされている。今回の発掘調査では，

城郭に使用されたと考えられる多量の瓦が出土している。この時期の長崎県における城郭の瓦につい

ては，国内で生産されたものに加えて朝鮮から輪入された瓦も使用されたと考えられている。本報告

では，瓦の材質すなわち胎土を調べることにより，その特徴を捉えて比較し，玖島城における瓦の生

産供給事情について考える。なお 現時点では 当該期の朝鮮産の瓦はもとより長崎県における当該

期の城郭の瓦についても分析例はないため，却座に国内産か朝鮮産かを判別することはできないが，

試料聞の胎土の違いを捉えることや胎土から推定される生産地の地質学的背景などは，その生産に関

わる重要な資料になり得ると考える。

1 .試料

試料は，玖島城跡から出土した 4 点の瓦片である。発掘調査者により試料番号 1~4 が付されてい

る。発掘調査所見では，試料番号1は国産の乎瓦，試料番号2は国産または朝鮮産の丸瓦，試料番号

3および4は朝鮮産の平瓦であるとそれぞれ考えられている。試料の一覧表は，分析結果を呈示した

表1に併記する。

2.分析方法

胎土分析には，現在様々な分析方法が用いられているが，大きく分けて鉱物組成や岩片組成を求め

る方法と化学組成を求める方法とがある。前者は重鉱物分析や薄片作製などが主に用いられており，

後者では蛍光X線分析が最もよく用いられている方法である。本分析では，薄片作製観察と蛍光X線

分析を行う。薄片作製観察の方法は 縄文土器や土師器のような低温焼成で比較的粗粒の砂粒を含む

胎土の土器でも須恵器や陶器のように高温焼成で含まれる砂粒が比較的少ない胎土の土器でも分析が

可能なことと地質との関連性を考えやすいことなどの利点がある。今回のような近世の瓦では，地域

や時期により焼成技術が大きく異なることが予想されることから 薄片作製観察は適しているといえ

る。一方，蛍光X線分析も試料の種類に関わらず分析を行うことができることはいうまでもないが，

分析データを数字として比較できるという利点は大きい。今回の分析は これら互いの分析の利点を

生かして，より効果の大きい分析結果を得ることを目的とする。以下に各分析方法について説明する。

(1)薄片作製観察

薄片は試料の一部を切断し 正確に0.03mmの厚さに研磨して作製した。顕微鏡観察は岩石学的な

手法を用いて構成鉱物および組織を明らかにすることを目的に進められ，各試料の特徴把握および比

較検討を可能ならしめる客観的試料の作成に努めた。

( 2 )蛍光X線分析

Si02， Ti02， Al203， Fe203， MnO， MgO， CaO， Na20， K20， P205およびqg.Lossの11成分の化学組

成を分析し，分析値から粘土ノルム計算を行って焼成物から胎土の鉱物成分を推定する。

一般に陶磁器等の化学組成分析表による品質判定は， Si02， Al203， Na20， K20， Fe203の含有量を
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比較することでなされることが多いが，的確な判定資料として利用されることを目的としてここでは

粘土ノルム計算法による解析を行う。岩石学の分野では火成岩の化学組成から構成鉱物の種類と量比

を計算する目的で， 1902年以降CIPWノルム計算が用いられてきた。粘土ノルム計算は粘土・土壌

など堆積物・変質物で形成される合本鉱物・炭酸塩鉱物などを含む天然物質中の鉱物組成を計算する

ために考案された計・算法で、ある(五十嵐 1983)。本文で用いている計算法は焼成物等から原土の鉱

物組成を推定するシュミレーションプログラムで 陶磁器など含水鉱物を原料とするが，高温加熱に

より無水状態になっている製品の化学組成から 原料の化学組成と鉱物組成を推定することを呂的と

している。ただし，粘土鉱物を多く含む岩石や鉱石 陶土等は化学組成が同じであっても生成過程

(物理化学条件)の相違により，鉱物組成が異なるため，岩石学における CIPWノルム法のように

一義的に一定の規則によって計算することはできない。このため粘土ノルム計算法ではいくつかの鉱

物の有無により，他の鉱物組成を類推して計算する方式を採用している。従ってこの種の鉱物の有無

はX線回折試験・顕微鏡観察などにより予め知られていなければならない。今回は顕微鏡観察により，

前提となる鉱物が確認されている試料(試料番号 1，2) もあるが，高温焼成された試料では手がか

りとなる粘土鉱物は消失している試料(試料番号 3，4) もある。ここでは 1)薄片で確認される範

囲で試料番号lと2ではセリサイト・カオリンが主成分であると仮定し 緑泥石・モンモリロナイト

を伴う条件での計算を行うこととし， 2)試料番号 3と4では粘土鉱物としてセリサイトに乏しいこ

とから，カオリンが主成分で、，緑泥石・モンモリロナイトを伴う条件での計算を行うこととした。

以下に蛍光X糠分析装置および測定条件を記す。

1 )装置

理学電機工業社製回X1000(FP法のグループ定量プログラム)

2 )試料調整

試料を振動ミル(平工製作所製T1100:10ml容タングステンカーバイト容器)で微粉砕した後， 105' 

Cで4時間乾燥させた。この微粉砕試料から以下の条件でガラスビートを作成した。

溶融装置:自動剥離機構付理学電機工業社製高周波ビートサンプラー (3491A1)

溶剤および希釈率:融剤(ホウ酸リチュウム)5.000g:試料0.500g

剥離剤:LiI (溶融中 2回投入)

溶融温度:1， 200' C約7分

3 )測定条件

X~最管: Cr(50Kv-50mA) 

スペクトル:全元素Kα

3.結果

分光結晶:LiF， PET， TAP， Ge 

検出器:F-PC， SC 

計数時間:Peak40sec， Back20sec 

( 1 )薄片作製観察

観察結果を一覧表にして表1に示す。以下に各試料の観察事項を述べる。
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1 )試料番号1

肉眼的に黄褐色を呈する瓦片で 石英および長石類の粗粒を班点状に多く含む。

a )鉱物片

石英:少量存在し，最大粒径0.55mmの他形粒状を呈する。一部には強い波状消光を有するものお

よび部分溶融組織を有するものがある。しかし 斜長石に加熱変化は見られず，セリサイトも少量

で残存していることから溶融組織は焼成時に生じたものではなく 酸性火山岩あるいは半深成岩起

源でもともと原岩中で生じた組織であろうと推定される。

斜長石:少量~微量で存在し 最大粒径0.60mmの破片粒状を呈する。加熱変化は認められず，集

片双晶が発達する。

角閃石:微量存在し，最大粒径0.35mmの破片粒状を呈する。黄緑色~緑褐色の多色性が認められ

酸化角関石化している。

単斜輝石:微量~きわめて微量存在し，最大粒径0.32mmの他形粒状を草する。淡黄褐色の色調を

有し，多色性は認められない。一方向に境開が発達し斜消光する。

不透明鉱物:きわめて微量存在し，最大粒径0.30mmの他形粒状を呈する黒色鉱物で，外形から磁

鉄鉱と判定される。

b)岩片

チャート:微量存在し 粒径最大0.60mmの亜角際状を呈する。玉ずい質の微品質石英の集合体で

構成されている。

砂岩:微量一きわめて微量で存在し 粒径最大0.45mmの亜角醸状を呈する細粒石英質砂岩である。

凝灰岩:微量存在し，粒径最大0.60mmの円喋状を呈する。一部は非品質であるが，一部は珪化さ

れている。

火山ガラス:微量存在し 粒径最大0.32mmの不規則な骨片状ないし棒状を呈する透明なガラス岩の

破片である。

c)素地中の鉱物

粘土鉱物:素地を構成する粘土鉱物は加熱変化を受け，多くは非品質化しているが，一部は鱗片状

で残留し，やや合鉄質のセリサイト様鉱物と判定される。

石英素地中には0.02mm以下の破片状石英が少量散在している。

d)素地の性状

素地は淡黄褐色を示すやや砂質な粘土で構成されるが，鉱物片・岩片を比較的多く含むため，粘土

の含有量は中程度である。粘土鉱物は定向配列を示し 素地の中程度の配向性の原因となっている。

粘土の淘汰度は中程度である。

e )推定焼成温度

胎土に含まれる角閃石が酸化角閃石化していること，粘土鉱物の大部分に加熱変化がみられ，多く

が非品質化していることから焼成温度は900
0c+と推定される。石英片にみられる高温クラックは

原岩(酸性火山岩または半深成岩)の斑品中に生じたもので 焼成時の組織ではないと判定した。

2)試料番号2

肉眼的に赤褐色を呈し，織密質で、，粘土の比率が高い瓦片である。石英粒や凝灰岩片が点在してい
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る。

a)鉱物片

石英:少量存在し，最大粒径0.70mmの他形粒状を呈する。波状消光が認められる。加熱変化はみ

られない。

斜長石:微量存在し，最大粒径0.90mmの破片板状を呈する。加熱変化は認められず，集片双晶お

よび累帯構造が発達している。

角閃石:微量~きわめて微量で存在し，最大粒径0.22mmの破片粒状を呈する。淡緑色~緑色の多

色性が顕著で、，ほとんど駿化していない。

単斜輝石:きわめて微量で存在し，粒径最大0.15mmの他形粒状を呈する。淡黄褐色の色調で，多

色性は見られず，斜消光する。

緑簾石:きわめて微量で存在し 粒径最大0.22mmの不規則粒状で検出される。

不透明鉱物:微量~きわめて微量存在し 最大粒径0.20mmの他形粒状を呈する黒色鉄鉱物で、外形

から磁鉄鉱と判定される。

b)岩片

凝灰岩:少量~微量で存在し 最大粒径1.0mmの円際状を呈する。微細な火山砕屑物で構成され一

部はユータキシティック組織を示す。しかし，大部分は珪化または珪長質鉱物化作用を受けて変質

している。

流紋岩:微量で存在し，粒径1.25mmの角際状を呈する。微量の晶子を伴うガラス岩(黒躍岩)の

岩片である。

c)素地中の鉱物

粘土鉱物:少量存在し素地を構成する。大部分は加熱変化して非品質化している。一部は粒径

0.02mm以下の鱗片状または針状を呈して残存し，やや含鉄質なセリサイト様鉱物と判定される。

石英:素地中には0.02mm以下の破片状石英が少量散在している。

酸化鉄結核:微量存在し，最大粒径1.0mmの粒状を呈する。赤鉄鉱の集合体で腰結されている。

d)素地の性状

素地は濃色~中間の灰褐色を示す粘土で構成され，配向性は中程度で粘土鉱物が配列している。粘

土はやや砂質なセリサイト質粘土で 一部は非品質化している。大型岩片を含み淘汰の程度は不良

である。

e)推定焼成温度

胎土に含まれる粘土鉱物(セリサイト)に加熱変化が認められ非品質化しているが，一部は残存し

ていることから900
0

C十と推定される。

3 )試料番号3

肉眼的に煉五色を呈する瓦片で，石英および長石類の粗粒を含んでいる。

a)鉱物片

石英:少量~微量で存在し，最大粒径1.16mmの破片状粒状を呈する。高温クラックおよび部分溶

融組織が認められる。

カリ長石:微量存在し，最大粒径1.0mmの他形粒状を呈する正長石である。加熱変化は認められな



p。

斜長石:微量存在し，最大粒径0.60mmの板状および破片粒状を呈する。加熱変化は認められず，

風化作用による汚染が著しい。

白雲母:きわめて微量で存在し，粒径0.15mmの葉片状を呈する。

角閃石:きわめて微量存在し，最大粒径0.35mmの破片粒状を呈する。淡緑色~緑色または淡緑色

一褐緑色の多色性が顕著である。一部は軽度に酸化角閃石化している。

緑簾石:きわめて微量存在し 最大粒径0.02mmの他形粒状を呈する。

不透明鉱物:微量存在し，最大粒径0.30mmの他形粒状を呈する黒色鉄鉱物である。

b)岩片

チャート:微量存在し 粒径最大0.52mmの亜円際状を景する。玉ずい質な微晶質石英の集合体で

構成される。

砂岩:少量~微量存在し 粒径最大3.10mmの亜角際状を呈する細粒石英質砂岩で、ある。

凝灰岩:微量存在し，最大粒径0.45mmの亜円磯状を呈する。微細な火山砕屑物で構成され，多く

はセリサイト化している。

c )素地中の鉱物

粘土鉱物:きわめて微量存在し，粒径0.02mm以下の鱗片状を呈する。加熱変化を受けた形跡はみ

られず，もともとセリサイトに乏しい粘土と推定される。

石英:素地中には0.02mm以下の破片状石英が少量散在している。

d)素地の性状

素地は淡黄褐色~黄褐色を示す粘土で構成され，配向性は弱い。粘土はやや砂質な粘土で，粘土の

含有比は低く，大型の鉱物片・岩片を包含するため，潟汰の程度は不良となっている。

e )推定焼成温度

胎土に含まれるカリ長石と一部の角関石に加熱変化はなく，また，粘土鉱物に加熱変化が認められ

ないことから900
0

C幽と推定される。石英に高温クラックと部分溶融組織が認められるこのような現

象は約1，150
0

C以上で生ずるが，他鉱物にこれに対応する変化が見られないことから原岩(おそら

く駿性火山岩または半深成岩の石英斑晶)の組織と考えられ，焼成時に生じた現象ではないと推定

される。

4 )試料番号4

肉眼的に煉瓦色を呈する瓦片で 石英および長石類の粗粒は少なく，粘土分に富んでいる。

a)鉱物片

石英:少量存在し，最大粒径1.05mmの破片状粒状を呈する。高温クラックと部分溶融組織が認め

られる。

カリ長石:正長石として少量~微量存在し，最大粒径1.30mmの他形粒状を呈する。周縁部に沿っ

て加熱変化し，微溶化している。

緑簾石:きわめて微量で存在し 粒径最大0.05mmの他形粒状を呈する。

不透明鉱物:微量存在し，粒径最大0.23mmの他形粒状を呈する。黒色鉄鉱物で外形から磁鉄鉱と

推定される。
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b)岩片

花闘岩:微量存在し，最大粒径2.2mmの角際状を呈する。石英・斜長石・カリ長石で構成される酸

性深成岩の岩片である。

粘板岩:きわめて微量で存在し 粒径0.31mmの扇平状を皇する。やや含鉄質の白雲母ーセリサイ

ト質の雲母鉱物で構成されている。

c )素地中の鉱物

粘土鉱物:素地が濃色であるため粘土鉱物の存在を確かめることはできない。おそらく非品質化し

ているものと思われる。

石英:素地中には0.02mm以下の破片状石英が少量~微量散在している。

d)素地の性状

素地は濃色で黒褐色を示す粘土で構成され 配向性は弱い。粘土はやや合鉄量に富む粘土とおもわ

れ，その含有比は低く，大型の鉱物片・岩片を包含するため 淘汰の程度は不良となっている。

e )推定焼成温度

素地が濃色であるため胎土に含まれる粘土鉱物の加熱変化は不明であるが，石英片に高温クラック

と部分溶融組織が発達していることと正長石の外縁部が微溶化していることから焼成温度は1，

150
0 

C士と推定される。

( 2 )蛍光X線分析

分析結果を表2に示す。表の上段には化学組成，中段に計算の途上で得られる原土の推定化学組成

(補正化学組成)，下段に粘土ノルム鉱物組成を掲げた。また 粘土ノルム鉱物組成計算をもとに，石

英ー粘土鉱物R長石類，カオリンーセリサイトーその他の粘土鉱物，および石英・長石圃粘土鉱物ーその他

の鉱物の各三角図を図 1に示した。

石英・長石一粘土鉱物ーその他の鉱物三角図では，試料による組成の差違は小さく， 3試料ともに

8.4-10.2%のその他の鉱物が含まれ，その大半は水酸化鉄(褐鉄鉱)である。これに対し，石英一粘

土鉱物一長石類三角図 およびカオリンーセリサイトーその他の粘土鉱物三角図では試料により異な

る傾向がみられる。石英一粘土鉱物一長石類三角図では試料番号1.2では長石類の含有がきわめて

少なく，斜長石としてそれぞれ5.17%，2.22%が計算されるのに対し，試料番号 3，4では長石の含有

量が高く，それぞれ18.41%，18.07%が計算され，このうち10%以上はカリ長石であると推定され，顕

微鏡観察結果と整合する結果を得ている。

カオリンーセリサイトーその他の粘土鉱物三角圏では4試料ともにカオリンに富み， 34-40%のカ

オリンを含むと推定され この他に試料番号1.2では6.8-8.3%のセリサイトが存在していたと計算

される。しかし，試料番号 3，4ではセリサイトは計算上は無視される程度の量である。
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4.考察

4点の試料は，薄片観察でも化学組成でも大きくは試料番号 1，2のグループと試料番号 3，4のグ

ループに分けられ，さらに試料番号3と4も分けられる可能'性がある。各グループの特徴は以下のよ

うに述べることができる。

a)薄片観察

1 )試料番号 1，2の鉱物片では斜長石は含まれるがカリ長石を欠如していることと，単斜輝石およ

び角閃石が含まれることが特徴的であるが，対照的に試料番号3，4ではカリ長石が観察されるが，

斜長石はみられないことが特徴となっている。

2)岩片では，試料番号2を除く 3点にチャート，砂岩，粘板岩の古期堆積岩類が含まれる。さらに，

試料番号 1に凝灰岩と火山ガラス 試料番号 2に凝灰岩と流紋岩の破片が特徴的に含まれている。

試料番号3には凝灰岩が微量で含まれ試料番号4では花岡岩片が含まれている。

3 )全体的には試料番号1.2には火山岩源の砕屑片(斜長石・単斜輝石・角閃石・凝灰岩・火山ガ

ラス・流紋岩)が目立つのに対し 試料番号 3.4では深成岩源の砕屑片(カリ長石・花岡岩)が

含まれている。

b)化学組成

1) 18.7-21.5%のAl203，6.6-8.6%のFe203を含有することは共通し いわゆる合鉄粘土の特徴を示し

ている。この他には試料番号1.2と比較して試料番号 3，4のK20の含有量が高いことおよび試料

番号3のP205が異常に高い (0.68%)ことが指摘される。

2 )化学組成から粘土ノルム法により復元計算された粘土の鉱物組成では 4試料ともに34-40%のカ

オリンを含み，この他に試料番号 1，2では6.8-8.3%のセリサイトが計算されるが，試料番号 3，4 

ではセリサイトは計算されない。一方 試料番号1.2では長石の含有量が少なく，斜長石として

2.2-5.2%と計算されるのに対し 試料番号 3，4では含有量が高く， 18.1-18.4%と計算され，この

うちの10%以上はカリ長石であると推定された。

3 )瓦の焼成温度は鏡下で観察される組織から試料番号1.2の2試料が900
0

C+，試料番号3が900。

C-，試料番号4が1，150
0 

C土と推定される。

以上の特徴を総合すると試料番号lと2は，同一の地質学的背景を有する地域内で作られたもので

あり，試料番号 3と試料番号 4は，試料番号 1，2ともまた互いにもそれぞれ異なる地質学的背景の

地域で作られた可能性がある。

ここでいう地質学的背景とは 例えばある河川の流域を想定した場合，その河川の水系の周囲に分

布している地質の状況であり，また，沖積低地を想定した場合は沖積低地を形成した河川流域の地質

という程度の意味合いである。したがって，上記の同一の地質学的背景を有する地域内とは，具体的

な場所がわかれば，同じ海川の中流域とか同じ沖積低地内と言い換えることもできる。今匝の試料で

推定される地質学的背景は 試料番号1.2では古期堆積岩の他に火山岩の分布が考えられる地域で

あり，試料番号3では古期堆積岩類の分布する地域，そして試料番号4では花開岩類が分布する地域

が想定される。冒頭で述べたように，現時点では試料の産地については国内産，朝鮮産という所見し

かないために，想定される地質学的背景について推定される産地との関係を議論することはできない。

ただし，国内産の可能性が指摘された試料番号1と2が同じ特徴を有する胎土であること，朝鮮産の
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可能性が指摘された試料番号 3と4が試料番号 1，2と比較的明瞭に胎土が異なること特に試料番号

4は焼成温度も他の 3点より高く，土だけではなく焼成技術の違いも読み取れることなどから，今回

の胎土分析結果は，発掘調査所見と整合的な内容であったといえる。

今後は，周辺同時期の試料の分析データを蓄積すると同時に，考古学所見から原産地と想定される

地域(毘内および朝鮮でも)を具体的にあげることが必要と考えられる。ある程度想定される地域が

わかれば，胎土分析により具体的な検討が可能になると考えられる。また，確実に朝鮮産の瓦とされ

るものを対象に同様な分析を行い，基準となるデータを作成しておくことも重要で、ある。
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図版 1 胎土薄片

1，試料番号1(A-5VI 

2.試料番号2(A-3VI 

3.試料番号3(B-4皿

'Y: L~泊 三 三 河

; 、;5;i..モグ
) ，~ .- ..~ 

:， Kf:--'-' ::-

~ "--

4.試料番号4(B-6VI 

平瓦 国産)

三::JJJ.ぺl

-E N f Jjf5?f』..:砂(l砂般Iトらι1トらI¥ 、白l!!P"I:lρ川給げr乙‘移 どじ' -A Jf  I 
丸瓦 国産or朝鮮産?)

平瓦 朝鮮産?) 

平瓦朝鮮産?) 

Qz:石英.Kf:カリ長石. Ho:角閃石. Op:不透明鉱物.

VG:火山ガラス.Gm:基質.

Rh:流紋質ガラス岩(黒曜岩)， 

写真左列は下方ポーラー、 写真右列は直交ポーラー下。

-203-



玖島城跡で検出された貝層の員種と古環境

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

玖島城跡は，慶長3年(1599年)に大村喜前が大村家の居城として築いた，浅瀬によってつながっ

た小島を利用した平山城である。

これまでの発掘調査で， 11区および12区より貝層が検出された。これらの員層は，弥生時代や縄文

時代の土器等を含むものもあり，玖島城築城以前の堆積層と考えられる。そのため，築城以前の遺跡

周辺の古環境に関する情報を含んで、いる可能性がある。今回の分析調査では 出土した員類の同定を

行い，員類堆積時の堆積環境などの検討を行う。

1 .試料

試料は11区，および12区の貝層から採集された貝類である。土壌からの選別が終了した状態で，貝

層別に分類されていた。

2.分析方法

肉眼およびルーペ下で観察し，種を同定する。

二枚貝綱は左右を分類し，破片数と重量を測る。

分類や学名は奥谷編 (2000)，波部・小菅

(1967)に，各部分の名称、や計測部位は奥谷編

(2000)による。なお，貝類の生態については，

特にことわりのない限り，奥谷編 (2000)に基

づく。なお，同定・解析には，千葉県立中央博

物館の黒住耐二先生のご協力を得た。

3.結果

検出された貝類の種名を表 1に，各試料の検

出状況を表2に示す。以下，貝層ごとに各貝の

概要をまとめる。

<11区員下層〉

.イボウミニナ

やや開放的な内湾の潮間帯中部一下部，泥底

に棲息する。 2個体検出される。殻頂が欠損し

ているが，殻長は27-30mm前後になると推定

される。

-シドロガイ

潮間帯下部から水深約50mの砂底に棲息す

る。1個体検出される。殻頂が欠損しているが，

表 1 貝類種名一覧

軟体動物門

)j~足綱
Phylum MolIllsca 

rui足目
ウミニナ平ヰ

イボウミニナ

ソデボラ平ヰ

シドロガイ

ムカデガイ

オオヘビガイ

タマガイ科

ゴマブダマ

新腹足目

アッキガイ科

アカニシ

二枚貝綱

フネガイ目

ブネガイ干ヰ

ヒメアカガイ

カキ目

イタボガキ科

マガキ

マルスダレガイ目

ツキガイ科

イセシラガイ

キクザルガイ科

サルノカシラ

Class Gastropoda 

Order Discopoda 

Family Batillariidae 

BalillariαZOllalis 

Family Strombidae 

Srlo川IIS(Doλ:alldaer) japolliclIs 

Falllily Verlllelid，αe 

Se'1Jl1lorbis illlbricαIl1s 

Family Naticidae 

Nalica ligrilla 

Order Neogastropoda 

Family Muricidae 

Rapalla vellosa 

Class Bivalvia 

Order Arcoida 

Family Arcidae 

Scapharca lroscheli 

Order Ostreoida 

Family Ostreida巴

Crassoslrea gigas 

Order Venerida 

Family Lucinidae 

Alldolll悶 sleαI1IS/OIIO

Family Chamidae 

キクザル属の一種

バカガイ科

Pselldochallla relroversa 

ChOllla sp. 

Family Mactridae 

Maclra velleriforlllis 

Family Tellinidae 

シオフキ

ニッコウガイ科

ヒメシラトリ

シオサザナミ科

ムラサキガイ

マルスダレガイ科

シラオガイ

イオウハマグリ

シオヤガイ

アサリ

カガミガイ

Macollla illcolIgrlla 

Family Psammobiida巴

Solelellilla diphos 

Family Veneridae 

Circe (Redicirce) slllcala 

Pilar (Pilarilla) Sll(丹/relllllll
Allolllalocardia sqllalllosa 

RlIdilapes philippillal1llll 

PllOcosollla jα'pOI/lCIlIll 

ハマグリ Merelrix IlIsoria 

オキシジミ Cyclilla sillellsis 

マルスダレガイ科の一種 gen.et sp. ind巴nt
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殻長は55.5mm前後になる 表2 試料の検出状況

と推定される。

-オオヘビイガイ

潮間帯の岩礁礁に棲息す

る。 1個体検出される。表

面が多孔質になり，他の員

に比べて風化している。

-アカニシ

水深30m以浅の砂泥底に

棲息する。 1個体が検出さ

れる。殻が破損し，表面が

多孔質になり，他の員に比

べて風化している。殻長は

116.7mmを測る。

-ヒメ アカガイ

内湾潮間帯に棲息する。

地区 出土地点

11区 貝下層

001区

12区 貝上層

A-12区 貝上層 (a)

12区 貝上層 (b)

分類群

イボウミーナ

シドロガイ

オオヘピガイ

アカーシ

ヒメアカガイ

マガキ

イセシラガイ

サJレノカシフ

キクザル属の種

シオフキ

ヒメシフトリ

シラオガイ

イオウハマグリ

アサリ

マルスダレガイ科の一種

一枚貝類

貝破片

炭マTツE有属一複一維管束亜属

シオフキ

カガミガイ

ノ、マグリ

オキシジミ

ムラサキガイ

/、マグリ

イボウミーナ

ゴマブダマ

ヒメシラトリ

イオウハマグリ

シオヤガイ

オキシジミ

貝破片

部分 数* 重(g量) 備考

2 2.2 

1 10.7 

1 26.9 

1 113.0 
右 5 35.7 同一個体4

左 4 35.4 
左 1 5.5 
右 1 12.8 

左 2 3.47 1個体は殻頂欠損
破片 10.8 
右 2 18.1 

左 4 16.8 
左 1 3.2 
右 4 2.1 
右 19 113.5 同一個体11

左 15 85.5 
左 1 1.5 
右 3 9.6 同一個体3

左 4 12目l
左 1 + 殻頂部
右 1 十 殻頂部

5目6
球果 3 3.3 破片あり
破片 2.4 
右 5 42.9 

1王 3 29.1 
右 1 21.9 同一個体2
左 1 22.4 
右 2 32.2 同一個体2

左 4 66.7 
右 5 45.7 同個体

左 4 30.3 
右 1 33.5 同個体

左 l 33.9 
右 1 38.2 

左 1 39.7 
4 4.0 

l 1.5 
左 1 0.1 殻頂欠損
右 1 0.8 同個体

左 1 0.9 
左 1.4 破片
左 1 6.0 

0.6 

泥質の場所に見られる員で

ある。右殻が5点，左殻が

4点検出される。いずれの

殻もあまり破損していな

い。貝合わせの結果，同-

f固f本と石在言志できたのは41団

体である。合わさる左殻の

ない右殻1点の殻頂部には

小孔が貫通し，肉食の員類 *基本的に， 二枚貝綱は殻長部の残るものを，J1!i:足綱は全体の1/2以上残るものをカウン卜した。

等に襲われた痕の可能性が
+はO.lg未満を示す。

ある。最大の個体が殻長51.7mm，殻高42.9mm，殻厚35.3mmを測る。

-マガキ

汽水性内湾の潮間帯から潮下帯の砂醗底，泥底に棲息する。左殻が 1点検出される。殻は一部破損

し，表面が多孔質であり，他の貝に比べて風化している。殻高47.0mmの比較的小型の個体で、ある。

-イセシラガイ

潮間帯直下から水深20mの砂泥底に棲息する。右殻が l点，左殻が4点検出される。殻が薄いため，

多くの殻が破損している。比較的残りの良い左殻 2点の計測結果は，殻長73.0mm前後・殻高66.9mm

と，殻長49.5mm前後・殻高46.3mm前後で、ある。

-サルノカ シラ

潮間帯下部一水深20mの岩礁に棲み 右殻で岩に固着して生活する。右殻のみ 2点検出される。殻
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頂は左に傾く 。前種と同様に表面が多孔質であり，風化が激しい0

・キクザル属の一種

岩礁帯に棲む，キクザル属の貝である。岩に固着する側である，左殻のみが4点検出される。殻頂

は右へ傾く 。輪板肋が嬰状に突出する。すべての殻に破損がみられ，表面が多孔質であり，風化が激

しPo

・シオフキ

潮間帯下部~水、深20mの細砂底に棲息する。左殻が 1点のみ検出される。殻の一部が破損するが，

殻長40.3mm前後・殻高39.8mmを測る。

-ヒメシラトリ

潮間帯一水深50mの泥底に棲息する。右殻のみが 4点検出される。殻はいずれも破損している。1

点は殻長30mm前後・殻高23.3mm前後で、ある。

-シラオガイ

潮間帯下部~水深20mの砂底に棲息する。右殻19点，左殻15点が検出される。員合わせにより，同

一個体と確認できたのは11個体である。殻に小孔が貫通するものが含まれ，肉食の貝類等に襲われた

痕の可能性がある。最大の殻は殻長45.7mm・殻高39.1mmを測り 最小の殻は殻長18.1mm'殻高

33.0mmを測る。全体として，殻長30-45mm程度のサイズが多い。

-イオウハマグリ

波部 ・小菅 (1967)によれば，内湾奥の潮間帯泥底に棲息する。左殻が 1点検出される。殻は完形

であり，殻長27.5mm.殻高23.7mmを測る。

.アサリ

潮問帯中部カか冶ら水深1叩Omの砂砂、牒

員合わせにより同一個体と確認でで、きたのは 3個体でで、ある。最大の個体は殻長4必3.9mm'殻高3却0.3mm，

最小の個体は殻長3犯2.1mm.殻高24.3mmを測る。

・マjレスダレガイ干ヰ

属種不明の左殻1点が検出される。殻頂部の破片である 0

.その他の員類

二枚貝綱科不明の右殻殻頂部の破片 1点が検出される。また，綱以下を同定できない破片が5βkg

ある。

-植物遺体

炭化したマツ属複維管束亜属の球果3点とその破片 および炭化材の破片が検出される。

<12区貝上層〉

-シオフキ

右殻5点，左殻3点が検出される。このうち，貝合わせにより同一個体と確認できたのは2個体で

ある。最大の個体は殻長66.9mm'殻高57.2mm・殻厚44.8mm，最小の個体は殻長48.9mm，殻高

42.8mmを測る。

-カガミガイ

潮間帯下部から水深60mの細砂底に棲息する。左右殻各 1点、が検出され，員合わせの結果，同一個

206 



体と確認された。破損は見られず，完全な形状である。殻長60.1mm'殻高60.6mm・殻厚31.2mmを

測る。

-ハマグリ

潮間帯下部から水深20mの内湾の砂泥底に棲息する。右殻 2点 左殻4点検出される。貝合わせの

結果，同一個体と確認できたのは 2個体である。最大の個体は殻長81.1mm・殻高66.9mm'殻厚

40.1mm，最小の個体は殻長52.6mm.殻高44.5mm'殻厚28.4mmを測る。

-オキシジミ

潮間帯下部から水深20mの砂、泥底に棲息する。右殻 5点，左殻 4点検出される。貝合わせの結果，

同一個体と確認できたのは2個体である。殻に小孔が貫通するものが含まれ 肉食の貝類等に襲われ

た痕の可能性がある。最大の個体は殻長51.2mm・殻高53.7mm・殻厚36.8mm，最小の個体は殻長

40.1mm'殻高42.5mmで、ある。

<A-12区買上層 (a)> 

-ムラサキガイ

水深20mくらいまで、の亜潮間帯，泥底に棲息する。左右殻各 1点が検出され，員合わせの結果，同

一個体と確認された。縁辺がやや破損するが ほぼ全体が残存する。殻長121mm前後・殻高65mm前

後・殻厚35.6mmを測る。

-ハマグリ

左右殻各 1点が検出され，貝合わせの結果，同一個体と確認された。破損は見られず，完全である。

殻長87.6mm'殻高69.9mm.殻厚43.8mmを測る。

<12区貝上層 (b)> 

-イボウミニナ

やや開放的な内湾の潮間帯中部一下部，泥底に棲息する。4個体検出される。いずれも殻長先端と

殻底が破損するが，ほぼ全体が残存する。推定殻長は，最大の個体で、33.1mm前後，最小の個体で

26.3mm前後を測る。

-ゴマフダマ

潮間帯から水深30mの砂泥底に棲息する。1個体検出される。殻はほぼ全体が残存する。殻長

18.4mm'殻幅15.8mmを測る。

-ヒメシラトリ

左殻 1点が検出される。殻頂部を欠く破片であるが 同種が他に検出されていないので，1点とカ

ウン卜する。

-イオウハマグリ

左右殻各 1点が検出され，貝合わせの結果，同一個体と確認された。破損は見られず，完全で、ある。

殻長21.5mm.殻高18.4mm'殻幅13.6mmを測る。

-シオヤガイ

内湾潮間帯の泥底に棲息する。左殻が 1点検出される。殻頂部を欠く破片であるが，同種が他に検

出されていないので， 1点とカウン卜する。

-オキシジミ
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左殻が 1点検出される。後縁の縁辺は破損する。殻に小孔が貫通し，肉食の員類等に襲われた痕の

可能性がある。殻長46.2mm'殻高45.5mmを測る。

-その他の員

綱以下を同定できない破片が0.6gある。

4.考察

11区および12区の貝層から検出された貝類は，少なくとも 2綱 5目13科20種に分類される。これら

の種類は，内湾の潮間帯から水、深20m前後の砂泥底に棲息する種が多い。このことから，これらの貝

殻が検出された貝層の堆積時には 基本的に内湾の干潟のような堆積環境であったことが推定される。

とくに，イボウミニナ，ヒメアカガイ オキシジミが含まれることから 泥質干潟のような環境であ

った可能性がある。一方，オオへピガイやサルノカシラなど，岩1環礁や岩礁に棲む種類も一部含まれ

るが，これらは他の貝に比べて風化している。そのため，他の環境で生育していた貝類が死後に潮流

などによって運ばれてきた可能性がある。

本員層の性格については，棲息環境が類似する種が検出されたこと， 二枚員の合弁のものが多いこ

と，肉食貝に襲われて死亡したと考えられる殻が含まれること 人為的な破損痕跡が認められないこ

と等を考慮すると，自然員層の可能性がある。しかし，自然貝層であるとすれば，もっと多くの種類

が検出されることが予想されることから，人為的な選択を経ている可能性も否定できない。

今回の分析調査により，玖島城築城以前の古環境の一端を明らかにすることのできる，貴重な資料

が得られた。今後，貝殻の放射性炭素年代測定による年代観の把握，珪藻分析による出土地点、の堆積

環境の復元や，貝類の堆積状態や平面分布についても調査を行い，さらに築城以前の環境変遷の詳細

を明らかにしたい。

引用文献

波部忠重 ・小菅貞男 (1967)標準原色図鑑全集3 貝.223p.，保育社.

奥谷喬司編 (2000) 日本近海産貝類図鑑 1173p.，東海大学出版会.
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1 .イボウミニナ (11区;貝下層)
3.オオヘピガイ (11区;貝下層)
5.アカニシ (11区，員下層)
7.マガキ:左 (11区;員下層)
9.サノレノカシラ:右 (11区;貝下層)
11.ヒメシラトリ ;右 (11区;員下層)
13.シラオガイ:右 (11区;員下層)
15.シオヤガイ :左 (12区;貝上層(b)) 
17.カガミガイ :左 (12区，貝上層)
19.オキシジミ:左 (12区;貝上層(b)) 

18 

2.シドロガイ (11区;員下層)
4.ゴマフダマ (12区;員上層(b)) 
6.ヒメアカガイ左 (11区;貝下層)
8.イセシラガイ.右 (11区;員下層)
10.シオフキ右 (12区;貝上層)

19 

12.ムラサキガイ.右 (A-12区;貝上層(a)) 
14.イオウハマグリ:左 (11区;員下層)
16.アサリ:右 (11区;員下層)
18.ハマグリ :左(12区;貝上層)
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まとめ

今回の玖島城跡の調査で得られた成果について，要点を絞って総括してみたい。まず，江戸初期と

推定される整地層及び、遺構が確認され，害f多品を含む豊富な遺物が出土したことがあげられる。玖島

城に関する古記録 (1)は，築城を慶長四年 (1599)とするが，今回の調査成果はまさにこの記録と合

致している。文献記録が考古学によって裏付けられる稀な事例として重要で、あると考えられる。

検出された遺構には建物跡や石垣などがあるが 建物は掘立柱の基礎に礎石や礎板を用いた特殊な

工法を用いたものである。これは付近が埋め立て地で、脆弱な地盤で、あることに起因していると思われ

るが，建築史上からも今後検証していくべき資料であろう。また，朝鮮系の瓦がまとまって出土して

いることは慶長の役との関連が推測されるが，建物への使用も含め，今後検討していく必要がある。

建物については興味深い文献記録がある。『大村家記』巻之七 (2)は 玖島城に関連して「古館在久嶋

城.追手堀外純信幼少ノ時暫ク.ニ居ス今静寿国ト云フ」と記すが 検出された建物がこれに該当

する可能もある。また，石垣は築城時の整地面に施工されているが その後厚い整地層で完全に埋め

られている。この整地層は，その下の層の遺物の年代からみて1610年代に堆積したと考えられる。

『見聞集』巻之二は「御城大手最初ハ山里の方なり慶長十九寅年改築かる.の時本小路口大手と成と

云々 Jと記すが，石垣が検出された地区は本小路口に隣接している。この層は付近一帯に厚く堆積し

ていることから，慶長十九年(1614)の改修及び大手口変更に伴う整地層である可能性が高いと考え

られる。

出土した江戸初期の遺物を産地別に概観すると以下のようになる。輸入品では，中国産の景徳鎮系

と 州窯系の青花・色絵・華南三彩朝鮮産の白磁・瓦 ベトナムの長胴壷 そしてヨーロッパ産の

アルパレロ壷などがある。国産では，肥前陶磁，瀬戸美濃大窯製品，備前のほか在地系と思われる瓦

質土器や土師質土器がみられる。出土傾向としては，絵唐津に代表される茶器のほか良質の中国陶磁

などが多数含まれる。このことから領主クラスの所有者層が推測される。特筆すべきは，ヨーロッパ

産のアルパレロ壷で，その出土状況から国内では最も早い時期に搬入されたヨーロッノT陶磁のひとつ

と考えられる。搬入経路としては，南蛮貿易や開始直後のオランダ貿易，あるいは朱印船貿易などが

考えられる。

近世のその後成果としては，17世紀後半から18世紀前半の資料は少なく 18世紀後半から19世紀に

かけて再び資料が増える。20-24区にかけて検出された石基礎を用いた建物遺構は，この時期のもの

である。文献によれば，この場所は藩の役所とされるが (3) その前は家臣の屋敷であったという 川。

引き続き古記録の探索が必要であろう。遺物としては，長与三彩の出土が注目される。消費地での出

土がないことから，藩の中枢向けに焼かれていた可能性が高くなったといえるだろう。近世のほかに

もいくつかの成果があり それぞれ貴重な資料と考えられる。詳細については本文を参照していただ

きたい。

調査を通じて，多方面の方々に御支援をいただいた。最後に深く感謝申し上げたい。

註(1)r大村家記J，r見聞集1， r郷村記j
( 2) r大村城(玖島城)J大村市教育委員会1986で本多美穂氏の紹介による。
( 3) r郷村記jによれば普請役所に相当するという (r玖島城跡j大村市文化財保護協会2000)。
( 4 )前掲報告書による。



報 担主 主主
1--1 t=三宮 抄 録

ふりがな くしまじようあと

主E主ヨ主 名 玖島城跡

高リ 書 名 一般国道34号大村拡幅計画に伴う玖島城跡発掘調査報告

巻 次

シリーズ名 長崎県文化財調査報告書

シリーズ番号 第167集

編著者名 福田一志・川口洋平・東貴之・竹中哲朗・井立 尚・上原恵

編集機関 長崎県教育委員会

所 在 地 干850-8570 長崎県長崎市江戸町2番13号 TEL 095-824-1111 

発行年月日 西暦2002年3月31日

コード 北京章 東経
調査面積ふりがな ふりがな

所収遺跡名 所在地 調査期間 調査期間
日1

市町村 遺跡番号 。"
。， " 

くしまじようあと ながさきけん

玖島城跡 長崎県 42205 5-132 32
0 

129
0 

19990701 国道拡幅
おおむらし

大村市 44' 57' 1，800 
くしま

玖島 42" 44" 20000303 
くばら

-久原

20000717 

2，500 

20010309 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

玖島城跡 城跡 縄文 建物跡 近世陶磁器・瓦類

近世 石垣 輸入陶磁器・土師器

縄文土器



長崎市文化財調査報告書 第167集

玖 島 ま成 跡、

平成14年3月31日

発 行 長崎県教育委員会

長崎市江戸町2-13 

印 周リ 有限会社東洋印刷所

長崎市出島町15-15


